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プロローグ











　無茶なことを考える奴はいるものだと、津田兵曹長は思った。自分たちの働きが必要なのはわかる。しかし、それにしてもこれはあまりに無茶だろう。だが戦局は自分たちにその無茶を要求している。

「艇長、どうです？」

「いやぁ、まだだ、津田さん」

　木造船の船橋から、艇長と呼ばれた中年男が顔を出す。徴用されたのか、国民兵役か。その辺のところは津田にはわからない。ただ一つ明らかなのは、この中年男の人生の大半は海の男としてのそれであり、艇長と呼ばれるのはこの二、三カ月ということだ。日焼けしたその逞しい姿は、しかし、軍人のそれではない。

「それより、本気で一人で？」

　それは今まで何度も話題になったことだが、艇長はなかなか納得しようとしない。同じ話を繰り返すのは、津田に無謀な出撃を止めさせたいからだろう。

　その気持ちはうれしい。だが津田に出撃しないという選択肢はなかった。艇長が津田を死なせたくないように、津田にも死なせたくない命がある。

「できるだけ軽くする必要がありますからね。搭乗員は一人です。なに大丈夫ですよ。飛んで、撃って、帰還するだけだから」

　そしてダメ押しでこう告げる。

「護衛戦闘機がないんですよ、敵には。大丈夫ですって」

「いまさら止めはしないが、無理しないことだ。漁師だって潮しお
 目め

 が悪ければ引き揚げる」

　やはり元漁師だろうか。津田はふと思う。

　彼がいま乗っているのはいわゆる戦時標準船の一つだ。正確には戦時標準船を定めた規則によって建造された船。要するに鉄は大型船に、小型船は木造にという方針から建造された船の一つが、津田たちが乗るこの第三七国策丸だ。そう、木造船の量産は国策なのである。

　それは小型の木造貨物船のような船だった。船型は漁船をベースにしている。漁船なら魚を入れる魚倉に相当する部分は、大きな箱となっている。運べる物資の量は高が知れているが、こんな船でもあるとないではずいぶん違う。

　それに大型船と違って川を溯上できるから、海と内陸部をつなぐのには重宝だ。もっとも、それが重宝であるような輸送事情は問題ではあるのだが。

　ともかく箱なので何でも入れられる。逓信省あたりは大きなブリキのタンクをこの箱の中に設しつら

 え、南方からの石油輸送に使うことを考えているという噂もあった。時節柄、前線の島々に大砲などを運べるように、船倉の部分は木造ながら丈夫に作られていた。だから津田はこの船に乗っている。

「艇長、無線です！」

　これまた中年の通信員が大声で報告する。それとなく津田にも聞こえるようにだろう。津田は船橋に走って行く。

「来ましたか？」

　艇長は黙って頷く。そしておもむろに一〇人ほどの部下達に命じた。

「作業開始だ！　出撃準備！」

　第三七国策丸で唯一、津田と行動を共にしてきた整備員も作業に参加する。

「やれるだけのことはやりました」

　佐々木という若い整備員の言葉に、津田はわかっていると無言で頷く。

　これがいまの海軍だ。自分の親のような艇長の船と、自分の息子のような整備員。一億火の玉というのは、こういう状態を言うわけではなかったはずだ。が、いまさらそれを言ってもはじまらない。

　そして津田は機付き整備員の「やれるだけ」という言葉の中に、彼の苦渋を感じていた。整備員としての己れの技量への疑問、さらに補充部品の質と不足。津田から見れば整備員は常に最善を尽くしてくれている。しかし、重要なのは機体が望んだ性能を出せるかどうかにある。

　その意味で、彼に言えるのは「やれるだけ」であって、「最善を尽くしました」ではない。それを言えない悔しさを、彼の「やれるだけ」から津田は感じ取っていた。だから津田は整備員に声はかけなかった。慰めは侮辱にしかならないような気がするからだ。津田も整備員同様、不器用な男だった。

　その間にも作業は進む。国策丸の鉄パイプ製の簡易デリックが、船倉の中の機体を引き揚げる。

　それは艦載用に翼を翼端で折った飛行機だった。

　三式複座戦闘機の派生型だ。大型空母での運用を検討して試作されたが、艦載機になることはなかった機体。船倉の床面積は空母のエレベーターとほぼ同じであり、辛うじてだが収容できる。

　もちろん国策丸は空母ではなく、飛行甲板などない。だから戦闘機にはフロートがついていた。これから海面を滑水し、飛行するのである。そして空に舞い上がれば、フロートは捨てられる。そんなものをつけていては、戦闘はできない。

　すでに津田兵曹長は操縦席についていた。整備員を信頼していたが、機長として機内の装備を確認する責任がある。極限まで軽量化した機体。排気タービンの性能が設計どおりならここまでの軽量化は必要ない。だが排気タービンは気まぐれだった。このため搭乗員も一人だけという軽量化が求められる。

　重要なのはエンジン、そして武装。この双発水上戦闘機には武装は一丁しかない。五七ミリ自動砲。それだけがこの機体の武装のすべてだ。翼も胴体も、そして搭乗員さえも、この大砲を空に揚げるためだけに存在している。

　デリックといえば聞こえはいいが、単なる鉄パイプの工作物だ。鉄材の節約はこういう分野であっても例外はない。その単純な装置を使いながら、男たちは機体をぶつけることなく海面に降ろした。彼らも海兵団で即席の海軍軍人教育を施されたはずだが、そんな促成栽培の講習よりも長年の海の男の経験の方が、この場では役立っているらしい。

　フックの先に足をかけ、船員の一人が機体の上にいた。彼が機体のロープの緊縛を解くと、機体は安全に着水する。

　津田は国策丸との間合いを確認し、エンジンを始動する。整備員の〝できるだけ〟に嘘はない。エンジンは始動した。そうして彼は滑水にかかる。本来なら陸上運用のはずの機体に即席に取り付けたフロート。

　位置関係の調整も不十分で、プロペラは時として波を叩き、飛沫しぶき

 を上げる。しかし、加速と共についに機体は浮上した。そして津田は投下索を引く。役目を終えたフロートはそのまま海面に落下した。

　時間がくれば完全に水没するようになっている。敵にどんな兵器かを気取られないためだ。それに意味があるかどうかはともかくとして。

　上昇しながら津田は無線のスイッチを入れる。機内の無線機は受信だけだ。機材節約のためである。戦果確認は別に専用機があると聞いた。

　無線機は敵の情報を逐次報告してくる。誰がどうやって監視しているのか。おそらくは命と引き換えの監視網だろう。受信機から流れる、数字の一つ一つに血糊がついている。こんな光景はすでに日常茶飯事になりつつある。しかし、津田はそういう現実に、いまも慣れることができないでいた。

　ふと柳沢大佐と組んでいた時のことを思い出す。あれだってそれほど昔ではない。自分たちは幾多の死地を脱してきた。が、ある戦闘で柳沢少佐だけが死地を脱することができなかった。

　柳沢少佐は大佐となり、一介の下士官である津田より階級で大きく隔たってしまった。そして柳沢本人は、さらに遠い所にいる。野戦病院で意識が戻ったとき、津田は自分だけがこの世に残されたことを知った。それ以来、彼は自分の命に鈍感になり、他人の命には神経質になった。

　いままで敵情を告げていた無線が突然、沈黙した。敵に襲撃されたか、それとも潜航して逃げたのか。それはわからない。津田にできるのは無事でいてくれと祈ることだけだった。

　敵のルートはわかっていた。マリアナが陥落したことで、敵は拠点を手に入れた。そこからなら日本本土の攻撃は可能だが、それはやっと攻撃可能な圏内に拠点を築いたということでもある。彼らにコース変更の自由はほとんどない。それだけに事前に防衛線を用意するのは難しくなかった。ただし簡単でもなく、犠牲もあったのだが。

　目標が接近していることは海上からの探照燈が教えてくれた。それが国策丸のような船なのか、潜水艦なのかまではわからない。ともかく船が探照燈で標的を照らす。

　アメリカには電探と連動した大砲があるらしい。日本にはそれはない。しかし、探照燈と電探を連動させ、敵を確実に照らし出す装置はある。いま海上にいるのはそれだ。探照燈は数キロ間隔で三基確認できた。

　津田兵曹長の双発戦闘機は、この時高度一〇〇〇〇を越えていた。ここまで上げなければ敵は仕留められない。

「いた、あれか」

　探照燈の光を浴び、数機の空の要塞Ｂ－29
 は悠然と飛行していた。護衛の戦闘機はない。航続力が足りないからだ。だからここからなら愚ぐ
 鈍どん

 な双発戦闘機でも戦える。

　津田機のエンジンは幸いにも快調だった。気分屋の排気タービンが今夜だけは機嫌がいい。津田機はエンジンの機嫌を損そこ

 ねないように操縦桿を握ると、Ｂ－29
 の上にでて後方から接近する。

　重爆の側からも防御火器を放ってきた。探照燈に捉えられ、敵も焦っているのだろう。その証拠に銃弾は当たらない。距離が遠すぎるのだ。

　そして津田は砲撃を開始した。機体全体がつぶれるのではないかという衝撃と共に、砲弾が次々と放たれ目の前の重爆に命中する。

　砲弾の一つが翼をひきちぎった。

　Ｂ－29
 はばらばらになって落下する。同じことをあと一機でも行なう。あくまでも機械的に。

　撃墜は成功した。しかし、高揚感はない。明日もまた、同じことが繰り返されるだろう。明日、排気タービンは上機嫌なのか、それはわからない。

　津田は明日のことは考えず、いまのことに専念する。探照燈のところまで降下する。そして着水だ。着水すれば浮き袋が膨ふく

 らみ機体は沈むのを遅らせる。その間に機体は回収される。他に手段はなかった。

「明日か……明日なんてあるのか」

　津田は思う。重爆に勝って、着水に負けることだってある。確実な明日などない。その時、津田はふと、柳沢の声を聞いたような気がした。

「明日はある」

　声はそう言ったように聞こえた。

「俺がそっちに逝い

 くのはまだ早いってことですか。どうやら柳沢さんに嫌われてるようですな」

　津田はそういうと、友軍に向かって操縦桿を握りなおした。





　




一章
 　残された選択












「鍾・
 馗・

 の沙汰じゃない」

　片山大尉は自分が下した命令を駄洒落にし、それを自分で笑ってしまった。もちろん状況は笑えるようなものではなかったが。

「一六機いるな」

　彼は部下達よりやや高い高度から、全体の動きをつかもうとしていた。自分も含め全部で一六機。二機は米軍機との交戦により失われている。だがそれを悲しんでいる余裕は片山大尉にはない。部隊が全滅するか、助かるか、その瀬戸際に彼らはいた。

　不安な要素は幾つもあった。一番の懸念は燃料、二番目は自分の航法。すべてが計画どおりに進んでいれば、彼は日本軍が占領したミッドウェー島に陸軍の守備隊の一つとして進出するはずだった。

　孤島の戦闘機隊。それ故に洋上航法について、海軍から学び、訓練も受けた。陸軍と海軍では多くの点で異なる部分はあるとはいえ、片山大尉は優秀な操縦士であった。コツを掴めばそこから先の上達は早かった。

　だがそれも訓練での話だ。敵機と空戦を演じ、それから洋上を飛ぶ。自分の航法で正しいのか、そうでないのか。単に間違っていましたでは済まない。自分が間違っていれば部下も道連れになる。

　指揮官の航法ミスで部隊全滅では、部下達もやりきれまい。そんなことのためにいままで訓練を重ねてきたのではないはずだ。そう、自分は部下たちに敵機との交戦で先に逝った二名を羨ましがらせるわけにはいかないのだ。

　計算では、全機がミッドウェー島まで飛べるはずだった。

　日本海軍の空母には着艦できない。陸軍機に着艦フックなどないからだ。発艦はできても着艦は無理だ。

　にも関わらず彼が部隊を出撃させたのは、艦隊を守り友軍を守るためと、空母赤城の長大な飛行甲板なら辛うじて着艦可能と判断したためだ。

　だが空母赤城は敵機との衝突で着艦不能になってしまった。他の空母は小さすぎて着艦できない。一か八かの賭けがミッドウェー島への強行着陸だった。

　敵の滑走路に着陸し、一六機の戦闘機を固めて陣地を構築する。

　戦闘機にも機銃はある。それらの火力は地上で歩兵相手に使うということなら、決して侮あなど

 れない威力を持つはずだ。

　もちろん、それでもかなり危険な選択肢だということはわかっている。戦闘機がどれほど掩えん
 体たい

 の代わりになってくれるかわからない。じっさいのところ破片を防いでくれればよし、ぐらいなものだろう。塹ざん
 壕ごう

 を掘ればいいのだろうが、飛行兵には円シヤ
 匙ベル

 もない。

　それでも片山大尉がミッドウェー島を選んだのは、蛟こう
 龍りゆう

 他の五隻の陸軍船舶の存在があったからだ。ミッドウェー島で数時間だけ持ちこたえられれば、その間に友軍はミッドウェー島に上陸する。上陸した部隊と合流するか、彼らが支援してくれるなら、独立飛行第四八小隊は生き残ることができる。うまくすれば彼らの陣地が上陸部隊の作戦を援護するようなことになるやもしれぬ。

　もっとも片山大尉には、たとえ着艦に失敗しても海軍の空母に戻るべきではなかったかという迷いがないわけではなかった。ミッドウェー島という選択肢も、咄とつ
 嗟さ

 の判断の産物だ。

　それでも彼はミッドウェー島を目指す。もはや引き返すだけの燃料もない。それに部隊の安全ということを考えたとき、空母という選択肢が妥当とはやはり思えなかった。海軍の搭乗員ですら難しいという空母の着艦が、自分たちにできるとは思えない。

　そんな片山大尉の迷いの一つを払拭してくれたのは、皮肉にも敵機だった。米軍は島の防衛を決して諦めてはいなかった。飛行艇や爆撃機が、編隊さえ組まずに飛んで行く。空を飛べるものは、飛べる順番に日本軍に向かう。米軍の目標は敵空母、それだけだ。

　だから片山隊の鍾馗の姿を認めつつも、彼らを攻撃しようという機体はなかった。そうした態度は彼にとって、ありがたくもあり屈辱的でもある。空戦をしなければ、燃料を無駄にすることはない。

　しかし、敵航空機に無視されるというのは、自分たちが戦力のうちに数えられていないということだろう。腹は立つが空母と比較すれば、確かに妥当な判断なのは彼も認めざるをえない。戦闘機は攻撃機とは違う。

　むしろ片山大尉は、この状況でそこまで正確な戦力判断ができる米軍というものに、ある種の底知れぬ恐さのようなものを感じていた。中にはどう考えても無理としか思えないような、飛行艇に魚雷をくくりつけたような機体さえあった。それはやはり執念というものだろうか。

　ともかく片山大尉は、自分たちがどこに向かうべきか、遠くですれ違うこうした航空機によって知ることができた。敵機が飛んでくる方角にミッドウェー島はあるはずだ。

　そしてすぐに彼らはミッドウェー島の確かな位置を知ることになる。水平線の向こうに、黒煙が一本立ち上っている。それが戦闘の印、ミッドウェー島の場所だった。





　――滑走路は無事なのか？





　片山大尉の脳裏に疑問が浮かんだ。それを迂う
 闊かつ

 と呼ぶのは簡単だが、彼は海軍航空隊がどの程度の打撃を島に与えているのかを知らなかった。彼がミッドウェー島に向かうことを海軍は知っているはずだが、誰も何も言わないのでそのまま向かっただけのことだ。

　しかし、ここから見える様子では、かなりの規模の攻撃がなされたようだ。それなりの量の物資が炎上しないと、あれだけの黒煙にはならないだろう。友軍の攻撃が敵に打撃を与えるのは歓迎だが、滑走路はどうなのか？　海軍であろうが陸軍であろうが、こうした基地を攻撃するなら、滑走路を真っ先に破壊するのがセオリーだろう。

　だが、先ほどすれ違った航空機の存在は、滑走路が無事であることを意味しないか。そう考えて安心しかけた片山大尉は、ふと気がついた。

　自分たちとすれ違ったのは、飛行艇と重爆ばかりであった。飛行艇は海面から発進できる。重爆は長時間飛行できる。だが滑走路が必要で滞空時間の短い単発機は目にしていない。

　滑走路は破壊されたのか？　片山はその答えがＹＥＳであることをすでに確信していた。そして事実、海軍航空隊は滑走路を攻撃していた。

　基本的には陸海軍部隊の連絡の問題に行き着くのかもしれないが、そもそも空母から出撃した陸軍機が敵航空隊と交戦するようなことなど、誰も想定していない。片山らの部隊が占領後に進駐する部隊であることを思えば、一概に海軍を悪くも言えなかった。

　これが軽戦の九七式戦闘機なら案ずることはなかった。あの戦闘機なら空き地があれば離着陸できるからだ。最前線で不時着した操縦士を助けるため、戦友が九七式戦闘機で着陸し、同乗させ離陸したという話さえあるほどだ。

　しかし、鍾馗ではどうか。離陸する必要はないし、おそらく着陸すれば二度と離陸することはあるまい。着陸するだけなら、多少滑走路が破壊されていてもなんとかなる。今となっては片山大尉もその可能性に賭けるよりなかった。

「全員、注目！　前方にミッドウェー島！」

　片山大尉は無線電話で部下達に告げる。

「黒煙はサンド島からだ！　イースタン島はほとんど無傷と思われる！」

　それは不思議な光景だった。ミッドウェー島は青い海の中に浮かぶ、蒼い珊瑚礁の中にあった。珊瑚礁の中の白い土地。それがミッドウェーを構成するサンド島であり、イースタン島だ。

　絵葉書にでもありそうな珊瑚礁の姿。そして、そこには日米の戦闘の跡がある。戦闘にはもっとも相応ふさわ

 しくない風景の中で自分たちは戦っているのだ。一〇年前にこの光景の中でお前は戦うのだといわれたら、片山大尉はその人物を嘘つきと呼んだだろう。だがいまの現実はこれだ。

　黒煙はサンド島にある何らかの施設の炎上によるものらしい。はっきりしないが石油タンクか何かと思われた。他にも炎上している施設はあるようだ。ただそれが海軍航空隊によるものか、それともタンクの火災による延焼なのかまではわからない。

　海岸線に陣地らしきものが幾つか見えた。片山大尉はそれを攻撃しようかと考えるが、断念する。鍾馗の残弾は残り少ない。いまここで使い切るわけにはいかないのだ。自分たちには着陸するという最大の目的がある。

　片山大尉は無線電話機の回路を切り替える。無線機は電話と電信の両用だった。電話から電信に切り替えると、通信距離が伸びるのだ。彼の予想が正しければ、電波は蛟龍などでも傍受できるはずだ。

　彼は着陸を優先することと、海岸線の陣地を攻撃できないことを告げ、かわりに上空から確認できる範囲での海岸線の敵陣地の配置を打電する。少しでも友軍の流血が減り、自分たちとの合流が早まることを期待して。

　蛟龍からはすぐに返信があった。指揮官ではなく、通信長か誰かからの電信で、片山の通信を確かに受信したことを告げ、最後にこう締めくくっていた。自分たちが上陸するまで待っていろと。

「全員、燃料残量を報告！」

　自分の機体の燃料残量を基準に、それより多いか少ないかで、片山大尉は、部下の機体の状況を判断、燃料残量の少ない機体を最優先で着陸させ、他の機体はそれを援護する。そのためには可能な限り地上の機銃座などを破壊しなければならない。

　もっとも、これも野放図にはできない。着陸してからも機銃は必要だからだ。

　部下達の燃料残量はそれほど大きな差はなかった。強いて言えば、片山大尉の鍾馗は燃量の少ない部類に入っていた。

　彼はまず一六機の戦闘機を八機ずつにわけ、燃料残量の多い機体は、先に着陸する機体を支援すべく、地上火器を潰すように命じた。

　着陸した機体は、そのまま拠点となるから機銃の残弾は温存しなければならないからだ。

　拠点ができてしまえば、後から着陸する機体は残弾ゼロでもなんとかなる。

　対空火器は滑走路周辺に多かった。しかし、海軍航空隊は良い仕事をしたらしい。高射砲の類たぐい

 はほとんど機能していなかった。完全に破壊されているか、作動不能となっている陣地が多い。

　もちろん幾つかの高射砲は生きていたが、互いに火力を支援しあえる配置はすでに崩れていた。鍾馗の侵入は比較的たやすいと思われた。が、厄介なのはむしろ米兵たちだった。

　爆弾で吹き飛ばされた高射砲陣地の孔あな

 に、小銃や機銃を持った将兵が潜んでいるのが見えた。下手に着陸すれば、遮しや
 蔽へい

 物のない滑走路で、鍾馗は四方から機銃掃射を受け兼ねない。

　片山大尉は全体を二機一組で動くように指示すると、着陸組と支援組に分けた。

　次に問題となるのは着陸場所だった。鍾馗が着陸でき、なおかつ拠点を構築できる場所。

　滑走路のあるイースタン島は三角形で、滑走路もそれぞれの辺に沿って三本ある。対空陣地が多いのは後ろ側の滑走路が作る三角州の部分で、正面側は比較的手薄だ。爆撃はそれらを中心として行われており、正面側は比較的損傷が少ない。ただ海岸近くに爆弾が投下されたクレーターがあった。

　片山大尉は決めた。北から南に走る滑走路を使う。北から着陸し南に抜け、滑走路をオーバランさせる。後続の機体の道を塞ふさ

 がないためだ。そして当面は、この爆弾痕のクレーターを塹ざん
 壕ごう

 代わりに利用し、機体はここに集結させる。海岸線に近いことは友軍とも合流しやすい。

「戸田、池田、行けるか？」

「いけます！」

「やりますとも！」

　最初に着陸する二機が一番難しい。だから片山は、中隊でもっとも腕の良い二人に先陣を委ゆだ

 ねた。

「支援隊は戸田、池田機を援護！」

　八機の鍾馗が一斉に降下し、対空火器へと機銃掃射を始めた。重火器は海軍航空隊が潰したはずだが、機銃や小銃は情け容赦なく鍾馗を狙う。さすがに小銃はそれほどの脅威にはならなかったが、機銃は厄介だった。

　自分たちは着陸をしようとしている。つまり敵の内懐に飛び込もうとしているわけだ。それだけ機関銃は脅威になる。だがここまで来て引き返せない。

　幸いにも敵は日本軍機がよもや着陸しようとしているとは思ってもいないらしい。そうだろう、それが常識だと片山も思う。だが常識が覆くつがえ

 されるのが戦場だ。

　八機の戦闘機が機銃掃射をしたことで、対空火器は一時的に沈黙した。が、一機の鍾馗が胴体下部を撃ち抜かれ、燃料に引火、炎上しはじめた。

「脱出しろ！」

　片山大尉はそう命じたが、それが無理なのは彼にもわかっていた。落下傘が開くにも、この高度は低すぎた。操縦員は炎上する鍾馗を操縦しながら、敵の生きている高射砲陣地に突っ込んだ。

「馬鹿野郎！」

　片山大尉は、その光景を信じられない思いで見ていた。燃料や砲弾に引火したのか、高射砲陣地で爆発が起こる。炎をまとった金属片が、その周囲に飛び散った。そして部下が一人死んだ。

　だが彼の死は無駄ではなかった。戸田と池田の二機は、敵対空火器の沈黙した一瞬をついて着陸。そして片山大尉が考えていたような位置と方位に鍾馗を停止させることに成功する。

　二機の鍾馗は、単に停止するだけでなく機銃を敵側に向けて止まった。さらに脚をたたみ姿勢を可能な限り低くする。敵の銃撃に対してエンジンが遮蔽になるはずだ。機銃の照準はできないが、牽制にはなるだろう。数さえ揃えば死角はなくなるはずだ。

　二機の鍾馗が着陸したことで、米軍もようやく片山たちの意図の一端を理解したらしい。だがそれでも、どうして独立飛行第四八中隊が滑走路を占領しようとしているかまでは、さすがにわからないようだった。

　こういう場合、普通は空挺が投入されるもので、少なくともグライダーが降下する。戦闘機が降下して、明らかにそれを捨てるつもりにしか見えないというのは、軍事常識ではありえない。

　しかし、米軍が日本軍の意図を読みかねている間も鍾馗は着陸を成功させていく。さすがに空母から発艦できるだけの技量を持っているだけあって、この辺りの判断は的確だった。

　こうして四機の鍾馗は、爆弾が作ったクレーターの前面に並んだ。翼が重なるように一部は並んでおり、これによる火力密度は馬鹿にならない。

　米軍は日本軍の意図が今ひとつ理解できないまま、それでも戦闘機のこれ以上の着陸を認めるわけにはいかないことだけは理解できた。彼らの一部は着陸態勢にある鍾馗へ攻撃を集中しようとした。

「もっと右……よし、そこ！」

　着陸した操縦士たちも、それを座して待ちはしない。一番端の鍾馗の尾翼に集まり、機体を動かす。角度が少し移動し、敵の機銃座に向いた。操縦席の人間が、敵陣地に機銃弾を撃ち込む。

　その銃撃で敵の銃座がつぶれたかどうかは、わからない。それでも、敵の射撃は沈黙し、五機めと六機目が着陸する。ただ、この二機は最初の四機ほど良い位置にはつけなかった。五機目が滑走路を外れ砂地に横転、六機目がそれを避けようとして迂回、車輪のブレーキが効かず、仲間と離れた位置に止まってしまった。

　すかさず鍾馗の機銃が敵陣に撃ち込まれ、その間に六機目の操縦士が機体を捨て、味方の元に駆け込んだ。操縦士のいない機体に、米軍陣地からおびただしい銃弾が撃ち込まれる。禍根を早めに絶とうというのだろう。機体は燃料に引火して燃え始めた。

「ラムネ瓶あるか？」

　操縦士のなかで最先任の池田が叫ぶ。

「あるにはありますが……」

　他の五人はこの期ご

 に及んでラムネ瓶のことをと訝いぶか

 った。それでも操縦席からラムネ瓶やサイダーの瓶を取り出す。ラムネやサイダーは嗜好品であったが、その瓶は時に尿し
 瓶びん

 として代用されることもあった。空中に厠かわや

 はないからだ。

「機体にはまだ燃料が残ってるだろう。そいつを瓶に詰めろ。火炎瓶にする」

「火炎瓶ですか」

　操縦士たちの疑問が氷解した。ここで火炎瓶など役に立つのかどうかはわからない。しかし、いまの自分たちにとっては、少しでも武器が増えるのは大歓迎だ。

　火炎瓶はこうして用意されたが、無事な機体は五機だけで、ラムネ瓶を積み込んでいたのは三機しかおらず、火炎瓶は三本でおしまいだった。

　片山大尉が着陸組の殿しん
 軍がり

 として滑走路に降り立った。今までの戦闘から、彼は機体をすでに着陸している七機（陣地として意味があるのはその中の六機）のもっとも端に機体を駐機させ、機首の向きも少し調整した。側面を包囲されることを恐れたからだ。

　もっとも彼らがいるのは海岸線の近くであり、回り込むべき側面は狭い。片山機だけでしばらくは凌しの

 げると思われた。

　鍾馗の銃撃はそれが上空からのものであるため、イースタン島の対空火器を破壊しないまでも黙らせることには成功していた。こうして一機は失われたものの、最終的に一五機が着陸に成功した。

　後から着陸した機体も、完全に燃料や弾薬を使い切ったわけでなく、それなりの戦闘力を有していた。さらに操縦士たちは地図を挟む画板などを使って、塹壕を掘ることに専念する。

　円匙でもあれば作業も迅速にできようが、戦車ならいざ知らず戦闘機に円匙など積んでいない。いますぐ使えるものといえば画板ぐらいしかなかったのだ。

　それでも塹壕は深くなってゆく。ミッドウェー島は砂地なので、穴を掘るのは難しくはなかった。もっとも片山大尉は画板を動かしながらも、自分たちの作業に多少の疑問を感じてもいた。この砂地でどれほどの防弾効果が期待できるか。塹壕としての強度はあまり期待できそうにない。

　米軍は、戦闘機による機銃掃射のため片山らの拠点に容易に接近できなかった。それでも諦める様子はない。これを放置すれば、自分たちの安全に直接かかわってくるだろう。

「無線はどうだ？」

「まだつながりません」

　片山大尉の計画は、ともかくも部下達をできるだけ救うという点で前半分は成功していた。しかし、残り半分はまだだ。蛟龍隊が上陸し、自分たちと合流しない限り、彼の計画は完全に成功とは言えないのだ。

「無線機は正常だろうな？」

「えぇ、直前まで隊長の命令が届いてましたから、故障はないと思います」

　片山はもっとも敵から離れた機体の無線機を使い、蛟龍と連絡をとろうとした。だが機械の故障か何か知らないが、誰も無線に出ない。

「中隊長殿、飛行中は空中線が高くなりますが、地上では高さが稼げません。それで無線機が通じないのではないでしょうか？」

「地上だからか……ありそうだな」

　片山大尉は無線の専門家ではなかったが、そういうことはありそうなことだと思った。せめて着陸前に確認しておけばと思ったが、あの時は着陸が成功するかどうかで手一杯だったのだ。

　敵の正面に向いた鍾馗には人間が張り付き、相手を牽制していたが、それ以外の操縦士は陣地構築に働いていた。それでも作業はあまり進まない。道具がないからだ。

　道具らしい道具といえば、機内装備の工具類だけだった。操縦士たちは、それを使って機体から機銃を取り外そうとしていた。機体に装備したままでは、どうにも使いにくい。機体装備のままでは、照準さえ自由にならない。

　機銃を取り外そうとする過程で板状の部品が幾つも出たが、それはそのまま穴掘りの道具になるか、陣地の補強材として使われた。この点では、落下傘は役立った。

　機体の部品と落下傘をつかい、爆弾痕だったはずの穴には、機体部品を転用した支柱と落下傘を使った屋根が設しつ

 えられた。むき出しの穴より、ずっと居住性は向上した。もっとも、急な出撃でまともな航空糧食などない。

　液冷エンジンならラジエターの水を飲むという手段も使えるが、空冷エンジンではそれもかなわない。水筒の水がなくなれば、飲料水にも事欠くのが実状だ。居住性などといっているが、籠城できる準備はなにもない。

　だが片山らは平気だった。蛟龍が来てくれれば、すべては終わる。それまでの辛抱だ。敵の航空隊は空母部隊に向かっているのか、全滅したのか、ミッドウェー島には敵味方共に航空機の姿はなかった。

　敵機が戻ってくる可能性はあるが、それよりも先に問題となるのはやはり地上部隊だ。敵機は可能性の問題だが、地上部隊は現実の存在なのだ。

「中隊長殿！　外せました！」

　部下が待望の報告を持ってきた。鍾馗の一二・七ミリ機銃を取り外したというのだ。もちろん銃弾も一緒だ。

　とりあえず外せた機銃は一丁。だが操縦士たちは、いままで愛機の機銃の取り付けについて、そこまで深い関心はなかった。だから取り外してみて、幾つかの問題に突き当たることになる。

　機関銃も七・七ミリならまだ腰だめに撃つことも不可能ではないが、一二・七ミリともなると然しか

 るべき三脚か何か、機関銃を固定するものが必要なのだ。しかし、戦闘機は三脚は使っていない。

　さすがに操縦士とはいえ陸軍の人間だけに、機関銃のそうした問題は理解している。そこで機体や翼に機銃を取り付けている治具も取り外し、とりあえずそれを手近の岩などで押さえ、なんとか格好をつけた。試し撃ちをした限りでは、命中精度は期待できるようなものではないが、敵を近寄らせない程度のことはできそうだった。

　ミッドウェーの米軍にとって、片山らの動きは時間が経過しても未だに理解できなかった。なるほど燃料切れの戦闘機が友軍と合流するまで立て籠もるなどとは、普通は考えない。

　米軍は何度となく、歩兵により陣地を奪還しようとした。機関銃の掩護射撃のなか、歩兵分隊が互いに支援しながら陣地に接近するが、これは一度も成功しなかった。

　良くも悪くも、彼らにあるのは若干の拳銃を除けば一二・七ミリ機銃だけだ。小銃弾を撃ち込めば、一二・七ミリ機銃で報復される。よほど胆力が座っていなければ、足がすくんで前進できない。

　しかも起伏の乏しい珊瑚礁の島だ。機銃掃射されても、隠れる場所がない。勇敢な海兵隊員も、鍾馗の機銃により次々と倒されてしまった。

　それでもあと一歩という局面もあった。匍ほ
 匐ふく

 前進しながら大きく迂回し、着陸した戦闘機を利用し、その死角から接近することに、ある小銃班が成功したのだ。その方角には機銃はなかった。

　だがその陣地のはずれにある機体では、操縦士が陣地構築に使える部品を取り外している最中だった。ともかく無線機を外し、アンテナを張りなおし、飛距離を確保しようと考えたのだ。

　操縦士は、操縦席の下に屈み込んでいた。だから海兵隊員からは見えなかった。そして彼がふと上体を伸ばし、外をみると数名の海兵隊員が匍匐前進で接近してくる。

　この時、操縦士が持っていたのは、拳銃と火炎瓶だった。火炎瓶は使うつもりではなく、万が一にも引火すると大変なので、陣地から離していたというだけだ。

　彼は身振りで仲間を呼ぶ。他に二人が応援に現れ、それぞれ手に火炎瓶をもった。そして合図と共に、一斉に火をつけ投とう
 擲てき

 する。

　火炎瓶が割れる音は、独特だった。瓶が割れるというより、破裂するような音に近い。海兵隊員たちは自分たちに手投げ弾が投げ込まれたと思った。火炎の近くにいた兵士は反射的に立ち上がり、そこを拳銃で撃たれた。

　海兵隊員たちは、あと一歩という距離まで接近していただけに、相手が拳銃でも致命傷になった。位置関係からいって、上から拳銃弾を受けるからだ。敵の小銃分隊はすぐさま撤収し、片山大尉らの部隊は、死んだ敵兵から小銃三丁と手榴弾を手に入れることができた。それらは彼らにとって貴重な戦力となる。

　しかし、この側面攻撃が失敗に終わったことは、米軍に小銃の撃ち合い程度ではこの陣地は落とせないと結論させることとなった。

「中隊長殿！　敵が妙に静かになりました」

「撤退したんでしょうか？」

「それはないな」

　片山大尉は感じていた。いままでの米軍の粘りを考えれば、ここで急に手を引くとは思えない。何かやるために大人しくなっているだけだろう。

　それはすぐに裏付けられた。甲高い音が上から迫ってきた。

「伏せろ！」

　陣地の前に並べてあった鍾馗が爆発し、翼が吹き飛んだ。それは迫撃砲による攻撃だった。どうやら海岸線かどこかの陣地から、迫撃砲を移動させたらしい。

「軽迫か」

　爆発の威力からすると、五〇ミリクラスの軽迫撃砲らしい。守備隊もそれほどの重火器は持っていないのだろう。

　片山らに双眼鏡はなかったが、平坦なミッドウェー島だけに、軽迫撃砲陣地はすぐにわかった。遠距離まで砲撃できる兵器ではないし、海からの攻撃は無理な以上、攻撃可能な地域は限られる。

「機銃もってこい！」

　機体から取り外された機銃は、結局は翼の一部と結合されて橇そり

 に乗るような形になっていた。それを三人の男が押さえ込んで射撃をする。銃撃の度に弾帯が踊るのを注意しつつ、押さえ込むのは簡単ではなかった。

　一二・七ミリ機銃の反動は大きく、銃口は飛び跳ねた。それでも、そのまま強引に軽迫撃砲に銃弾を撃ち込む。軽迫撃砲の班員たちは豪ごう
 胆たん

 だった。機銃弾が周囲に飛び跳ねているのに、退ひ

 こうとはしない。

　いままでの数時間に渡る戦闘で、米軍もこの鍾馗陣地に機銃や拳銃以外の兵器はないことを悟さと

 ったのだろう。敵陣に接近するのは危険だが、機銃の照準が自由にならないだけに、距離をおけば怖くない。

　そう判断した海兵隊員たちは、軽迫撃砲を持ち込んで比較的近い距離から砲撃を始めた。それ以上の火力を用いないのは、日本軍の上陸に備え重火器は隠いん
 蔽ぺい

 しているためだろう。歩兵の機動力のある火器としては、軽迫撃砲は有効かもしれない。

「おい、さっきの米兵の小銃もってこい」

「あれを、使うんですか、小隊長殿！」

「他にどうする！」

　この時期、すでに米陸軍の小銃はＭ１ガーランド自動小銃に置き換わりつつあったが、このミッドウェー島の将兵の中にはまだスプリングフィールド１９０３小銃を用いているものも多かった。これはボトルアクション式のライフルで、その点で日本軍の小銃と同じものだった。

　片山大尉らも米軍の小銃に触れるのはこれが初めてだったが、小銃の構造はわかる。動かしてみて幾つかの要点だけ確認するとすぐに試し撃ちができるまでになった。

「弾倉に残り四発か。三丁で一二発」

　小銃が手に入ったのは大きな前進だが、弾が少ない。彼としては一二・七ミリ機銃で援護しつつ、小銃を持った三名で軽迫撃砲陣地を襲撃しようと考えていたのだが、一二発は少なすぎる。それを言えば小銃三丁も同様だが。

「中隊長殿！　無線が通じました！」

「通じたか！　今いく！」

　片山は無線機のある窪みまで姿勢を低くしながら移動する。迫撃砲弾は射手が下手なのか、それともまず鍾馗を片付けようとしているのか、飛行機にばかり命中している。

「独立飛行第四八中隊の片山です」

　片山は爆音と銃声の中、レシーバーを当てマイクを握る。

「どういう状況だ？」

「着陸した鍾馗を並べ陣地を構築しました。海軍の爆弾孔が塹壕代わりです」

「まだ陣地を維持できるか？」

「まだ大丈夫ですが、敵が軽迫を撃ってきました。ここも時間の問題かもしれません！」

　蛟龍の側からはしばらく返信がなかった。

「わかった。こちらでもできるだけのことはする。いましばらくの辛抱だ」

「そちらは何隻？」

「五隻だ」

　今度は片山が黙る番だった。

「了解しました、お待ちしております」

　それ以上は言えなかった。海軍には海軍の都合があるのだろうが、彼らは陸軍船舶の護衛をするつもりがないらしい。駆逐艦の一隻でもつけてくれればと思うが、そういう配慮はなかったらしい。

　あるいは船団は海軍艦艇の指揮下にあるという取り決めを、蛟龍以下の陸軍船舶が反ほ
 故ご

 にした故のことだろうか。あるいは敵襲を受けていたことを考えると、海軍は自分たちを守るのに手一杯で陸軍船舶の護衛にまで戦力を割さ

 けない事情があるとも考えられなくはない。

　駆逐艦の主砲でも一二・七センチはある。それだけあれば、洋上から敵の軽迫撃砲陣地を攻撃するなど簡単ではないか。しかし、いまここでそれを言ってもはじまらぬ。

　蛟龍にも一五〇ミリ迫撃砲が装備されているとは耳にしてはいるが、射程のほどはわからない。上陸支援用の火器であればそれで敵軽迫撃砲陣地を潰すことは期待できまい。

　そうしていると小銃音が聞こえてきた。すぐに取って返すと、部下達が小銃を撃っていた。

「どうした！」

「敵襲でした。追い返しましたが」

　見れば軽迫撃砲が鍾馗を破壊したために、その前面の機銃は破壊され、しかも空白ができていた。そこから歩兵が侵入しようとしたらしい。結果的にその小銃射撃は敵に対して奇襲となり、撃退はした。しかし、もはや三丁合わせても残弾は五発程しかない。

　片山大尉は、よほど先ほどの戦闘で亡くなった米兵の死体から弾丸を回収しようかと思った。が、それは思いとどまる。小銃の回収はまだしも、敵とはいえ死体から物をとるというのが、ひどく浅ましい行為に思えたからだ。

　それに自分たちが戦死した戦友から物を奪うのを見れば、米兵は日本兵をそうした存在と見るだろう。また、死体から弾丸を奪ったことで、自分たちの窮状まで知られることになる。それも避けねばならないことだ。

「池田、いるか？」

「なんでしょうか、中隊長殿」

「貴様、射撃には自信があったな」

　池田操縦士は、片山中隊長のその一言ですべてを察した。その呵あ
 吽うん

 の呼吸が彼らの中隊の戦闘力の源泉だった。

「誰を？」

「射手が一番だが、あの陣地の奴なら誰でもいい。ともかく奴らに自分らは安全ではないと教えてやれ」

「分かりました」

　池田操縦士はそういうと、腹ばいになりながら鍾馗の残骸の影に移動する。片手にはもっとも残弾の残っているスプリングフィールド小銃がある。残弾は三発。

　歩兵の小銃だ。射撃用のスコープなどついていない。ただ操縦士としての視力と経験から距離五〇〇メートルと池田は判断した。

　遊底をスライドさせ、弾薬を装填する。背後では散発的に軽迫撃砲弾が落下するが、彼はそんなことは意識の隅に追いやった。

　狙撃手の真似など初めてだ。彼が選ばれたのも射撃訓練で腕がいいからにすぎない。片山隊長は集中力を養うには射撃が一番という考えの持ち主だった。その意味では池田も操縦士としては射撃経験は多い方だろう。

　しかし、的に当てるのと人間に命中させるのとは違う。それは的の大きさの問題という次元ではないのだ。

　軽迫撃砲の陣地は、どうやら友軍があけた爆弾孔らしい。それは重要な情報だ。自分たちも同じような爆弾孔を陣地にしているから、どんな場所かイメージできる。

　池田は軽迫撃砲の射手を照準器の十字線の中にとらえた。反射的に引き金を引く。

　スプリングフィールド銃の反動は、三八式歩兵銃などよりずっと強かった。撃ち方は正しかったが、肩が痛い。しかし、もちろん彼の関心は反動ではなく弾道にある。

　銃弾は軽迫撃砲陣地の射手の手前に当たった。しかし、射手は自分が狙われていることに気がつかなかったようだ。他に機銃弾の牽制がなされたからだろう。

　一発撃って、銃の癖はある程度わかったと池田は思った。じっさい一発でわかるかどうかは疑問だが、残りは二発しかない。贅沢はできない。

　遊底を操作して、次の一発を装填する。そして少しだけ照準を修正する。引き金の引く音と、銃弾の放たれる音が池田にはいやに大きく聞こえた。

　射手が倒れる。

　池田は、立って逃げたいという気持ちを押さえ、匍匐の姿勢で後ろに下がった。

　池田が塹壕に何とか体を押し込んだ次の瞬間、数発の銃弾が、先ほどまで彼がいた辺りに撃ち込まれた。

　池田はぞっとした。少なくとも敵には一人、射撃に長た

 けた奴がいる。でなければ、彼の射撃位置をこれほど短時間に見つけられるわけがない。

　しかし、ともかく軽迫撃砲の砲撃は止まった。池田は次の銃を取りに戻るために下がりかけたが、迫撃砲陣地の動きに目をとめる。

　陣地で動きがある。新しい射手が砲撃を行おうとしているらしい。敵は射手が撃たれたことに焦っているのだろう。その動きにはぎこちなさが見えた。射撃手を意識したことが、却かえ

 って目立たせることになっているという感じだ。

　池田は射点を少し移動し、新たな射手を狙う。残弾は一発だが、この不用意な迫撃砲の射手ならしとめられるだろう。

　彼は三発目を装填し、射手に狙いを定める。そして銃声がした。池田には最期まで何が起きたかわからなかった。彼を狙った射撃手の弾丸が彼の命を奪ったことも、即死した池田にはわからなかった。

　彼を狙った狙撃手は、非情な人間だった。迫撃砲の次の射手が新兵であるためいい的になることを計算し、池田が現れるのをまっていたのだ。そして彼の思惑は当たった。

　軽迫撃砲の射手は、自分が的になっていたことさえ知らずに、日本軍陣地に砲撃を加え始めた。





　




二章
 　可能な選択












　上陸部隊の指揮官である森岡少佐は、海軍部隊の支援を伴わずに前進していた。

　それは陸海軍のセクショナリズムのためではなかった。駆逐隊の指揮官はあくまでも彼らの支援を提案していた。

　それを断ったのは、森岡少佐の方だった。

　空母部隊が攻撃を受けているとき、駆逐隊は空母の傍かたわ

 らに必要だろうというのが理由の一つ。もう一つは、駆逐隊の気持ちは気持ちとしても、じっさいのところ、状況がここまできたならば駆逐艦の支援は必要ではなかったためだ。

　すでに敵は空母に攻撃を絞っているように森岡少佐には見えた。じっさい自分たちの船団に攻撃をかけてきた敵機はほとんどない。わずかの例外も、その技量はお世辞にも褒められたものではなかった。

　森岡少佐はこれらのことから、自分たちの船団が敵機に攻撃されることはないと判断したのだ。だから自分たちだけで行動した。

　海軍さんの前では口にできない理由もある。傍おか
 目め
 八はち
 目もく

 というか、森岡少佐からみて海軍の駆逐艦の対空戦闘能力はお粗末だった。

　機銃の数も少なく、命中精度も高くない。数隻が行動を共にしても、対空戦闘ではあまり力になるとは思えない。

　駆逐隊司令は上陸作戦の支援砲撃も提案したが、それも森岡は断っていた。

　彼はすでに日華事変で河川を利用した上陸作戦を何度も経験している。上陸作戦については海軍軍人よりよほど詳しい自信があった。

　日華事変の経験では、海軍艦艇の支援火器は帯に短し襷たすき

 に長しであった。地上の頑強な要塞や砲座を破壊するには戦艦の主砲さえ十分ではなかった――もっとも戦艦が陸軍の上陸作戦で火力を支援をしてくれたことはなかったが。

　逆に上陸地点の銃座の類たぐい

 を火力で制圧しようとすると、駆逐艦の一二・七センチ砲でさえ大きすぎた。そんなものを上陸地点の狭い戦闘正面に撃ち込めば、敵味方共に巻き込まれてしまい、下手をすれば味方の損害の方が大きいだろう。それでは本末転倒だ。

　だからこそ蛟龍の舟艇砲は七五ミリ砲を採用していた。この口径なら上陸地点の敵の火点を潰せて、なおかつ上陸部隊を巻き添えにすることはない。

　森岡少佐にとって、蛟龍こそ陸軍が考える上陸作戦のための兵器であった。

　ただ一つの懸念は、これがまだ実戦の洗礼を受けていないことだ。

　これが実戦でどこまで通用するのか、いまこの戦場で問われようとしている。

「大隊長殿！　ミッドウェー島の片山大尉より通信が入ってます！」

　通信担当の下士官が森岡少佐に無線電話機のマイクとレシーバーを差し出す。彼は片山の通信はすぐに取り次ぐよう命じていた。

「独立飛行第四八中隊の片山です」

　森岡の表情が曇る。無線電話の雑音とは別に、背景から爆発音らしい音が聞こえたからだ。

「どういう状況だ？」

「着陸した鍾馗を並べ陣地を構築しました。海軍の爆弾孔が塹壕代わりです」

　それには森岡も驚いた。だが考えてみれば、片山だって陸士は出ているわけで、陸戦の基礎はわかっている。

　それでも陣地構築に見せた機転は、森岡を感心させた。こんな将校ばかりなら、日本陸軍に怖いものはない。

「まだ陣地を維持できるか？」

「まだ大丈夫ですが、敵が軽迫を撃ってきました。ここも時間の問題かもしれません！」

　その意味するところは森岡少佐には明白に思えた。燃料不足で島に強行着陸した戦闘機隊だ。地上戦闘のための武器など無いに等しい。ある程度は現場の片山大尉の才覚で凌しの

 げるかもしれないが、火力の差はいかんともし難い。

「わかった。こちらでもできるだけのことはする。いましばらくの辛抱だ」

「そちらは何隻？」

「五隻だ」

　森岡少佐はそうして状況を理解させようとした。

　海軍艦艇を自分らは伴っていない。そうであれば戦術は限られる。

　彼は片山大尉相手なら、くどい説明は不要と考えていた。

　奴ほどの機転が効くなら、正解を見つけるのはたやすいはずだ。

「了解しました、お待ちしております」

　森岡少佐の予想は当たったらしい。彼はそれで理解してくれたようだ。





　――彼らを犬死にさせるわけにはいかんぞ。





　森岡少佐は自分自身に言い聞かせる。友軍を助けるというだけでなく、経験を積んだ優秀な将校を失うわけにはいかないからだ。

　すでに五隻の陸軍船は最大速力で進んでいるが、それにしてもたかが知れていた。一五ノット出るか出ないかの速力だ。

　海軍の作戦はどうやら大きく段取りが狂ってしまっているらしい。情報はさっぱり入ってこない。

　正確には、整理された情報が入ってこないということだ。断片的な情報は無線傍受でわかるのだが、全体像がさっぱりわからない。

　とりあえず空戦で日本海軍航空隊は勝っているらしいが、それが全体の中でどういう意味を持つのか、その辺はさっぱりだった。

　それよりも森岡陸軍少佐にとって重要なのは、海軍航空隊のミッドウェー島に対する航空支援があるのかないのかだった。

　一部が米海軍の空母部隊と戦闘中という情報もあるが、一部がミッドウェー島に向かっているという情報もある。

「大隊長殿！　航空機多数、接近中です！」

「なにっ！　友軍か、敵軍か？」

　見張りはすぐには返答をよこさなかった。彼にも即断できなかったのだろう。

　陸軍軍人、それも航空機とは疎そ
 遠えん

 な人間に敵軍と友軍でも海軍航空隊との識別をさせようというのだから、時間はかかるかもしれない。

「接近中の編隊は友軍機！」

　見張りの報告に蛟龍船内は沸いた。

　どういう形であれ、友軍機がミッドウェー島に向かうなら、片山大尉らを支援することが可能だろう。

「通信士！　友軍機と連絡は可能か？」

「海軍の空母を介せば可能ですが」

　本部付きの通信幕僚が答える。

「こんな時に空母など頼っていられるか！　発光信号で何とかできないか！」

「やってみます！」

　すぐに信号灯が海軍航空隊に向けられる。

「通じてくれ、頼む」

　森岡少佐は、文字通り天に向かって祈った。









　空母笠かさ
 置ぎ

 の航空隊を指揮する木村少佐にとって、第二次攻撃隊というのは番狂わせの連続だった。

　機体の故障による出撃の遅れ。それだけでも恥ずかしいのに、今度は悪天候により航路を見失うという失態が続く。

　結局、空母葛かつら
 城ぎ

 と笠置の第二次攻撃隊は、二つの空母の航空隊が合流できないまま第二次と第三次に分かれることとなってしまった。

　艦戦一八機、艦攻二四機の計四二機が第三次攻撃隊の全戦力だ。

　この戦力は確かに然しか

 るべき規模ではあるが、当初の第二次攻撃隊の半数に過ぎない。打撃力と言う点で徹底していないのは隠しようもなかった。

　木村少佐らが自分たちの位置を正確に把握できたのは、ミッドウェー島に接近してからだった。

　方角によるのだろうが、ミッドウェー島周辺は嘘のように雲がない。

　航法は楽であったが、結果わかったのは、自分たちが空母葛城の航空隊よりかなり離れたところを飛んでいたということだ。それでもミッドウェー島の近くに出ることができたのは、半分は偶然によるものだろう。

　木村少佐らは焦っていた。それは葛城の谷川少佐らの部隊が、米海軍の空母部隊と接触し、戦闘中という通信を傍受していたからだ。

　そうであれば木村少佐らも合流しなければならない。しかし、自分たちの位置がわからないのでは合流も何も、話にさえならない。

　泣きたい気持ちを抑え、やっと天測可能な場所に出ると、自分らはミッドウェー島の近くに出ていたのである。

　木村少佐にとって、それは難しい判断を迫られることになった。

　燃料や時間のことを考えるなら、ミッドウェー島にこのまま向かうべきだ。しかし、葛城隊を助けに行くべきでもある。いまなら行けないこともないのだ。

　たが無線電話で葛城隊と連絡をとろうにも、距離が離れすぎているためか、空戦でそれどころではないのか、連絡がつかない。

　空母の分散配置ということから、指揮官と連絡がつかない場合には、空母の航空隊が独自の判断をしても良いことになっている。それは万が一のことを想定して決められているのだが、だからこそ木村は迷う。

　そんな迷える木村少佐に決心させたのは、五隻の船だった。それが発光信号で彼らに通信を送ってきた。陸軍の船舶であるという。

「この波長に合わせろだと……」

　船舶と航空機。速度差を考えれば、ちんたら発光信号を送っているうちに飛行機は飛びすぎてしまうだろう。無線機の周波数を合わせて話をしろというのは理解できる。

　とはいえ相手は陸軍船舶。本来なら木村少佐が相手の言うように周波数を合わせ、会話をする義務はない。無視して通り過ぎても咎とが

 められるようなことはなかった。

　だが、木村は相手の言う通りにする。陸軍部隊がやはりミッドウェー島を目指していたからだ。

　陸軍船舶の通信は電話ではなく無電だった。無線電話でない理由はよくわからないが、あるいは到達距離の問題か。

　陸軍船舶からの通信内容は単純だった。

　陸軍の部隊がすでにイースタン島に橋きよう
 頭とう
 堡ほ

 を築いたが、重火器などがなく敵の包囲を受けている。それを上空から敵を攻撃し、友軍を支援してほしい。

　木村はそれを快かい
 諾だく

 する。

　島の攻撃は彼の本来任務であるし、友軍の苦境を救うという点では谷川隊と合流するのも同じだ。

　木村はさらなる情報を求めたが、陸軍船舶の方もあまり詳細な情報を把握してはいなかった。ただ航空機を集めて陣地を構築しているという意味不明のことを言うだけだ。

　木村はその点に関して、何度か確認したが返事は同じ。

　橋頭堡を築いた部隊は、飛行機を集めた陣地に籠城しているらしい。

　飛行機を集めた陣地というのがさっぱりわからないのだが、それを問いつづけるより現場を見た方が早そうだ。

　通信は木村少佐が行なったが、そのやりとりは、部下達も無線機で聞いているはずだった。木村はそのままミッドウェー島に向かう。

　ミッドウェー島周辺は、少なくとも今は雲量も少なく晴天だった。珊瑚礁のようすもよく見える。イースタン島では戦闘のあとを示すように、かすかな黒煙や火災の跡が見受けられた。

　さきほどの船舶は上陸部隊ということだが、この珊瑚礁をどうするのか。

　浅そうなので、歩兵が歩いて上陸するのも無理ではなかろうが、敵の攻撃にさらされることを思うと、逆に上陸は難しそうに思われた。

　が、いまはそんな心配をする時ではない。自分らのすべきことをしなければならない。

　木村少佐は、そのためまずイースタン島の周囲を確認する。

　すでに敵陣地からは木村少佐らの航空隊に向け、激しい地上火器による応戦が始まっていた。

　それでも先の攻撃で相当叩かれたのか、高角砲は比較的少ない。機銃や小銃が中心らしい。

　激しいが深刻な脅威とは木村には思えなかった。

「あれか！」

　木村少佐はイースタン島の海岸付近に、その飛行機を集めた陣地なるものを確認した。

　なるほどそれは飛行機を集めた陣地としか言えないものだった。

　おそらくは爆弾孔の周辺に機体を集めたのだろう。落下傘らしいものが上から広げられており、下の様子はよくわからない。

　そこで木村は、無電で先ほどの陸軍船舶を呼び出した。地上のあの不思議な陣地の将兵にも無線はあるだろう。それと直接交信できたほうが話は早い。

　無線通信はすぐにつながった。そして数度のやりとりの後、木村は地上にいる片山陸軍大尉と無線電話の交信に成功した。

「第三航空戦隊の木村少佐だ、貴官らの陣地を確認した」

「こちら独立飛行第四八中隊の片山大尉です。まず軽迫を叩いてください」

「軽薄を叩くとはどういうことだ？」

　片山大尉は陸軍式の言い方が通じないことがわかったらしい。

「我々から五〇〇メートルほど離れた地点に、米軍の臼砲があるはずです。それを攻撃してください」

「了解した」

　木村はやっと「けいはく」が「軽薄」ではなく「軽迫撃砲」の意味であることを理解した。まぁ、海軍航空隊で使うような兵器ではないのだから、しかたない。

　陣地を攻撃するとは片山には言ったものの、どう攻撃するか。

　木村の部隊の攻撃機は艦攻二四機だ。雷撃はしていないから全部が水平爆撃になる。

　水平爆撃は帯状に編隊を組み、一斉に爆弾を投下することで最大の効果が期待できるものだ。だが、急降下爆撃じゃあるまいし、軽迫撃砲陣地一つを潰すのに、それはあまりやりたくない。

　もちろん滑走路破壊のついでに陣地を破壊することは可能だ。

　しかし、島の制空権は日本軍にあり、いま滑走路を破壊するのが適切かどうか。

　彼としてはむしろ海岸線の敵陣地に対して、爆弾攻撃を行ないたかった。上陸部隊がくるならなおさらだ。そうであれば選択肢は決まってくる。









「助かりましたね、中隊長殿」

「ああ、これで安心だ」

　片山大尉は、砲弾により傷ついた部下の傍らで、そう激励する。軽迫撃砲弾は、この部下の至近距離で爆発した。おそらく助かるまい。それは片山も当人もわかっている。だからこそ、二人はその話題には触れなかった。

　ミッドウェー島の空に五〇機弱と思われる友軍機が現れたとき、あれほど執拗だった軽迫撃砲の攻撃も止んだ。所在を知られないようにするためだろう。

　海軍航空隊は高度一〇〇〇あたりを飛行しているように、地上からは見えた。

　片山らの場所からは、機種の判断まではつかないが、編隊の組み方で戦闘機とそれ以外はわかるような気がした。

　だがそれを見ながら、彼はふと疑問を感じる。襲撃機――地上部隊を攻撃するための航空機――のような機体を海軍は持っていると聞いていたが、上空の攻撃機は、そうした航空機のようには見えなかった。

　見た感じでは爆撃機だ。しかし、軽迫撃砲陣地を潰すのに水平爆撃というのも効率が悪いように彼には思われた。

　自分たちから支援を申し出ていながら勝手な言い分とは思うが、航空機の専門家として疑問に感じたのも事実だ。

　が、それはすぐに氷解した。

　じっさいそれを目にすれば、単純極まりない話だ。攻撃機はそのままで、戦闘機隊が降下してきたのだ。

　片山大尉らも機銃掃射で地上陣地を破壊しようとしたが、そうしたロジックは海軍も共通らしい。

　戦闘機の急降下に、地上の米軍陣地は小銃や機銃で応戦するが、命中するものはなかった。

　戦闘機は四五度の角度で急降下してきた。地上からはまるで墜落するかのように見えた。

　自分たちの銃撃が敵からどう見えたのか、片山大尉にもいまやっとわかった。

　これと真正面から向かい合うのはそうとうの胆力が必要だろう。

　零戦からの機銃掃射が始まった。三機一組らしく、先頭が狙った標的を後続も攻撃する。それが三度繰り返される。

　片山大尉が驚いたのは、海軍戦闘機の火力だった。

　自分らの鍾馗は重戦闘機として計画され、設計された機体だが、海軍の戦闘機の武装は自分たちの一二・七ミリ機銃を越えているように片山大尉には思えた。

　それは一つのショックな事実であった。

　自分たちの鍾馗は重戦闘機でございと自負していたのに、海軍の通常の戦闘機はそれ以上の火力を有しているのだから。

　たとえば米軍機よりも火力で劣っていたしても、これほどショックは受けなかっただろう。同じ国家の海軍の戦闘機は、武装で陸軍の先を行っている。片山は焦りを感じた。

　じっさい海軍戦闘機の機銃掃射は、あれほど手こずらせた軽迫撃砲陣地を一掃していた。陣地のあったはずの場所では、何が燃えているのか火災が起きていた。

　軽迫撃砲陣地の襲撃が終わると、海岸線から地鳴りのような音が聞こえてきた。

「はじまった」

　海岸線に二四機の艦攻による水平爆撃が開始されたのだ。

　比較的小型の爆弾を投下しているのだろう。海岸線は爆風と巻き上げられる砂さ
 塵じん

 に包まれ、水平線が隠れるほどだった。爆弾の総数は確実に三桁になっていただろう。

　しかし、激しい爆撃も一回で終わった。爆風も砂塵もおさまり、後には海岸が残った。だが海岸線の陣地が無事かどうか、そこまではわからなかった。そして彼らを攻撃しようとしている米軍部隊の存在も。









　空母笠置の艦攻による爆撃が終わったのは、森岡少佐の蛟龍からも見ることができた。

　しかし、船橋からでは双眼鏡をつかっても敵陣の損害までは判断できなかった。

　たとえば正面の海岸にはトーチカが残っていた。爆弾の直撃は免れたが至近距離に爆弾は投下されたはずだ。いま動きはないが、爆弾で無力化されたのかどうか、そこまではわからない。

　海岸線からは積極的な攻撃はなかった。上空にはまだ海軍航空隊の戦闘機などが飛んでいるためだろう。

　だが森岡少佐の日華事変での経験から言えば、海岸のこうした陣地というのは意外に生存性が高いのだ。

　もちろん空襲が無意味ということではない。爆撃されれば、相応の損害は出る。それでもなお完全な無力化は難しい。

　問題は爆撃後にどの程度の火力が生き残っているか。その一点に尽きる。

　森岡少佐は敵の立場になって考える。

　目の前に日本軍の船が五隻迫っている。そこには上陸部隊が乗っている。おそらく彼らは舟艇で上陸する。その時、どうすれば最大の効果で撃退できるか。

「十分引きつけて、撃つ。これしかないな」

　結論は単純であった。

　だがその結論は、いまの彼にとってはなかなか厄介であった。

　敵はこちらが接近するまで反撃してこない。つまり火力の規模も配置も、撃たれるまでわからないということだ。

　だが、敵は自分たちがこの時間に襲撃する意味を理解しているのだろうか？　ある程度は理解しているかもしれない。

　いま島の潮位はもっとも退いている。通常の舟艇では環礁を通過するのは無理だろう。

　この事実を我々の無策と判断するか。何かの計算と判断するか。それとも大きな判断ミスと考えるか……。敵がどう考えるかで、反撃のタイミングは決まる。

　確かなのは上陸するまで自分たちが脆ぜい
 弱じやく

 な状態にいることだ。それは敵味方ともにわかっていることでもある。

　森岡少佐らはその損害を最小限度に止めるべく努力していた。その工夫が成功するかどうか、いまこの戦場で試される。

「上陸準備！」

　森岡少佐は命令を下す。

　蛟龍以下の五隻の陸軍船舶は、それらの船舶によるはじめての上陸準備にかかった。それにともない舟艇砲や一五〇ミリ迫撃砲も射撃準備にかかった。

　砲弾箱が開けられ、砲弾がいつでも装填されるようになっている。

　上陸は始まろうとしていた。









　日本軍の五隻の船舶は速力を落とし、環礁に接近してくる。

　海岸の守備兵たちは、日本軍のそれらの船舶の動きに不自然なものを感じていた。日本軍はまるで目の前に環礁があることがわかっていないかのように前進してくる。

　海岸の防衛陣地の被った被害は少なくなかった。

　もともと珊瑚礁だけに、ここで堅固な防衛陣地を築くことは土木的に困難だった。安全のため深く掘れば、すぐに下から水が湧いてくる。それが嫌なら浅く掘るしかないが、それでは防備として不完全だ。

　じっさい機銃陣地の幾つかは、爆風による土砂で兵士ごと埋められてしまった。

　そうでなくても砂塵は兵器にとって良いことではない。

　コンクリートのトーチカでさえ、爆弾には無傷ではなかった。

　急増のトーチカの中には、爆弾の直撃を受け、コンクリートが内部に剥はく
 離り

 して、中の人間を殺傷するようなことさえ起きていた。

　さらに守備兵は動きを制限されていた。生き残った火点だけが、彼らを守ってくれるからだ。そして、島を守るため、彼らには非情さが要求された。

「待ってろ、もうじき舟艇に乗って奴らは接近するはずだ。そこを攻撃する」

　迫撃砲が、あるいは機関銃が、やがて来るであろう日本軍の舟艇部隊を待ち構えていた。

　鍵は環礁だ。あそこで否応なく舟艇は止まらねばならない。機銃や迫撃砲に彼らは身体を曝さら

 すことになる。

　だが、それにしては日本軍の船舶の動きはおかしかった。

　舟艇を降ろす様子もなく、そのまま環礁に向かって前進してくる。

「座礁するぞ！」

　兵士達は囁き合う。

　何か自分たちの理解とは異なることが起きようとしている。

　それは最前線で守備につく兵士達を否応なく不安にした。

　自分たちの理解の及ばないことがいま起ころうとしているのか？

　やがて五隻の船舶は、横一列に座礁した。座礁した船は、そこから舟艇砲を海岸に向かって放ち始めた。

「うわっ！」

　新兵の一部が、思わず座礁した船に対して発砲した。だが彼らは新兵ゆえのミスを犯す。銃身に砂がつまったまま発砲してしまったのだ。

　銃身が裂け、飛び散った小銃の部品が新兵の顔面を直撃する。

　それが、そのまま陣地側からの発砲の引き金となってしまった。

　だがそれは重大な結果を招いた。

　座礁した船舶の方が、海岸線の陣地より数メートル高い位置にある。海抜〇メートルレベルの高さでこの違いは大きかった。

　舟艇側は、高い位置から防衛陣地に砲撃を加えることができた。

　日華事変の上陸作戦の経験から、舟艇砲は七五ミリクラスが搭載されていた。

　要するに野砲の砲弾を機銃座に撃ち込むつもりなのだから、効果は絶大だった。

　トーチカも反撃するが、そこには一五〇ミリ迫撃砲弾が降ってくる。砲弾は直撃しなくとも、砂塵を舞い上げトーチカ側の照準を困難にした。あるいは破片の一部は銃眼からトーチカに飛び込んだ。

　しかし、守備隊が驚くのはまだ早かった。

　火力を制圧したと判断したのだろう。座礁した船舶の船首部分が観音開きに開いた。複雑な機構の道板が展開され始める。

　観音開きの扉の奥には、もう一つ扉があるらしい。それが開くとエンジン音とともに車両が現れた。

「戦車だ！」

　この状況で戦車隊が現れるとは守備隊にとって、予想外のことだった。

　環礁に降りた中戦車はそのまま海岸を移動する。

　潮がもっとも引いているため、海水はあるものの戦車なら通過可能だった。

　水しぶきをあげながら戦車が前進する。そして戦車からも主砲が撃ち放たれる。

　最初の船舶から出動した戦車の数は四両。それが楔くさび

 形に前進する後方を、小発に乗った歩兵が進む。

　戦車を倒さなければ、舟艇の歩兵も倒せない。

　すべての船舶に中戦車四両が搭載されているわけではなかった。軽戦車もあれば、履帯を履いたトラックもある。

　しかし、それでも十数両の戦車がイースタン島の海岸線を前進する様さま

 は圧倒的だった。

　機銃弾が戦車を襲うが、それで戦車の前進は止まらない。困るといえば、跳弾で後方の歩兵に流れ弾が飛ぶかもしれないことくらいだった。

　結果をいえば、戦車が登場した時点で防衛線は崩壊していた。

　前線の将兵は十数台の戦車が現れたことで、戦意を失っていた。野砲や重迫撃砲、さらには航空機の支援のある戦車部隊を、歩兵の火力で阻止するのは不可能だ。

　歩兵の一部は戦車の上に乗り、周囲の状況を報告していた。ある意味でもっとも危険な位置についている連中だ。だが、戦車の上の将兵は意気軒昴だった。

　戦車の周辺には機銃弾や迫撃砲弾による水柱や飛沫が飛び交い、車上の将兵といえども水浸しだった。しかし、彼らは戦車にいる限り自分らは無事という根拠のない自信を持っていた。それはどこの国の兵士も抱く感情だった。

　じじつ、戦車の主砲は敵陣を確実に潰して行った。

　対戦車戦闘では非力とも言われる五七ミリ砲だが、こうした歩兵陣地を攻略するような戦闘では非常に有効だった。速射性能にも優れており、敵陣の動きにも迅速に対応できたからだ。

　一部の戦車のなかには海底で履帯をとられ、スタックしたものもあった。しかし、大多数の戦車が上陸を果たした。すでにこの方面の海岸に、対戦車戦闘を考えた火器が生きていなかったことも大きかった。

　戦車が上陸を果たすと、海岸の防衛線は崩壊。米兵は後退し、後方に集結してからサンド島への移動を考えているようだった。

　森岡少佐は、上陸した戦車と歩兵に、それらの部隊の追撃と殲せん
 滅めつ

 を命じた。ここでサンド島の占領を容易にするためだ。

　攻撃が激しければ、早晩敵は降伏する。イースタン島が陥落したとなれば、サンド島の将兵も降伏を考えるだろう。

　イースタン島とサンド島への同時上陸は、彼も考えなかった。

　限られた兵力の分散は避けたいのと、イースタン島の滑走路さえ占領してしまえば、サンド島の制圧は難しくないからだ。

　しかし、何より早期降伏が望ましい。

　陸軍の六輪トラックは必要に応じて駆動四輪に履帯を装着することが可能だった。

　いまその装軌状態で上陸作戦に臨のぞ

 んでいる。砂でスタックするのを避けるためだ。これは成功したらしく、トラックは兵員をのせ前進して行く。

　トラックからはハリネズミのように小銃や軽機関銃が伸びていて、車上から銃撃が行われた。

　ミッドウェー島のような平坦な地形では、トラックの上でも高台となる。敵よりも先に攻撃ができるという計算だ。

　もちろん降車して移動する兵士もいる。それぞれが別々の役割を担にな

 う。前進する者、そして後方を固める者。

　米軍兵士の何人かは、わずかな窪地を見つけると、そこに軽機関銃を備え戦車に銃撃を加えた。

　彼らも機関銃で戦車が止められるとは思っていない。ただ、少しでもその進行を遅らせられるかもしれないと考えていた。

　それに機銃を乱射する中で、うかつにハッチも開けられまい。

　しかし、そんな彼らには戦車からの機銃掃射が待っていた。

　対戦車火器を欠く歩兵にとって、戦車は無敵だった。

　あるいは野砲を射撃に使えば、九七式戦車を撃破できたかもしれない。

　だがそうした火力は、すべて海岸線の防衛に投入されていた。そしていまそれを移動することは不可能だった。

　一部の米軍将兵は、対空陣地の高射砲を対戦車兵器としようとした。が、それは考えるほど容易なことではなかった。

　確かに九〇ミリの高射砲の直撃を受ければ、九七式中戦車は木こ

 っ端ぱ
 微み
 塵じん

 だろう。

　だが高射砲の砲兵たちはすでに倒れていた。歩兵たちがそれを見様見真似で動かすことは難しかった。

　砲身は水平にすることができても、高射砲の操作は簡単ではない。照準を合わせ、砲弾の信管の調定が必要だ。

　それでも歩兵たちは必死で高射砲を操作したが、やはり砲弾の装填がうまくいかない。やっと装填したとき、砲弾が発射された。後座した砲身に、装填した歩兵が挟まれ潰される。そして砲弾は水平にしたはずなのに、戦車を軽く飛び越えて行った。

　その砲弾により、戦車はどの火砲が生きているかを知ることができた。五七ミリ砲弾は、高射砲を破壊できなかった。が、周囲の人間を一掃することはできた。

　それが組織的な抵抗の最後だった。

　五隻の船舶は機材類も多いのだが、それでも五〇〇名以上の兵員を載せている。戦車と合わせ、イースタン島の制圧はここまでくれば簡単だった。

　トラックの一団が軽戦車を伴い片山大尉の部隊と合流したという報告が入る。数名が負傷しているが、籠城組はほぼ全員無事らしい。

　森岡少佐にとってそれは朗報だった。

　それからほどなく、イースタン島の守備隊は日本軍に降伏した。

　サンド島の将兵は、それでもしばらくは頑強に抵抗を続ける。

　森岡少佐は、蛟龍などに一度戦車を戻して、サンド島への再上陸も検討したが、けっきょく一日遅れでサンド島の将兵も降伏する。それは彼から見ればあっけない結末だった。

　なぜサンド島の将兵は急に降伏したのか？　簡単な捕虜尋問により、森岡少佐はその理由を知った。

「空母が撤退したというのか？」









　昭和一七年六月末。第三航空戦隊は日本に戻っていた。第一航空艦隊も同様だった。すでに新聞ではミッドウェー島の占領が大々的に報じられていたが、連合艦隊や軍令部でこの戦果を新聞のように喜んでいる人間は少なかった。

　もっとも大本営陸軍部としては作戦は成功であった。陸軍としては、最小の兵力でミッドウェー島を占領できた。彼らにとっては土地の占領をもって作戦は成功である。

　問題は海軍内部であった。

　当初一部で指摘されていたように、ミッドウエー作戦の目的は海軍内部でもじつは一本化されていなかった。

　敵艦隊をおびき寄せ撃破するのか、土地の占領をするのか。この認識の違いにより、海軍内部にもミッドウェー島の占領をもって作戦成功と考える人々がいた。

　陸軍と海軍の島占領派とを合わせれば、ミッドウェー作戦成功という認識は多数派であった。

　しかし、山本五十六連合艦隊司令長官は敵艦隊の撃滅を主目的としていたから、そうした人々にとって、つまり連合艦隊にとっては、作戦は失敗だった。

　確かに空母部隊は米海軍の空母部隊と交戦した。だが、それは空母部隊の撃滅にはつながらなかった。

　米空母部隊と空戦を演じたのは第三航空戦隊であり、しかもそれは一部でしかなかった。

　敵空母部隊を撃破するはずの第一航空艦隊は、ミッドウェー島からの航空機との小こ
 競ぜ

 り合いがあった程度で、結果的にそれだけで終わった。しかも米空母部隊はミッドウェー島に日本軍が上陸した時点で撤退していた。

　日本に戻ってから、連合艦隊ではミッドウェー作戦の研究会が開かれたが、それは大荒れに荒れた。

　きっかけは源げん
 田だ

 航空参謀だった。

「本作戦は、ミッドウェー島の占領こそ成功したものの、敵空母部隊を逃すという不本意な結果に終わってしまった。

　その最大の要因は、第三航空戦隊の索敵が不徹底であったことにある。戦隊が犠牲を顧かえり

 みずに索敵を行い、敵艦隊を発見していれば、作戦目的は達成できたはずなのだ」

　鬼き
 頭とう

 大佐は、その意見に強く反発した。

「今回の作戦の最大の問題は南な
 雲ぐも

 司令長官および、その取り巻きの作戦指導の稚拙さにある」

　鬼頭のその発言に、第一航空艦隊の参謀たちは色をなした。

　だが、当の南雲司令長官だけは、その意見に沈黙の形で肯定した。

「取り巻きとは、我々参謀のことか」

　そう気け
 色しき

 ばむ源田航空参謀に鬼頭は問い返す。

「参謀ではない」

「なら誰だ？」

「参謀徽き
 章しよう

 などつけておりながら、参謀としての職務を全まつと

 うしていないような輩やから

 を参謀とは呼べまい。なら取り巻きとでもいうよりないではないか」

　居並ぶ他の艦隊や戦隊の参謀らから失笑が漏れる。それが一航艦の参謀らを刺激した。が、彼らが口を開く前に、鬼頭は続ける。

「先ほど一航艦の航空取り巻きが、ミッドウェー作戦の主目的は敵艦隊の撃破だと言っていたが、ここにいる人間のなかで、第一航空艦隊からそうした作戦目的を説明された人間はいるか？」

　鬼頭は山本五十六連合艦隊司令長官以下、並み居る将兵に向かい、そう尋ねた。

　山本長官は、鬼頭の意図をすぐに理解し、渋い顔をしていた。だが、一航艦の人間でそれに気がついた人間はいなかった。

「誰もいないのか？」

　鬼頭の質問に答える人間はいなかった。誰も説明など受けていないということだ。

　ただ連合艦隊司令部幕僚は、この質問に居心地の悪さを感じていた。

　もともとこの作戦は一航艦ではなく連合艦隊司令部からの作戦だからだ。

　しかし、それを自分たちから指摘することはなかった。ただ、彼らは鬼頭大佐の意外な底意地の悪さのようなものを感じていた。

「作戦目的など、計画を読めばまともな海軍将校ならわかるはずだ！」

　源田はようやく鬼頭が問題にしていることに気がついたらしい。いつの間にか発言は守りに入っている。だが鬼頭は追求を止めない。

「なら伺うかが

 いますが、草鹿参謀長、あなたは作戦内容の主目的が、敵艦隊の撃滅にあると思っていましたか？」

　草鹿参謀長は、その質問にあきらかな戸惑いを見せる。

　彼はミッドウェー島の占領が主目的だと考えていたのだ。真珠湾の監視拠点が必要というのが、出発点と認識していたためだ。

　しかし、いまここで自分が第一航空艦隊の参謀長として、航空参謀との意見の相違を公式に認めることにはやはり抵抗があった。

　鬼頭が自分たち幕僚の職務について質ただ

 しているからだ。

　源田の面めん
 子つ

 などどうでも良かったが、一航艦司令部の面子を考えるなら、自分を偽ってでも源田と歩調を合わせるべきか。

　とはいえ、鬼頭が指摘する問題の重要性は、草鹿参謀長にも理解できた。それが放置すべき問題ではないこともわかる。

　いまここでこの問題を議論するかどうか、それは自分の返答にかかっている。

　海軍軍人としての問題意識を優先すべきか、それとも一航艦参謀長としての立場を優先すべきか。草鹿はそれを決めることができなかった。

「参謀長と航空参謀の作戦に関する認識は一致していなかった。それは一航艦司令長官たる私の責任だ。幕僚の責任ではない」

　南雲司令長官は鬼頭大佐に対して、静かにそう述べた。

　草鹿参謀長は静かにため息をつく。自分が決断できなかったばかりに、長官の面子を潰す結果となってしまった。

　草鹿はなにげなく航空参謀を見る。しかし、源田は自分の面子のことしか考えていないように見えた。この男と分かり合えることは永遠にないだろう。彼はふとそんな想いにとらわれる。

「もちろん、最終的には司令長官の責任になるでしょう。ただその理由は、作戦目的の意思統一ができていなかったからではない。幕僚が幕僚としての本分を尽くしていないことを放置していたことです」

「そこまで言う必要はないのではないか？」

　研究会の流れが自分の意図するところとはずれはじめたと感じたのだろう。ついに山本五十六司令長官自身が口を開く。

「ここは幕僚の能力を云々する場ではない。ミッドウェー作戦の研究にある」

　鬼頭は山本に一礼する。しかし、発言は続けた。

「失礼いたしました。それでは本題に戻ります」

「そうしてくれ」

「では、第三航空戦隊の代表として今回の作戦の最大の問題は、先程明らかになったように作戦目的が二つあったということです。我々は二兎を追っていた。それでも島の占領ができただけ、完全な失敗ではなかったとは言えるでしょう」

　結局そこに戻るのか。山本は渋い表情をしたが、鬼頭の発言は止と

 めなかった。止と

 めて止や

 めるような男でないことは、山本も知っている。

　何より腹が立つのは、この男の言い分は、確かに説得力があるということだ。だから無視もできない。

「第三航空戦隊の索敵に関して言えば、そもそも作戦段階でそうした構想は含まれていなかった。我々の任務はミッドウェー島への攻撃であり、索敵ではない。結果的に敵艦隊を発見することなく作戦は終了しましたが、これは一航艦をはじめとして索敵能力が不十分であったことを意味します。突き詰めれば情報の軽視でしょう」

「索敵の強化が急務ということか。だが具体的にどうする？」

「第三航空戦隊が索敵を行う、現状ではこれが最善と思われます」

「それは我々がミッドウェー作戦で三航戦に託したことではないか！」

　源田航空参謀は顔を赤くしてそう指摘するが、周囲の反応は冷やかだった。彼だけが状況が見えていなかった。

「作戦の立案段階では、そのような役割分担はなされていない。そもそも明確な役割分担が決められていれば、作戦目的の曖あい
 昧まい

 さで揉めることなどなかったはずだ。

　索敵は要請されたが、我々は――一航艦が何一つしていない時に――敵空母部隊と交戦中であったのだ。それもミッドウェー島への攻撃を仕掛けようと移動していた部隊がだ。

　あの状況で、もっとも効果的な索敵が可能だったのは一航艦であり、にもかかわらず適切な采配ができなかったとすれば、それは航空参謀の……まぁ、よしておきますか。

　ただ一つ指摘しておきたいのは、陸軍航空隊の功績です」

　鬼頭大佐の「陸軍航空隊」という言葉に、周囲の人間達は耳をそばだてる。苦い表情なのは、やはり第一航空艦隊の面々だった。

「空母赤城は敵襲を受けています。しかし、一航艦の艦載機はそれらに対して有効な迎撃がまったくできていなかった。敵機を迎撃したのは、たまたま空母大たい
 鷹よう

 に乗っていた陸軍航空隊の戦闘機です。彼らがいなければ二隻の空母はどうなっていたか。

　少なくとも空母赤城は被弾し、一時的にせよ使用不能になったことを思えば、彼らがいなければ、いまこの場に一航艦の司令部はいなかったかもしれません」

「その通りだ」

　そう言ったのは、南雲司令長官その人だった。彼はそう語ることで、幕僚たちの発言を封じた。

「偶然に助けられたのが、この作戦だった。貴官はそう言いたいのか？」

　山本五十六司令長官の質問に鬼頭は答える。

「偶然のおかげかどうかはわかりませんが、我々は作戦のなかに致命的な問題を抱えていたことは事実です」

　山本はそれを聞くと、研究会の閉会を告げる。そして居並ぶ幕僚らにこう命じた。各部隊レベルで、この作戦の問題点を分析すること。今日の研究会は予備的なものであり、本会はそれらの資料を元に、後日開かれると。









「源田とだいぶやりあったというじゃないか」

　ミッドウェー作戦の予備研究会から数日後。第三航空戦隊旗艦、空母雲うん
 龍りゆう

 を航空本部の大西少将が訪ねてきた。

「源田とやりあってなどおりませんよ。あいつと喧けん
 嘩か

 する暇があれば、自分のすべきことをやりますよ」

「そういう態度が敵を作るんだ。源田はそうとう根に持っているらしいぞ。言動には注意することだ」

「大西部長、源田とアメリカとどちらが恐ろしい敵だと思います。アメリカとの戦争です。アメリカとの戦争で少しでも有利に進めるためなら、源田など何ほどのことがありますか」

「君ならそう言うとは思ったよ」

　鬼頭は人を呼び、大西にコーヒーを出させた。

「それで、部長。本日の要件は？」

　鬼頭は切り出す。大西がやってくるときは、必ず山本が噛んでいる。

　昨日の今日だ、山本からのアプローチがあると鬼頭は予想していた。

「まず、ミッドウェー作戦の研究会は中止だ」

「中止!?
 　延期じゃなく……」

「中止だ。各関係部隊からの報告書は軍令部により処理され、戦訓として今後の作戦に反映される。中止の理由は……」

「私ですか？」

「わかっていればよろしい。まぁ、貴官だけの問題じゃない。貴官は先日の会議でも連合艦隊が抱える根の深い問題をほじくり返したんだ。放置はできない。それは山本長官もわかっている。

　しかし、それを研究会の形で公式にやってしまうと、事が大きくなりすぎるのだ。平時ならそれも良かろう。しかし、いまは戦時下だ。すでに海軍部隊は太平洋全域に展開している。

　貴官はあるいは海軍の大改革を期待しておるのかもしれんが、いまの我々にそんな荒療治を行なえる余裕はない」

「戦時下だからこそ、必要なのでは？」

　大西はそこでコーヒーに口をつけ、そしてため息をつく。

「貴官は妙なところで善人だな。荒療治をやって海軍が本当に良くなると思うか？　悲しいが、海軍将兵全員が国のために動いているわけではない。己れの栄達のため、立身出世のために任務に励はげ

 んでいるものも多い。数でいえばそっちの方がずっと多いだろう。

　これは別に海軍将兵を貶おとし

 めて言っているのではない。己れの立身出世が国のためになる。そう信じているわけだ。学校で子供のころからそう教わっているしな。それを信じられる限り、利己心は利己心ではないわけだ」

「はぁ……」

「貴官は大佐だから、俸給も多い。天下国家のことも考えられるだろう。もとよりそれが将校の仕事だ。

　しかし、下士官兵は違う。大佐と水兵では、俸給も桁けた

 が違う。特技章をつけて俸給が増えればこそ、奉公にも励めるというものだ」

「それが荒療治を加える必要がないことと、どうつながります？」

「要するに利己心と陛下への忠節に矛盾を感じる人間が少ないということだ。そういうなかで海軍の改革を行なえばどうなる。己れの栄達だけを求める魑ち
 魅み
 魍もう
 魎りよう

 があちこちから現れる。帝国海軍には数十万からの人間がいるのだからな。利己主義者の比率が一パーセントでも、総数は数千に及ぶ。

　戦時下に大改革をやって、こんな連中のために失敗したらどうなる。それは海軍の、いや帝国の致命傷になりかねん。善意だけでは組織は動かん。いまなすべきは、改革ではない、現実的な修正だ。生ぬるい話に聞こえるか？」

「はっきり言わせていただけば」

「確かに生ぬるい。だが魑魅魍魎が跋ばつ
 扈こ

 することもないのだ。重要なのは、それでさえ何もしないより、はるかにましだということだ」

　鬼頭は黙り込んだ。大西の言葉に反発を感じたからではない。彼の言ってることに納得できたからだ。

「わかりました。軍令部を信じましょう」

「わかってくれたか」

　大西本部長はほっとしたようだったが、鬼頭はいままでのやりとりから、彼がこれだけの用事でやってきたわけではないことを察していた。

　戦時下である。多忙な本部長がこれだけのために鬼頭のもとを訪れるはずがない。

　また、山本もそんな要件のために、大西を動かしたりなどしないだろう。

「で、本題は？」

　大西はそう尋たず

 ねられても、驚きもしない。

「じつは次の作戦が連合艦隊では策定中だ」

　それは鬼頭にとって、いささか意外な話であった。

　連合艦隊が作戦案を考える。それ自体は当たり前の話である。

　しかし、すでにＭＩ作戦、つまりミッドウェー作戦後は軍令部が策定したＭＯ・ＭＦ作戦により、豪州とアメリカの交通を遮断するための作戦が実行されるはずだった。ＭＩ作戦が実行できたのも、それらの作戦を行なうという約束の上での話であった。

　だから今更、次の作戦の策定というのはありえない話なのだ。

「ＭＯ・ＭＦ作戦はどうなったのですか？」

「それらがＭＩ作戦終了後に実行されるというのは知っているな？」

「えぇ、もちろん」

「ＭＩ作戦はまだ終了していない。それが連合艦隊の認識だ」

「はぁ!?
 」

「つまりこういうことだ」

　大西の説明は、鬼頭には意外なものだった。

　ミッドウェー作戦は少なくとも海軍の人間にとっては海軍の作戦であった。

　だが、言うまでもなくこの作戦には陸軍部隊も関わっていた。鬼頭が過日指摘したように、空母赤城を救ったのも彼らだ。

　現在、ミッドウェー島には海軍の飛行艇部隊と陸軍戦闘機隊が進出していた。偵察は海軍が、防空は陸軍がということだ。

　陸軍にとってミッドウェー島は、戦略的には無価値な島であった。補給一つとっても容易ではない。

　だが、国内政治的に、陸軍にはミッドウェー島の利点があった。

　それはミッドウェー島の守備隊の維持を名目に、海軍に対して交通輸送路の安全確保のための戦力を割さ

 くように働きかける窓口を作ることができたからだ。

　陸軍としては、海軍のために太平洋域に戦力を抽出しているにもかかわらず、それに対する海上輸送路の確保に、海軍が真剣に取り組んでいないという印象があった。

　またそれ以上に、海軍の積極的な攻勢は、陸軍にとって対ソ戦略の上から看過できない問題だった。国力をそちらにとられてしまうからである。

　このため陸軍としては、ミッドウェー島の守備隊の維持を口実に、海軍の作戦に掣せい
 肘ちゆう

 を加えたいという意図があった。

　こうした動きは連合艦隊も海軍軍令部も望むところではない。

　そこで海軍としては、ＭＩ作戦の終了を当面は宣言せず、島からの撤退を前提に細目を調整しているという。ミッドウェー島に陸軍将兵がいなくなれば、陸軍に介入の口実を与える必要はないということだ。

「陸海軍の共同作戦は以前にもありましたが、どうしてＭＩ作戦だけが、こういう厄介なことになったんです？」

「こういう言い方はしたくはないが、策士、策に溺おぼ

 れるだ」

「策士……」

「山本長官だ。あの人がＭＩ作戦の実行のために東条首相を巻き込んでしまった。首相としては陸軍の占領地が拡大したことを国民に誇示したい。そういう思惑が、ことを複雑にしてしまったんだ」

　鬼頭は大西があえて山本を策士と表現したことに、上層部の混乱が見えてくるような気がした。

「それでＭＩ作戦が終わっていない中で、次の作戦とは？」

「島の占領という問題はすでに解決した。ＭＩ作戦の目的は二つから一つになった」

「もう一度、ＭＩ作戦を？」

「まぁ、状況に変化がない限りな」

　だが、状況が激変するのが戦争なのであった。





　




三章
 　ガ島異変












　この時、第一一航空艦隊には隷れい
 下か

 の第二二航空戦隊と第二五航空戦隊を合わせた第五空襲部隊が編成されていた。第一一航空艦隊は基地航空隊による部隊であり、これは基地航空隊の戦力強化の意味合いを持っていた。

　これらの部隊の守備範囲はオーストラリア北部やニューギニア方面を含み、守るべき領域は大きい。基地航空隊の再編強化は、こうした地理的現実によるものだった。

　いわゆるＭＩ作戦が島の占領には成功したものの、敵艦隊撃滅に関しては不発に終わったことで、海軍の各部隊には次の一手について盛んに憶測が飛び交っていた。

　ＭＩ作戦が終わっていないという情報はすでに多くの知るところとなっていたが、島を占領しているいま、次に何を攻撃するのか、それに対して明解な絵を示せる人物はいなかった。

　しかし、連合艦隊などの方針が不明であっても戦局は進んで行く。

　ラバウルの海軍航空隊も、自分たちの仕事を進めねばならなかった。とくに急を要するのは航空戦力の強化であった。

　たとえばオーストラリア、ニューギニア方面からの敵機によってラバウル基地は致命的ではないものの、やはり無視できない損失を被っていた。

　数こそ少ないものの、連合軍の重爆はそれらの基地からラバウルを攻撃できた。

　じっさいそうした攻撃により、泊地の貨物船が物資の揚陸前に沈められるようなことさえ起きていた。

　珊瑚海海戦の失敗により、ＭＯ作戦は延期されていた。それは実質的には中止と同義語だった。ただ延期にせよ中止にせよ、オーストラリア、ニューギニア方面に対する積極的な攻勢は、いまだ行われていない。

　理由は二つあった。一つは珊瑚海海戦とＭＩ作戦のために、攻勢計画が止まったままであるため。基地航空隊に空母部隊が加わることができれば、大規模な攻勢も可能であっただろうが、第一航空艦隊の四隻の空母はＭＩ作戦に参加、翔鶴、瑞鶴は修理中だ。

　理由の二つ目は、これは一つ目にもかかわるが、ＭＯ作戦の延期により急遽、基地航空隊を増設する必要が生じたにもかかわらず、それに充分対応できていないことだった。設営隊の編成から始めなければならないありさまだ。

　この分野では海軍航空本部が陸軍の工兵部隊などと積極的な協力関係を醸成しており、部隊の編成は終わっていると言われていたが、ともかく今現在は基地がない。

　ラバウルだけで敵への航空攻撃を支えなければならないわけだが、敵のニューギニアや北部オーストラリア基地は遠すぎた。敵のラバウルへの圧力を軽減するためにも、基地の増設が急務であった。

　このような情勢から、その日も第五空襲部隊と第八根拠地隊の人間を載せた飛行艇が飛んでいた。基地建設に適した土地を探すためである。

「この島が？」

「そう、ガダルカナル島です」

　根拠地隊の土木技術者は、偵察窓から見える島を指差し、航空隊の幕僚にそれが目的の島であることを告げた。

「この島が一つの区切りになるんですね」

　そう言いながら、土木技術者はガダルカナル島の地形を読んでいる。

　陸攻が運用できるだけの広い平坦地が望ましい。もちろんなければ造成するまでだが、それはやはり時間がかかる。

「そう、ガダルカナル島が一つの区切りだ。ラバウルから陸攻で往復できるのはこの島が限界だ。ここから先は、他の基地が建設できてからだな。そっちはどうなんだ？」

「それをするのが我々の仕事です。ところで、あの噂は本当なんですか？」

「噂？　どんな？」

「陸軍航空隊も進出してくるって噂です」

　航空隊の幕僚は、いささか当惑気味にその質問を受けた。

「正直、よくわからん。東条さんが何を思ったか、ミッドウェー島だけじゃなく他の島にも、航空隊を進出させようとしているという噂はあるな。噂だがな」

「でも、その表情では単なる噂でもなさそうですが？」

「いや、陸軍航空隊が進出することと関係あるのかどうかわからんが、海軍航空廠でいろいろ動きがあるらしい」

「動きとは？」

「君は陸軍機と海軍機でエンジンが違うことを知っているか？」

「陸軍は空冷で海軍は水冷とか、そういう話ですか？」

「いや、そうじゃない。海軍だって空冷が中心だ。例えば一〇〇〇馬力の空冷エンジンなら、陸軍も海軍も中島の栄か三菱の金星ってなところだ。ところが陸軍では栄とか金星とは呼ばないらしい。ハ２５とかなんとか、そんな呼び方だ」

「同じエンジンが陸海軍で呼び方が違う？」

「だけじゃない。同じ栄でも、陸軍機用の栄と海軍用の栄では、金具の位置とか、そういう細かい部分で違うらしい。まぁ、俺も陸軍機なんてものは触ったこともないのでわからんが、航空廠の話によるとそういうことらしい。

　それでな、すでに陸海軍中央ではそういう部分から、部品などの共通化・規格化が進められているそうだ。補給を円滑にするために」

「でも、どちらかがどちらかに合わせるんでしょ」

「エンジンの構造は陸軍式に合わせるが、エンジンの呼び方は海軍式ということで妥協が成立したらしい。少し前から陸軍でもエンジンは栄や金星と呼んでいる。そのかわり海軍機は陸軍式のエンジン配置に設計を修正するそうだ。

　あと、嘘か本当か知らないが、陸海軍共通で使える航空機開発も行なわれるそうだ。とりあえず双発戦闘機で」

「双発戦闘機で？　また妙な機体を選びましたね」

「妙な機体だからいいらしい。総論として、国力に劣る日本が、欧米列強との戦争のために陸海軍で機種を統一し、生産性を向上させるという話に反対するものはいない。戦争は数だからな。

　しかし、各論となるとそうもいかない。陸海軍は仮想敵からして違うんだ。主力となる戦闘機の仕様統一を決める前に戦争が終わってるだろうさ。

　だから脇役から統一機にする。双発戦闘機は、偵察機にも攻撃機にも改造なり転用が可能だ。陸海軍で最大公約数を作りやすい機体ということらしい」

「双発機ってエンジン二つだから重武装が施せますよね。敵重爆を撃墜する専用機もできますかね？」

「さぁな。そこまではわからん。そんな噂話より、仕事だ仕事」

　ガダルカナル島に関しては、すでに先月も調査飛行は行われていた。情勢の変化で、それ以上のことは進められていなかったのだ。ただ初めての飛行でないだけに、どこを重点とすべきかは比較的明確だった。

「ルンガ河周辺の低地を重点的に調査します」

「河の近くか。水の入手には不自由しないな」

「いや、どうでしょう。ガダルカナル島はこれでも沖縄ほどの大きさがあります。河から飲料水や基地に必要な水を運ぶよりも、雨水を利用するか、井戸を掘った方が早いかもしれません。河からの距離は数キロでも、密林の中を移動するのは容易じゃありませんから。少なくとも基地が完成してからの話になると思います」

「道路一つ作ればいいだけだろう？」

「基地から河までの道路の総面積は、基地の総面積より大きくなります。道路というのは意外に面積を食うんです」

「ふーん、そういうものか。土木というのは難しい……おい、あれは何だ？」

　飛行艇はルンガ河の河口を目印に、海岸線沿いに飛行していた。

　その彼らの前に、数隻の船舶の姿が見えた。小さな船のようなものが海岸との間を移動しているのは艀はしけ

 かなにからしい。

「物資の揚陸のようです」

「米軍か？」

「日本軍でないのは確かです」

　それが日本軍でないのは、貨物船や艀の動きでわかった。さらによく見れば貨物船だけでなく、二隻の駆逐艦もいる。駆逐艦は飛行艇に向け発砲してきた。

「急げ、敵襲のことを無線で伝えるんだ！　それと写真機、写真機の用意を忘れるな！　機長、敵の動きが知りたい！　内陸に入ってくれ！」

　航空隊の幕僚に指揮権はなかったが、機長も軍人である。何が重要かの判断はついた。

　飛行艇は駆逐艦の砲撃から逃げるようなふりをして、内陸へと向かった。もしも航空基地を建設しているのなら、その場所は予想がつく。

「やってますね、工事」

「あの戦車みたいものはなんだ？」

「噂に聞く押ブル
 均ドー
 機ザー

 でしょう」

　眼下では複数のブルドーザーが密林のなかで樹木を伐採していた。

　ブレードを木の幹に押し当て傾ける。それからバックしてブレードを下げ、木の根っこを掘り起こす。

　そうして倒した樹木はトラクターで移動されていた。捨てるのか、建築材料にでもするのか、それはわからない。

　すでに伐採された面積は滑走路として考えれば手つかずに近かったが、拠点の設営を行うには十分な広さがあった。じっさい梱包が解かれていない物資の山が見える。海岸まで道路もできているのか、トラックが移動するありさまもみえた。もっとも道路そのものは密林の下にあり、よくわからない。

「こいつに爆弾の一つもあれば、いまなら連中は一いち
 網もう
 打だ
 尽じん

 なのに！」

　航空隊の幕僚は悔しがる。彼は通信席に走ると、通信士にラバウルへ状況を報告し、攻撃をするよう伝えた。

「陸攻隊が爆撃を行なうそうだ」

「滑走路はできていません。爆撃はかなりの効果をもたらすはずです」

　飛行艇の将兵は、そのことを確信していた。









「朝？　どうして朝なんですか？」

　第三航空戦隊司令官の鬼頭少将は、臨時編入されることとなった第四艦隊司令部で、井上成しげ
 美よし

 司令長官に質した。

　ちなみに鬼頭はこの編入と同日付けで少将に昇進し、正式に戦隊司令官となっていた。この人事は、おそらく戦時下でなければありえなかっただろう、異例のものだった。

「ラバウルからガダルカナル島へは、攻撃に時間がかかるのはわかりますが、なぜ出撃が翌日の朝だったのですか？」

　その質問は第四艦隊にとって、あまり口にしたくない話題であったらしい。それは司令部の雰囲気でわかる。しかし、鬼頭としては尋たず

 ねないわけにはいかなかった。

「報告はすぐに受け、出撃の準備もしたのだが……」

「したのだが？」

「ラバウルの滑走路というのが、これがなかなか難しくて。天候とかねぇ、土質とかねぇ、まぁ、なんだ、そういうもろもろの影響を受けるわけだなぁ」

「滑走路の状態が悪かったから、飛べなかったのだと？」

　井上司令長官は困ったような表情を浮かべ、頷うなず

 く。

「重油を撒ま

 いたり、色々と研究させているんだが、なかなか……」

　なるほど自分たちがラバウルに派遣されるわけだと、鬼頭は思った。陸攻ではないが、空母の方が即応性には優れているだろう。

「言い訳をするつもりはないが、ここを占領してまだ日数も浅い。航空基地として万全の体制を築くには時間がかかるのだよ。日本とは気象環境も異なり、それに対応できる滑走路建築は、研究がはじまったばかりなんだ。もちろんすでに専門家と話し合う予定はできている」

「話し合う予定と長官はおっしゃいますが、設営隊の技師ならいますぐここに呼べばよろしいのでは？」

「いや、設営隊じゃないんだ。彼らの手に負えないから、他の専門家に頼むんだよ」

「他と言うと？」

「設定隊」

「設定隊……設営隊じゃなく」

「そう、設定隊」

　設定隊と言う単語には、じつは鬼頭も聞き覚えがあった。そしてすぐに桜井の顔が浮かぶ。

「陸軍設定隊！　陸軍の設定隊が来るんですか？」

「あぁ、陸軍部隊もこの方面に進出してくる。それに合わせてだ。飛行機は陸海軍で異なるが、エンジンその他、共有できる部分も多い。補給の便を考えるなら陸海軍合同にできるものはすべきだろう」

「なるほど」

　鬼頭は正直、陸攻の件を聞いたときには、「海軍の空軍化」を主張した井上成美中将という人物にいささか失望していた。ラバウルから飛行機も飛ばせないような御仁が海軍の空軍化など片かた
 腹はら

 痛いとさえ思った。

　しかし、鬼頭は自分の認識不足を反省する。

　陸攻の運用はともかくとして、井上司令長官には、必要であれば陸軍の専門家に作業を委ゆだ

 ねるだけの度量の深さがある。それは戦術的な失敗よりも、はるかに大きな成功と言える。

「しかし、海軍設営隊でできないものが、陸軍設定隊でできるでしょうか？」

「そのへんは私より、鬼頭司令官の方が詳くわ

 しいと思うがね。桜井さんは君の知り合いだろ？」

「彼をご存知なんですか？」

「あぁ、陸軍側の代表の一人が彼だった。

　まぁ、桜井さんのことはともかくとして、陸軍設定隊に意見を訊くのには、ちゃんと理由がある。陸軍設定隊は基本的に工兵部隊だ。対して海軍設営隊は、構成員の全員が軍人ではない。大半が軍属だ。

　軍属は軍人とは違う。しかし、前線で働けば、敵の爆弾も銃弾も、軍属と軍人の区別はしてくれない。にもかかわらず、身を守る術すべ

 さえ与えられていないとあれば、士気を維持するのは容易ではないだろう。

　海軍施設本部が高い技術を持っているとしても、部隊として前線で戦うのはどちらが有利か。全員が軍人である工兵隊だろう。もともと海軍施設本部と陸軍工兵は求めるものが異なる。海軍で解決できないものが陸軍で解決できるなら、それを活用しない手はあるまい」

　そう言うと井上は海図と写真を茶封筒から取り出し、鬼頭の前に並べる。

「現在、我々はラバウルに近い順にブーゲンビル島のブイン、ショートランド島のバラレ、ニュージョージア島のムンダの三ヶ所に基地を建設中だ。中心となるのは陸軍の設定隊だ」

「三ヶ所に陸軍設定隊が……そんな大規模な船団がいつの間に……」

「いや、それほどの規模ではない。貨物船三隻がそれぞれの島に上陸しただけだ。後続の補給は行われているが、各島で五〇〇人、三島で一五〇〇人前後か」

「海軍の設営隊は一つで二〇〇〇人前後ではなかったかと……まさか、あれが！」

「司令官がはじめたことなのに、気がつくのが遅すぎるな」

「私が話を桜井さんから聞いたときには、まだ図面段階でしたから。こんなに早く」

「海軍も航空本部が協力したそうだ」

　井上長官に言われ、鬼頭は思い出した。大西部長もこの件ではいろいろと動いていたことを。鬼頭としては、誰よりもこの件について知る立場にありながら、それに気がつかなかったことを大いに反省した。

　鬼頭と井上が話しているのは、桜井陸軍工兵少佐が中心となって開発していた建設重機のことだった。

　桜井たちは、英米のような履帯式のブルドーザーは開発しなかった。それらは量産されなければ意味がないわけだが、すでに日本の生産力は戦車や軍用車両生産で手一杯であり、余力はない。

　戦時下で量産ということを考えるなら、戦車を生産できるような一流工場ではなく、簡単な車両生産能力しか持たない二流程度の工場で生産する必要があった。また材料の劣化なども考慮し、前線で簡単に修理改良が施せなければならない。

　そうした条件から桜井工兵少佐らが開発したのは、子供の背丈ほどもある車輪を用いた、四輪車両だった。

　車輪が巨大なのは、履帯を用いないで不整地の走破性を改善するためだ。これで穴や溝に車輪をとられることはかなり少なくなる。

　この四輪車両のフレームにはエンジンとクレーンがあり、このクレーンが車体前方の排土板やバスケット（は現場で交換可能）を上下する。これにより現場ではブルドーザーとしてだけでなく、移動式のクレーン車としても、この押均機を活用することができた。

　ただ多目的の機械の多くがそうであるように、個々の機能の性能は専用機よりも劣った。ブルドーザーとしての能力は、欧米のそれと比較して半分程度と見積もられていた。

　だがその割り切りこそ、桜井工兵少佐の最大の功績だった。

　この割り切りのおかげで、押均機の構造は単純化され、生産性の高い構造が実現できていた。

　つまり数が揃えられる。

　だから輸送手段さえつけば、どこの戦場にも配備できるだけの数が用意できた。

　じっさい桜井工兵少佐は日華事変の経験から、この押均機はフレームレベルまで分解し、人力や駄載で輸送できるように設計していた。だから密林の中を分解して運び、道なき平原に滑走路を建設することさえ、理屈の上では可能であった。

　欧米のブルドーザーが二〇〇人分の働きをするとして、この押均機の性能が半分でも一〇〇人分の仕事をする。それをさらに二台、三台と用意でき、前線まで運べるのであれば、性能の低さは数で補える。

　しかも飛行場建設や陣地建設はブルドーザーだけの作業ではできない。クレーンとしてもトラクターとしても使えるこの押均機は、工事現場全体の生産性を向上させた。米英はそのために多種類の土木機械が必要だが、日本はとりあえずこの押均機さえある程度の数を運べば、同様の作業をこなすことができるわけだ。

「あの押均機は、かなりの数が用意されたらしいな」

「かなりの数……そんなに量産されたのですか？　この短期間に？　しかし、あれだけのものを組み立てられる工場が、日本にそれほどあるんでしょうか？」

「そこが桜井さんの手腕でな。あの人は日本の工場を調べて、押均機を生産できるような工場は、すでに兵器生産で手一杯だと知ったんだな。だから複数の中小企業に部品だけを受注したそうだ。車輪だけとかフレームだけとか。それを工兵隊で組み立てる。

　どの道、分解して運ばねばならない機械だ。組み立ては基本的に現場だ。各工場には図面管理だけはしっかりさせ、規格に合うように指導したらしい。それ用に設計も修正したらしいが」

「そんなことまで」

　鬼頭がその話で感銘を受けたのは、押均機のことだけではなかった。いま陸海軍の航空隊の連携強化からはじまって、新しい考え方が実戦に移されようとしている。それが戦争の勝利を保証するものではないのかもしれない。しかし、極端なことを言えば、日本の社会を変えうる力を持っているのではないか。彼はそんな思いに、ある種の興奮を覚えていた。









　ラバウルから鬼頭らの部隊が動き出すのは、予定よりも遅れることとなった。

　この時、ラバウルに在泊していたのは、第三航空戦隊の雲龍と天あま
 城ぎ

 の二隻のみで、葛城と笠置は定期修理のため、ドック入りであった。

　それは搭乗員訓練を終えた若年兵を載せるためでもある。

　葛城と笠置の航空隊では、米海軍空母部隊と衝突した際に、犠牲者を出していた。

　雲龍型空母は艦載機数が四二機しかないこともあり、仮にそれが数名の犠牲者であったとしても、全体の中では一〇～二〇パーセントという数字になる。補充はどうしても必要だ。

　そうした状況のなかで出撃が遅れたのは、第三航空戦隊に第五航空戦隊の大型空母二隻も合流することになったためだ。これは予定外であったが、ガダルカナル島の米軍の動きが活発化しつつあるという情報から、一気に叩いてしまう必要があると判断されたからだ。

「続報はありませんか？」

　第三航空戦隊の航空隊指揮官である立たて
 山やま

 中佐は、発着指揮所で鬼頭司令官に尋ねた。

「いや、状況に変化はない。予定どおりにラバウルからの陸攻隊が、ガダルカナル島を空襲する」

　鬼頭司令官は立山にそう答える。

「天城の方は？」

「予定どおりだ。原さんからも命令の変更はない」

「ということは、うまく行けば今日でケリがつきますか」

「そうあってほしいな、先は長いんだ」

　ガダルカナル島に米軍が建設中の航空基地は、ラバウルからの連日の空襲にもかかわらず、着実に進んでいた。

　後にわかったことだが、基地航空隊は、ガダルカナル島の米軍を支援することも行なっていた。彼らの爆弾により、樹木の伐採の手間がかからなくなった部分もあったのだ。

　連日の爆撃にもかかわらず米軍の建設作業を中止に追い込めなかったのは、彼らの作業中を襲撃できないためだった。

　おそらくは潜水艦か現地人の協力者か何かがいるのだろう。

　ラバウルからの陸攻隊の動きは、事前に予測されていたらしい。爆撃が始まった時点で、作業現場には人っ子一人いないことが稀ではなかった。

　おかげで爆撃でできることといえば、滑走路らしい更地に爆弾を投下することだけで、それによる穴など建設重機でたちまち埋められてしまっていた。設営隊に相当する米軍のシービーズの宿舎を破壊すれば効果はあるのだろうが、それらの偽装は完璧で上空からはわからない。

　陸攻隊も迂回して攻撃時間をずらすことができれば効果もあったのだろうが、航続距離の問題もあり、効果的な迂回は困難だった。直線でしか移動できないとなれば、相手がラバウルからガダルカナル島への到着時刻を予想するのは難しくない。

　このため第三航空戦隊と第五航空戦隊の出番となる。

　作戦では陸攻隊が襲撃を行なったら、その一時間後にまず第三航空戦隊が奇襲をかける。そして敵の作業施設などを発見する。

　その情報を元に第五航空戦隊が襲撃し、戦果を拡大する。

　建設資材や倉庫類を破壊されれば、米軍の作業は頓とん
 挫ざ

 する。そしてこんどは日本軍がガダルカナル島を占領する。基本的な流れはそうしたものだった。

「それでは、出撃します」

　時間になり立山は鬼頭司令官にそう告げると愛機に登乗する。

　飛行甲板が短い軽空母だけに発艦には気をつかう。

　艦戦、艦攻の順番に出撃する。出撃は第一次と第二次に分かれ、第一次は二〇機ほどの出撃となった。総数の半分だ。

　それは日本空母の構造によるものだった。カタパルトがあれば、多数の機体を飛行甲板にならべて、順次発艦という真似もできる。

　しかし、カタパルトがない日本空母では、発艦距離は長くとらねばならず、飛行甲板に駐機できる機体数も限られる。

　またカタパルト発進と比較して滑走が必要な分、一機の発艦時間が長くなるため一度の出撃できる機体数には、その面でも制約があった。このため空母雲龍も一次と二次の攻撃隊に分けなければならなかった。

　予定の邂かい
 逅こう

 地点で天城の第一次攻撃隊と合流する。

　今回は地上攻撃が中心であるため、艦戦も爆装していた。

　艦攻も八〇〇キロ爆弾や多数の六〇キロ爆弾を装備するものなどが混在していた。

「隊長、陸攻隊より攻撃完了により帰還するとの入電がありました」

「そうか。では、これからだな。敵の対空砲火はどうか？」

「相変わらずです」

「相変わらずか……」

　ガダルカナル島の対空砲火は、立山隊長にとってかねてから気になる問題だった。

　敵が日本軍機に対空砲火を浴びせる。それ自体は当たり前の事で驚くようなものではない。

　その対空砲火も必ずしも激しくはないらしい。弾を節約しているのか、陣地の位置が露見するのを嫌っているのか、じっさいに撃ってくるのは火器のごく一部であるという。

　彼が気になるのは、連日の空襲にも関わらず細々とでも対空砲火が続いているという事実にである。

　滑走路の穴なら機械でさっさと埋められるかもしれない。

　しかし、対空火器の陣地はそうはいかない。

　高射砲といっても単純な大砲ではないのだ。照準装置やそれにより未来位置を計算する射撃盤などが必要だ。それは複雑な兵器であり、その復旧は土で穴を埋めるようなわけにはいかないはずだ。

　陸攻隊が重点的に対空火器を攻撃したこともあり、もともとそれほど数が多くはない対空火器は沈黙しているはずだった。だが、それにもかかわらず攻撃は続いている。

　立山は何かの証拠があるわけではなかったが、このことは、敵が頻繁に外部からの補給を受けている事実を示しているのではないかと考えていた。

　第四艦隊によれば、この方面には潜水艦を多数配備しているとなっていたが、同艦隊所属の潜水艦の絶対数は心こころ
 許もと

 ないものであった。監視をかいくぐるのは、それほど難しいことではないだろう。

　もっとも、補給は細々としたものにならざるを得ない。大規模なものなら日本側に知られているだろうからだ。その補給につながる何かを叩き潰せば、一気に敵を追い落とせる。彼はそう解釈していた。

　ガダルカナル島に接近するにつれ、前方に黒煙が立ち上っている光景が見えてきた。爆撃はそれなりに激しいものであったらしい。しかし、その光景にやはり立山は違和感を覚える。





　――何が燃えているんだ？





　空襲は滑走路や対空火器が中心に行われるわけだが、そこにこれだけの可燃物があるのか？　もちろん密林の中に爆弾が投下されれば火災も起きようが、それでも何か不自然だ。

「攻撃手順を変更する。戦闘機隊が前進し、低空から機銃掃射と爆弾投下。攻撃隊は、その後の指示を待て」

　さらに立山隊長は戦闘機隊の隊長に対して、地上の動きに注意するよう、とくに命じた。

　本来なら自分で低空を飛行すべきだろうが、彼には上空から攻撃機などの全体状況を把握する仕事が残っている。

　信頼できる部下に委ねられる任務は、彼は極力部下に委ねた。それには未来の指揮官を育てるという意味もあった。

「やはり動き出したか」

　滑走路周辺には米軍のシービーズが機械類を持ち出し、作業にかかろうとしていた。

　だがその動き方が何かおかしい。特定の作業に重点をおいているのかもしれないが、人と機械の配置に偏かたよ

 りがある。

　その違和感は戦闘機指揮官も感じたらしい。戦闘機隊は爆弾を抱えたまま、しかし、爆弾はまだ投下せず、急降下で地上に侵入した。

　驚いたことに、そこで何もないはずの密林の中から、激しい対空砲火が起こった。

「隊長！　これは偽装です！　あの滑走路は滑走路じゃありません！　白ペンキを撒いただけです！」

「何だと！」

　戦闘機隊はそのまま地上を機銃掃射する。

　上空からは密林にしか見えなかったが、どうやら低空であれば区別がつくらしい。戦闘機隊は滑走路に見える部分を斜めに横切る方向で機銃掃射をかける。そして密林の中に爆弾を投下していった。

　それは高度三〇〇〇では密林に見えた。ところが、爆弾により緑だった部分の色が変わった。緑のベルトの中に白い丸が浮かび上がる。

　それと同時に周辺で基地施設らしいものが激しく燃え上がるのが見えた。

　結果論からいえば、米軍が対空火器を作動させたのは致命的な失敗だったかもしれない。それによりそこが偽装であることが露見したからだ。

　どんな巧妙な偽装でも、そこが偽装されているという視点で見れば、偽装されている部分は見えてくる。

　戦闘機が急降下してきたことで、機銃や高射砲は動きはじめたが、陸攻の攻撃を受けたばかりであり、反応は鈍い。想定していた高度と急降下してきた戦闘機とでは照準のパラメーターも異なる。

　それでも米軍の攻撃は激しく、撃墜される機体も出た。その機体は、密林のなかに燃えながら墜落していくように見えた。だがそれらは偽装した施設の中に激突する。

　どうやら偽装網で大きな屋根を作り、その上に樹木をはわせるような細工が施されていたらしい。施設本体はその下にある。そして滑走路本体も。

　偽装が明らかになると、作業をしていた人間達にはもはや逃げ場所がなかった。

　だが、戦闘機隊は施設や機械を中心に機銃掃射を加え、破壊する。あえて人間は撃たない。人道的な配慮というより、純然たる効率の問題だ。

　この密林のなかで、人間が生活できるのはこの滑走路周辺、文明の利器がある空間だけだ。

　それを破壊されれば人は生きてゆけない。居住施設一つを灰かい
 燼じん

 に帰することができれば、それは数十人単位の生命に関わるだろう。

　彼らの目的は人命を奪うことにはない。奪うべきは戦闘力であり、命ではない。だから施設破壊こそ、もっとも効率的なのだ。

　戦闘機隊は爆弾を投下すると、つぎに、恐ろしいほど低空から機銃掃射をかけた。

　密林で低空飛行はそれだけで危険である。しかし、偽装を識別するためには低空を飛行する必要があった。

　これは米軍の対空火器にとっては厄介なことだった。距離が近ければ命中しやすいかというと、単純にそうではない。近すぎては飛行機の動きに追いつけず、命中しないからだ。

　しかも施設があちこち破壊されたため、高射砲などは電源を失い、射撃盤が使えないものさえあった。

　対空火器は完全に沈黙することはなかったが、それが脅威になることもすでになくなっていた。

　戦闘機隊の攻撃が終了するのを確認し、立山隊長は攻撃隊に命令を出す。

　攻撃機の総数はこの時、二一機。三機一組で七組。

　それらがくの字型の配置で絨毯爆撃を行なっていく。

　すでに偽装は明らかだった。爆弾は本物の滑走路と周辺施設に向け投下されていった。

　爆弾は滑走路を掘り崩し、本当の地面をさらけ出す。

「危なかったな。あの滑走路、無理すれば戦闘機くらい離発着できるところまでできていたぞ」

　立山は自分たちが危ういところまで、知らぬ間に追い詰められていたことを知った。

　滑走路は完成間近だった。ここがもしも動き始めたら、ムンダやバラレの基地建設に重大な脅威となっただろう。

　終わってしまえば攻撃はあっけなかった。もとより四〇機程度しかいない攻撃隊だ。攻撃時間にそれほどかかるはずもない。立山は全機に帰還を命じた。

　ガダルカナル島の米軍にとって、立山隊の攻撃は完全な奇襲となった。

　陸攻隊をやりすごしさえすれば、いつものようにそれですべてが終わると考えていたためだ。

　空母がいるとは聞いていたが、それはトラック島に移動したはずだった。が、それは欺ぎ
 瞞まん

 であったのだろう。

　立山隊が帰還したとき、米軍基地を支配していたのは、無力感だったかもしれない。

　彼らはすぐに損害状況の把握に努めたが、その結果は深刻だった。病院を含めた居住施設は破壊され、井戸水による飲料水施設も機能を停止していた。発電所も失い、燃料タンクは周囲に火災の被害を広げている。

　致命傷なのは、物資集積所が失われたことだった。物資集積所に爆弾が投下され、内部の燃料に引火、すべてが焼き尽くされようとしていた。

　米軍の将兵は、まずこの物資集積所の鎮火と、他の物資集積所の物資の延焼を避けるための移動を開始した。

　第三航空戦隊の第二次攻撃隊がガダルカナル島に到達したのは、そのタイミングだった。

　偽装の存在は、当然第二次攻撃隊にも知らされていた。

　このため米軍の偽装はすでに無意味な存在となりつつあった。そうでなくても火災と人間の動きが、日本側にどこが基地の本体であるかを示している。

　物資の移動と基地の復興は、ガダルカナル島の米軍将兵総出で行われていた。対空火器についているべき人間さえ、動員されていた。車両の多くが失われてしまったからだ。空襲に対してガダルカナル島は無防備だった。第二次攻撃隊はそんな時に現れた。

　第二次攻撃隊もまた、艦戦の機銃掃射からはじまった。

　物資を運んでいた多くの将兵が倒れ、運んでいた物資も失われる。

　そして再び爆弾の投下。

　鎮火しつつあった火災は勢いを盛り返し、無傷だった施設も破壊される。

　事実上、この第二次攻撃でガダルカナル島の飛行場建設工事は致命的な打撃を被っていた。

　重機もトラックも大半が破壊され、残されたものにしても、補充部品はなく、それ以前に燃料がない。

　しかし、ガダルカナル島の将兵の受難はそれだけでは終わらなかった。

　第三航空戦隊により、ガダルカナル島は無線通信施設を失っていた。主送信機と副受信機、副送信機と主受信機というように無線機を分散していればよかったのだが、そうした手配は行なわれていなかった。

　これまでラバウルの陸攻隊には偽装が完全に機能していたことによる過信が、こうしたミスにつながったのだ。

　彼らには救援を求める手段を失ったことになる。それはつまり、敵襲を知らせる手段もないということだ。

　さらに第五航空戦隊の攻撃が、やはり第一次と二次という形で繰り返された。

　第五航空戦隊は急降下爆撃機である艦爆を装備しているため、精密爆撃が可能であった。

　すでにめぼしいものは第三航空戦隊により破壊されていたが、残存施設はこの二次に渡る航空攻撃で完全に破壊されることとなる。

　攻撃が終わったとき、米軍将兵には食料もなければ、飲料水もなく、雨風を凌ぐ場所さえなくなっていた。八〇〇キロ爆弾が地面に作った穴のなかで、焼け残ったテントを立てて雨風を凌ぐ。それでも全員の収容は不可能だった。









　米軍当局が異変に気がついたのは、攻撃から二四時間が経過してからだった。シービーズから一切の通信が途絶えたため、飛行艇が偵察に赴おもむ

 き、その惨状が明らかになった。

　ガダルカナル島の将兵にとって幸運だったことは、この飛行艇の機長が的確な判断力と実行力の持ち主であったことだ。

　建設中の飛行場は比較的海岸に近く、また上空からは隠されていたが、ボートなども残されていた。

　機長は海岸線近くに飛行艇を着水させ、島の部隊の最専任指揮官を飛行艇に乗せるとともに、予備の無線機を島に揚陸させた。電池式のものであるが、島で何が必要で何が起きているか、これにより最低限度の通信手段は確保されたことになる。

　じっさい指揮官の証言と島の無線機により、米軍司令部はガダルカナル島で何が起きたのか、早急に知ることができた。

　そこからの米軍の動きは早かった。

　臨時の輸送船団を編成する傍かたわ

 ら、飛行艇による医薬品、食料の輸送と負傷者の回収が行われ、さらに巡洋艦、駆逐艦によるパトロール中の小艦隊が針路をガダルカナル島に変更、救援や補給にあたった。

　日本軍は陸攻による航空偵察により、ガダルカナル島へ甚じん
 大だい

 な被害を与えたことを確認した。

　しかし、飛行艇による物資輸送や艦隊が向かっていることまでは把握していなかった。

　艦隊の到着が夜間であったこともあり、建設作業の再開こそできていなかったものの、負傷者の多くは収容され、食料や無線機の補給は行われた。工事再開にはシービーズや海兵隊員の増員が必要ではあったが、それは次の補給船団で行なわれることとなった。

　そして米軍当局者は、この一件で一つの事実を学んでいた。

　日本軍に対しては、小手先の偽装では通用しない。基地建設を行なうには、それなりの覚悟と出費が必要であると。

　彼らは多くの犠牲を出しながらも、飛行場建設は諦めなかった。

　ガダルカナルを失えば日本軍の進出を許すことになる。さらに飛行場はあと少しで完成する。いま手放せば、早晩ここは日本軍の基地にされてしまうだろう。ミッドウェー島を失い、いままた犠牲を払ったにもかかわらずガダルカナル島を失うことは政治的にも望ましくなかった。

「これはしかし、一つのチャンスかもしれません」

　米太平洋艦隊司令部で、情報参謀はそう意見を述べる。

「日本軍は四次に渡り、ガダルカナル島を攻撃した。それだけここは彼らにとって重要な島なのです。

　そしてラバウルには、あの鬼頭の空母部隊が進出しているという情報があります。四回も攻撃をかけてきたのは、軽空母ゆえのことでしょう」

「罠にかける価値があると、貴官は考えるのか？」

　米太平洋艦隊司令長官の問いに、参謀は答える。

「あの男は、それだけのことをしてくれましたから」





　




四章
 　索敵












　密林の中を移動するのは不快なものだった。

　陸軍でも類似の訓練はしてきた。しかし、同じ密林でも、満州やシベリアのそれとソロモン諸島のそれはまるで違った。それでも津村と猪い
 野の

 は進んでいく。

「おい、水はそれくらいにしておけ」

　津村は座り込んで水筒の水をがぶ飲みする猪野を警いまし

 める。

「水のがぶ飲みは却ってきついぞ。こまめに少しずつ飲むものだ。それと、これ」

　津村は錠剤を猪野に手渡す。猪野はその錠剤を受け取り、口に入れる。

「辛か

 れぇ」

「塩だからな。塩分と糖分を摂らんと任務どころではないぞ」

「わかりました。しかし、こんな熱い中で、こんな厚着をしないとなりませんか？」

「こういう厚手の布でないと、どんな虫や小動物に寄生されるかわからん。医者なんてものはおらんのだ」

　彼らは露出のほとんどない服装で密林の中を鉈なた

 で切り開きながら進んでいた。顔の周囲さえ、網で覆われている。マラリアなどに罹かか

 らないためだ。

　猪野もそれはわかっているのだが、快適とは言い難い。水を飲むにしても、顔の網を意識しなければならなかった。

　もっとも、それでも網を外そうとは思わない。汗に誘われるのか、網の周囲には常に虻あぶ

 か蜂のような虫が歩いている。

　いまは昼だったが、樹木の下は薄暗い。そして彼らの服は緑をベースとしたもので、輪郭を曖昧にするために服のあちこちに襞のような布切れがぶら下がっていた。

　この密林の中では、よほど至近距離でない限り、彼らを見つけることは難しいだろう。

　そんな彼らも小銃は持っていた。この戦場で小銃が適切かどうかは疑問も残るが、しかし、他に適当な武器はない。

　二人は津村が先で猪野が後になって進んでいた。

　もちろん、ここにいるのは彼ら二人ではない。総勢六名の人間がいる。四名が拠点に残り、二名が順番に偵察に出る。

「敵が工事を再開したっていうのは本当なんですかね？」

「だから、それを確認に行くんだろ。飛行機からじゃ埒らち

 があかんからな」

　彼らは昨夜、このガダルカナル島に潜入していた。

　潜水艦ではなく、飛行艇で着水し、ゴムボートに移ってから島に上陸した。

　潜水艦による上陸も提案されたが、付近の海域の深度がほとんどわかっておらず、座礁の危険性が高いため、それは採用されなかった。また適当な潜水艦がなかったこともある。

　津村が止まり、猪野に伏せるよう身振りで示す。猪野は教えられたとおり、ゆっくりと伏せる。急な動きというのは、人間の視覚を刺激するからだ。

　津村がなぜ伏せるように指示したのか、猪野にはわかっていた。津村の指の動きで、最少限度のことは読み取っていた。左側を敵兵が歩いている。おそらく三名以上。

　そしてすぐに足音が聞こえた。足音は複数。五、六人だろう。班程度の規模か。

　おそらくパトロールと思われたが、猪野にはそれが意外だった。ガダルカナル島でなぜパトロールが必要だと敵は考えているのか？

　確かに自分たちは敵情を密かに探るために上陸した。だが米軍がそれを予想してパトロールを出しているとは考えにくい。じじつ米兵たちは何か世間話をしながら歩いている。パトロールという緊張感は感じられない。

　常識で考えればそうだろう。こんな孤島にパトロールが必要となる何があるというのか？　それとも、パトロールとは軍隊だから規則として行なうもの、一種の行事というべきものなのだろうか。

　猪野はそう考えて、違和感を覚えた。

　ガダルカナル島は空母部隊の四度にわたる空襲により壊滅的な打撃を受けたはずだった。それなのに、なぜかガダルカナル島は急激に復旧しているらしい。

　航空写真では、破壊された施設は撤去され、対空火器が増強されていた。本格的な飛行場工事の再開はまだなされていないが、それは時間の問題と思われた。

　なぜこれほどまで急激に復旧できたのか？　考えられるのは、外部からの増援と補給である。

　では、それはどれほどの規模であるのか。津村や猪野は、それを確かめるためにガダルカナル島に潜入しているのであった。

　パトロールの兵士たちは、津村らの前を通り過ぎていく。彼らに気がついた様子はない。

　だが一人の兵士が動きを止めた。

　猪野も津村もゆっくりと小銃を傍らに寄せる。米兵の一人が小銃を構えたからだ。米兵がいままでの進行方向ではなく、津村らの方に小銃を向けた。





　――気取られたか





　猪野は小銃を掴むかどうか迷った。相手は自分たちの位置を正確に把握しているわけではなさそうだ。下手に動けば却って居場所を教えることになる。

　そうしている間にも米兵は銃口を低く構える。何かを探しているのは明らかだ。

　米兵の銃口はゆっくりと右から左へと移動する。その銃口は確実に猪野の方に向かっていた。猪野が銃を動かそうと思ったとき、銃口はそのまま猪野の居場所を行き過ぎ、そしてあらぬ方向で発砲した。

　発砲とともに、他の兵士がその方角に駆け寄っていく。津村や猪野のことは、まるで眼中にないようだ。

　やがて米兵たちが何かを叫んだ。よく聞き取ることはできないが、「いた」とか何とか言っているらしい。すぐに枝を切るような音がすると、米兵たちは何かの作業をはじめた。

　彼らは三メートルと離れていない場所に日本兵が潜んでいることに、まったく気がつく様子がない。猪野も津村も、頭さえ動かせないまま、地面に伏せているよりなかった。

　猪野にとって、伏せることはさほど苦痛ではない。問題は虫だった。厚手の服と頭の周囲を網で覆っていても、虫は寄ってくる。幸い網目より小さな虫は――まだ――寄ってこない。

　しかし、全長三〇センチはあろうかというムカデが、目の前の網の上を這い回っているのを耐えるのは、敵兵を耐えるよりも胆力がいった。

　さすがに声を出すのは意志の力で抑えたが、彼は口を開け、声を出さないまま悲鳴をあげていた。

　ムカデがどこかに行ったとき、米兵たちも動き出す。

　彼らは適当な枝を切って、射殺した野豚を吊り下げていた。

　野豚がよほど嬉しいのか、歌をうたっている奴さえいる。猪野には信じられない光景だった。

　津村が起き上がったのは、米兵たちが立ち去ってしばらくしてからだった。

「見たか？」

「野豚ですか？」

「そうだろう。しかし、どうやら米軍も補給が十分とは言えないようだな」

「なぜです？」

「お前は『孫そん
 子し

 』を読んだことがないのか？　敵の水汲みがまっさきに水を飲んでいたら、それは敵が飲料水に不自由しているからだ、と『孫子』にもあるだろう。パトロールの兵士が野豚を射殺して基地に持って帰るなど、普通はありえない。そのありえないことがいま起きた。敵の食料も充分ではない証拠だろう」

「連日の攻撃をしてますからね」

「それもあるだろうが、人員の増員を優先したために、食料備蓄に不足を来きた

 しているのかもしれん」

「敵は食料不足？」

「しかし、現段階ではそれも憶測に過ぎん。それを確認せねばならん」

　津村と猪野は、そうして密林を移動しながら敵の拠点へと接近していった。

　接近は迂回しながら螺ら
 旋せん

 を描くようにした。それは正解だった。

　猪野がガダルカナル島の米軍拠点について驚いたのは、施設の復旧よりも道路網の整備だった。

　第三航空戦隊と第五航空戦隊の攻撃がよほど教訓になったのだろう。基地施設は各地に分散されていた。一つが破壊されても機能を失わないためだ。

　その分散された施設を結ぶように、道路は整備されている。

　どうやら彼らは基地の復旧よりも道路の敷設を優先していたらしい。樹木で巧みにカモフラージュされているが、トラックが通れるような道路が整備されている。

　とくに重要な道路は、二車線ではないものの樹木を挟んで反対向きの道路が並んでいる。

　津村と猪野は道路を通過するのは避けつつ、それと並進する。そして施設配置をノートに描き記していった。彼らが前進する度に、ノートのページは進んで行く。

「物資集積所だけで三つですか」

「だが大半は、機材や弾薬の類たぐい

 だな。食料備蓄はあまりないようだな」

　二人は入念に施設を調べはしたが、深入りはしなかった。自分たちの存在を気取られるわけにはいかない。

　また、長期間ここにも止まれない。ほとんど身一つと言ってよい程度の装備である。長期滞在など思いも寄らない。

　それに米軍も馬鹿ではない。ここから無線で報告を行なえば、二、三日のうちにはそれに気がつくだろう。

　津村らが戻ると、別の組が彼らの報告を参考に前進していく。

　おそらく無線通信は、できても二回だと彼らは考えていた。

　だから可能な限り情報を集めねばならない。

　交代で休みながら、丸一日かけて施設配置についてまとめ上げた。さすがに分散しているといっても、施設の数そのものは多くなかった。道路の建設に相等の労力を食われたらしい。

「予想以上に敵は施設を分散していた」

　最終組が戻り、十分な休養をとってから、班長である津村は全員を前に作戦を説明した。

「当初の計画のように重要施設だけを爆破するというわけにはいかなくなった。理由は知ってのとおりだ」

　班員たちは無言で頷うなず

 く。それは最初からわかっていたことだった。彼らは敵地へ侵入し偵察するのが任務であった。六人というのは、そのために十分かつ最少の人数として考えられた。

　しかし、日本軍ではありがちなことだが、途中で作戦目的に追加が出た。

　つまり重要施設の爆破である。

　むろん人数の増員はない。時間的余裕もなく、輸送手段の変更もできないため、もちこんだ爆発物は最低限度だった。

　津村も爆発物を大量に持ち込んで、肝心の偵察が疎おろそ

 かになるような愚行は最初から避けるつもりだった。

　要するに命令だから爆弾を仕掛けはするが、それ以上のことはしないということだ。もしも大規模なゲリラ戦術をとりたいのなら、特殊部隊を編成し、もっと陣容を整えるべきなのである。六人でついでに行なう爆破工作に、戦果を期待する方が間違いだ。津村はそう考えていた。

　だがじっさいに偵察を行なってみて、津村は施設破壊の必要性を感じていた。

　それは上の判断が正しかったということではない。むしろ上の連中の決断が遅かったことが、事態を手遅れにした。津村はそう思った。

　とりあえず、ラバウルから航空隊が彼らの情報に従い攻撃をかける。彼らはその前に脱出する。航空攻撃の命中精度が高まれば、潜入者の存在が疑われるからだ。だから爆破は脱出前に行う必要があった。

「爆弾は二人で運べる程度の量しかない。だから攻撃は二名で行う。残り四名は時間がきたら爆破班が戻っても戻らなくても脱出せよ。我々の作成した地図とノートは何としてでもラバウルに届けねばならん」

　そう言うと、津村は手書きの地図を広げる。それにはガダルカナル島の米軍施設の配置とそれらをつなぐ道路が描かれていた。

「爆発物をいたずらに分散しても意味はない。効果的に爆破できるのは二ヶ所が限界だろう。問題はどこを破壊するかだ？」

「弾薬庫ではないのですか？」

　部下の一人が言う。津村は首を振った。

「弾薬庫なら、なるほど大爆発を起こすだろう。しかし、弾薬庫は三ヶ所に分散されている。しかも警備は厳重で、周囲には掩えん
 体たい

 が築かれている。仮にここを爆破したとして、基地施設の建設には大きな影響はないはずだ。

　我々が考えなければならないのは、航空基地建設を阻止するか、大幅に遅らせる方法だ。そのためには効果的な場所を選ぶ必要がある」

　そして津村は二ヶ所を地図の上で示した。

「燃料タンクですか……確かにそれを爆破すれば建設機械は動きませんな。しかし、食料庫というのは？」

「ガダルカナル島の将兵は、どうも十分な食料が供給されてはいないらしい。復旧機材と人員の輸送を優先したためだろう。兵士が野豚を狩るようでは、予想以上に困窮していると考えて間違いなさそうだ」

「しかし、野豚を狩ったのは単なる気晴らしでは？」

「我々は基地の食堂も観察した。豚はすぐに解体され、シチューにされていたよ。基地の残飯も非常に少なかった。米軍の食事にも関わらずだ」

「あと、ラバウルの陸攻隊によると思われる爆撃跡地に倉庫らしい焼け跡がありました。あるいは食料はそれにより欠乏しているのかもしれません」と猪野は続ける。

「機械の食い物と人間の食い物。この二つが燃え尽きてしまえば、基地建設は不可能だろう」

「なるほど。それで爆破は誰が？」

「私がやる。もう一人は……」

「私が行きます」

　猪野は真っ先にそう口にした自分自身に驚いていた。









　時間的余裕はそれほどなかった。陸攻隊はすでにラバウルを出撃している。

　ガダルカナル島の状況はすでに無線で送っているが、短時間通信では概要しか伝えられなかった。だからこの爆撃で陸攻隊がどこまで効果的な爆撃ができるかは疑問がある。

　精密な攻撃は、自分たちがラバウルに戻って正確な位置関係を伝えてからになるだろう。

　しかし、それまでには、なお数日が必要であろう。そしてその数日のうちに、米軍はガダルカナル島の基地を完成させてしまうかもしれない。自分たちの破壊工作は、まさに、いまこの時だからこそ必要だった。

　猪野はすでに津村とは別行動だった。腕時計で時間を確認し、かねてから打ち合わせたルートで接近する。

　二人一組で移動することも考えられたが、発見される危険性と燃料タンクと食料庫が離れていることなどから、時間的に不利と判断された。時間的余裕を取りすぎて発見されてしまっては元も子もない。

　猪野の担当は燃料タンクだった。そちらの方が自分らの拠点に近い。接近が難しい食料庫は津村が担当したのだ。

　燃料タンクは万が一の誘爆や延焼を恐れてか、基地の外れ、密林のすぐ傍らにあった。燃料タンクと呼んでいるが、じっさいは大きなタンクがあるわけではない。多数のドラム缶が集められているだけだ。

　弾薬庫に比べると掩体も単純だった。彼らが見たところ、滑走路近くに本格的な燃料タンクが別に建設されようとしていた。ここの設備がおざなりなのは、それと関係があるのかも知れない。

　パトロールが野豚を狩っていることからもわかるように、燃料タンクの警備は手薄だった。

　誰もここを襲撃されると考えた者がいないのだろう。さすがに軍隊なので歩哨はいるが、それは一人だけだった。

　時間的にいまは昼間だが、ここは樹木のため薄暗い。航空機を意識したのだろう、偽装はほぼ完璧だった。

　彼が持っているのは時限爆弾だ。爆破時間はすでに合わせてある。

　彼の目算では、爆弾を仕掛け、スイッチを入れ、その三〇分後には爆発することになる。

　歩哨は小銃を近くの木の枝にぶら下げると、本を取り出した。よほど暇なのだろう。何を読んでいるかまでは猪野にもわからない。もっとも英語は読めないから、表紙が見えても同じことだが。

　猪野は歩哨に気取られないようにドラム缶の列へと接近して行く。

　燃料タンク周辺には溝が掘られていた。

　気取られないように移動するためには、その溝を伝って移動するよりない。

　溝に入ってから猪野は自分の過ちを悟った。

　ここは南の島。スコールが降ってくる。そのため、溝の底には水が溜まっていた。

　しかし、いまさら出るわけにもいかぬ。彼は水音だけは立てないように、泥濘ぬかる

 み同然の溝の中を匍ほ
 匐ふく

 前進で鰐わに

 のように進んで行く。

　途中、二、三回ほど歩哨が誰すい
 何か

 する。猪野には動きを止めじっとしているより他にできることはない。歩哨もそれ以上のことはせずに、黙々と本を読む。

　全身泥水に浸つ

 かりながら、それでも小銃だけは濡らさなかった。武器はこれしかないからだ。

　溝から、やはり鰐のように草むらに出る。そして積み上げられたドラム缶に接近する。

　見つからないためと、爆破効果を高めるため、できるだけドラム缶列の中心付近を目指した。

　幸いにもドラム缶を無造作に積んであるだけだから、爆弾を押し込む空間はある。

　時計で時間を確認し、時限装置の時間を合わせる。泥の中の移動で無駄な時間を食ったため、爆破時間は二〇分後に合わせねばならなかった。

　爆弾を仕掛け、ボロ布を押し込み爆弾を隠す。そして猪野は、こんどは溝ではなく別のルートから退却しようとした。接近したルートと同じ道を引き返す必要はない。

　時間もない。あまり望ましいことではないが、道路に出て、そこから移動する。そうやって時間を稼がねば、津村との合流時間に遅れてしまう。

　猪野はぞっとした。

　もしも合流時間に間に合わなければ、飛行艇に乗ることはできない。陸攻隊の攻撃で、基地が混乱している間に、彼らは脱出する手はずなのだ。

　彼はそれでも溝に戻り、歩哨に気づかれないように道路の方向に移動する。

　だが、その時道路の方向から自動車が接近する音を耳にした。どうやらトラックらしい。すぐに歩哨が銃を手にして動く気配もした。

　猪野は溝の中で動けなかった。退けば歩哨に発見されるだろうし、前進すればトラックに発見される。

　猪野の焦燥など知るはずもなく、トラックは停車すると、歩哨とトラックの兵士達が何か談笑しはじめた。

　会話の内容はわからないが、どうもここのドラム缶をトラックに積み込むとか何とか、言っている雰囲気だ。そして数人の兵士達が作業を始める。トラックにドラム缶が積み込まれる音。





　――あと一五分！





　爆発まであと一五分しかない。ここで爆発されれば、猪野は飛行艇に間に合わないどころではない。燃料タンクと運命を共にすることになる。

　猪野は迷った。

　どうやら声の様子からすると、歩哨とトラックに兵士三人の合計四名。小銃には五発が装填されている。弾の数の方が敵兵より多い。

　猪野は馬鹿な計算をやめる。機関銃を持っているならいざ知らず、ボトルアクションの小銃で、四人の兵士を撃てるわけがない。少なくとも自分には無理だ。小銃を引き寄せたものの、猪野にはどうすることもできなかった。

　猪野が焦っているのとは対照的に、米兵たちはいらいらするような悠長な動きでドラム缶をトラックに積み込もうとしているようだ。そこで彼は気がついた。食料が足りていないというのは、本当かもしれないと。米兵たちの緩慢な動きは、食べ物が十分にないためか。

　しかし、そんなことがわかったとしても、いまの猪野にとってはありがたくもなんともない。あの調子ではトラックにドラム缶を積み終わるまでにどれだけの時間がかかるというのか！





　――あと五分だ！





　時間は容赦なく過ぎて行く。脱出時間はもうあまりない。

　彼はやはり小銃を手に取る。時間切れになれば自分は確実に死ぬ。相手は飯もろくにたべていない米兵だ。撃ち合いならまだ勝機がある。

　彼は遊底に手をかけようとした。

　その時、トラックのドアがしまる音がする。どうやら米兵たちはトラック一杯にドラム缶を積むのではなく、一つか二つ、必要な分だけ運ぶつもりだったようだ。できるだけ体を動かしたくないのか。

　猪野はほっとした。トラックはエンジン音と共に去って行き、歩哨も元の部署に戻った。

　猪野は時計の残り時間を気にしながら、匍匐前進で道路に向かい、そしてそこを駆け抜け、そこから密林のなかに入った。

　それから一分としないうちに大音響が彼の後ろから追ってきた。

　燃料タンクの辺あた

 りと思うが、もはや、そこがどうなっているか確認する術すべ

 は彼にはなかった。それから少し遅れて再び爆発音。どうやら津村も成功したらしい。

　そのまま集結地点に向かう猪野だが、背後に複数の足音が聞こえてきた。パトロールがすぐ近くにいるのだ。

　すぐに横の樹木が銃弾で飛び散った。米兵は何か言っているが、そんなものを聞いている余裕はない。

　猪野は走った。走ることができる獣道のようなものがあったからだ。どうやらそれはパトロールの通ってきた道らしい。とんでもないところに出てしまった。

　その道を通るのは自殺行為だが、そこを離れると歩くことさえままならぬ。ともかく彼は歩きやすい、敵が作った道を走る。その間も銃弾は飛んでくる。

　一つだけ幸運なのは、パトロールの兵士達があまり俊足でないことだ。栄養不良で体力がないのか。

　猪野はそれでもできるだけ合流地点に近い方角に向かおうとした。この連中なら何とか逃げきれるかもしれない。

　彼は目の前に少しばかり開けた土地を見つけた。そこなら逃げきれるか。応戦は考えなかったが、それでも小銃だけは握りしめていた。あと少し。

　そこで猪野は下草に足をとられてしまう。小銃が前に飛んで行ってしまった。それをとろうと手を伸ばそうとしたとき、彼の近くの土が銃弾で跳ねた。後ろを見ると、小銃を構えた米兵が三人いた。その表情はお世辞にも猪野に対して好意的とは言い難かった。

　彼らは爆破の犯人が猪野であると知っている。知らなかったとしても、状況からそう判断するだろう。

　これが士官なら、猪野を尋問しようとするだろうが、歩兵は違う。敵は射殺して構わないものだ。それが歩兵の流儀だ。

　歩兵たちが小銃を構える。そして銃声が三発した。

　猪野は死を覚悟したが、痛くもかゆくもない。恐る恐る振り返ると、米兵が三人倒れている。

「遅かったな」

　そう言って木の影から出てきたのは、津村と他の仲間だった。

「どうしてここが？」

「どうしてって……昨日調べた道だろう」

　言われてみれば、津村とパトロールの後をつけたのはこの道だ。

「パトロールがそっちに向かっているのを見つけたからな、ここで狙撃の準備をしていたんだ。ここは開けているし、狙撃には適している。猪野はそれがわかっていたから、連中をここにおびき寄せたんじゃないのか？」

「えぇまぁ、その……」

　偶然ですとは口にしにくい雰囲気だった。

「よし、海岸まで急ぐぞ」

　津村は空を指さして言う。彼らの上空を陸攻隊が飛んで行った。









　ニュージョージア島のムンダは、基地が完成すれば、日本軍の最前線基地となるはずだった。

　背後ではブインやバラレの基地建設も並行して進んでおり、この三つはほぼ同時に完成することになる。

　いずれも最終的には陸攻の運用が可能な規模に拡大するが、当面は戦闘機の運用を重視する。

　戦闘機隊でも爆装すればある程度の攻撃能力を維持できるとともに、敵の侵攻に対しては、これらがラバウルの楯たて

 となることを期待してだ。

　また現実問題として、陸攻を運用する滑走路よりも、戦闘機用の滑走路の方が工事が早いという事情もあった。

　ムンダの滑走路建設は、陸軍の設定隊が行なっていた。人数は限られていたが、例の押均機を大量に投入していたため工事の進しん
 捗ちよく

 は順調だった。

　押均機はすべて同じ機械だが、汎用性の高い構造もあって、それぞれが行なっている作業はさまざまだった。

　地面を削るもの、土を運ぶもの、土地をならすもの、トレーラーを牽引して物を運ぶもの、さらにはただエンジンを動かしているものもあった。もちろんそれらは遊んでいるわけではなく、発電機を回転させ、密林の中に電力を供給していたのだ。

「搭乗員より先に工兵の宿舎を建設しているんですか？」

　海軍設営隊からやってきた技師は、現場の指揮官である桜井工兵少佐に質ただ

 した。彼がここにやってきたのは他でもない。前線での築城に関して陸海軍の協力を推進するためだった。

　それは設定隊と設営隊の統合までを意図したものではなかった。

　設定隊は陸軍工兵中心だが、海軍設営隊は軍属も多い。

　隊員の身分的な問題の隔へだ

 たりが大きく、これを解決しようとすれば設営隊や設定隊のみならず、日本国の官位官階全体にまで改革の範囲が広がってしまう。これは俸給をどうするかという問題でもあり、二つの組織の統合は言うほど簡単ではなかった。

　なので現状では、二つの似たような組織が同じ場所で同じ仕事をするという、ある種の無駄を容認するのが現実的と考えられた。陸軍設定隊を海軍設営隊の人間が見学しているのもそのためだった。

　組織は統合できないとしても、機材や工事手法などについて共通化することは無意味ではない。とくに押均機については陸軍の協力があればこそ、海軍は必要な数を手に入れることができた。

「そうです。南方のような環境では、病気こそが工事の一番の敵です。そのためには有害動物からの隔離と安全な飲料水、十分な栄養と休養が欠かせません。宿舎はそれらの基礎的施設となるものです。設定隊が十分に働かなければ飛行場はできない。

　飛行場ができもしないのに、搭乗員宿舎の心配をするのは本末転倒でしょう。それに宿舎建設はあくまでも順番の問題で、滑走路が完成した時点で搭乗員宿舎もできているんです」

　そう言いながら、桜井工兵少佐は密林の奥に進んで行く。

　もっとも上空からは密林に見えるものの、下草はすでに刈り取られ、地面が露出し――緑のペンキが偽装のために塗られていた――歩きやすくなっている。

　発電専用の押均機からの電線の先には、天幕を進展した作業場のなかで電動鋸のこ

 などがモーター音を響かせていた。

「これが木工所です。押均機で倒され、排除された木材はここで加工され、宿舎の材料にされる」

「機械化が進んでいるのはわかりますが、機械に頼り過ぎでは？」

「明治の戦争なら人海戦術しか手もなかった。しかし、昭和の戦争は科学の戦争だ。機械を活用し、工兵一人で一〇〇人分の仕事をしなければなりません。それに機械に頼りすぎるというならば、戦艦や空母はどうなんですか？」

「なるほど、これは一本取られました」

　桜井工兵少佐はこの海軍設営隊からきた技師の、いささか無礼な態度に彼の焦燥を読み取っていた。

　海軍設営隊の技師ならば、工兵隊の作業もわかるだろうし、海外の技術動向についてもある程度は把握しているはずだ。

　だからこそ海軍設営隊の機械力の遅れには、それが同じ日本の同じ分野の専門家集団であるだけに、焦りを感じているだろう。

　もっとも桜井工兵少佐はそのことをもって海軍設営隊に優越感を覚えるほど子供ではなかった。

　もともと日本という国に土木建設用の機械というのが少ないのだ。

　陸軍工兵にしても、少し前までは東京市から大型土木機械を借りていたことがあるほどだ。

　それに自分もこの押均機には苦労した。

　自動車産業とは関係が深いはずの陸軍でさえ、製造できる工場を見つけることは容易ではなかった。まして畑違いの海軍ともなれば自前で建設作業の機械化を行う困難さは陸軍の比ではあるまい。

「これらの作業を行う人材の育成には、どれだけの時間が必要です？」

　海軍の技師はようやく具体的な質問をはじめた。つまるところ彼もまた子供ではないということだろう。

「作業に携たずさ

 わる大多数については、簡単な講習だけで十分対応できた。たとえばこの木工所などは、押均機がしているのは電力供給だけで、そこから先の作業はお馴な
 染じ

 みのものだ。だから発電機の扱いさえわかればいい。運転にしても、これを移動させる程度の運転術なら半日もあれば誰でもできる。

　本当に難しいのは押均機としての運用術だが、土木の基礎がわかっている人間なら、半月の教育期間もあれば十分だろう。まぁ、動かせるというのと、一人前の技量との間には隔たりはあるがね。だがそれを言い出せば一生の問題だろう」

「とりあえず現場を回していくだけなら、半月の教育期間でなんとかなる」

「戦時下だ、それでなんとかせにゃならん」

　海軍の技師はそれを聞いてしばらく考え込んでいた。

「これを海軍で生産することは可能だろうか？」

　それは機械としての製造技術の話ではなかった。ライセンスに関する問題だ。製造したものは陸海軍に納入する以上、製造した工場との契約関係が生じるのは当然のことだった。軍と工場の関係でも、経済活動である以上は権利関係は発生する。

「この押均機は基本的に陸軍の我々がライセンスを持つ。工兵隊が開発したものだからな。一応、私の名前で権利関係は出されている。

　なので、ライセンスに関する決定権は私にあるといっても、それほど間違ってはいないはずだ」

「そうなりますね。それで？」

「私はこの押均機のライセンスを放棄するつもりはないが、図面その他の詳細情報はすべてオープンにするつもりだ。意思と能力のある工場であれば、自由に押均機の生産に参加できる」

「つまり、タダで自分の開発したものをオープンにすると？」

「ただし、条件が一つある」

「勝手に売買するなとか？」

「別にそれは構わんよ。民生でも使えるからな、この押均機は。たとえば農業生産を高めることも期待できるはずだ。売買は自由だ。

　じっさいにこれを製造するとなれば、然るべき機械加工技術が必要だ。使い方のわからない人間に有償で使い方を教えるようなことまで止める権利はあるまい。

　私の言う条件とは、この押均機を図面どおりに製作するだけじゃなく、自分で改良を加えたり、図面を改善したりした場合、その図面も同じようにオープンに公開するということだ。

　だから海軍さんが、これをより高性能に改良したとしたら、その改良した図面は陸軍だけでなく、日本全国に公開してもらう」

「日本全国に……」

「日本には一億の人間がいる。我々の知らない創意工夫の持ち主が野に埋もれているやもしれん。そうした人材がこの図面を見れば、より優れた改造やあるいは我々が見落としている不都合を発見するかもしれない。

　我々は図面を独占せず、公開することで短期間でより高性能な図面を手に入れることができる。一億人の二億の目がその図面を見るのだよ」

「それは凄い……しかし、よくそんなことを考え付きましたね」

「高性能なものを短時間で開発しようとすれば、こうした方法が最善だ。一億一心とはこういうことだ。

　それに、この方法は私の独創ではない。すでに前例がある」

「前例がある……どこの誰です？」

「江戸時代の人だ。国くに
 友とも
 一いつ
 貫かん
 斎さい

 という刀かたな
 鍛か
 冶じ

 だ。いまなら機械技術者、その意味では我々の大先輩か。この人は海防問題を憂慮した時の老中松まつ
 平だいら
 定さだ
 信のぶ

 の依頼を受けて『大だい
 小しよう
 御おん
 鉄てつ
 砲ぽう
 張はり
 立たて
 製せい
 作さく
 控ひかえ

 』と言う本を著した。いままで秘伝とされていた鉄砲の製造法を、鍛冶の心得のあるものなら誰でも製造できるように図解で製法を著したものだ。これは同時に鉄砲製造の手法や規格統一の試みでもあったわけだ」

「そんな日本人が江戸時代に……」

「いたんだよ」

　サイレンが鳴り響いたのは、その時だった。二人は、思わず腕時計を見た。もう昼食か？　しかし、サイレンの音はそれとは違うし、時間も正午ではない。

「敵機来襲！　敵機来襲！」

　そう叫んでいる声を聞いて、はじめて二人はそれが敵襲を知らせるサイレンと知る。それほど予想外のことだった。

「こっちへ！」

　桜井も海軍の技師も木工所の監督に促うなが

 され、壕に入る。それはどうやら押均機専用の整備場の何からしい。

「こんなものがあるんですか？」

「あぁ、押均機がつぶれたら、こっちの商売上がったりだからな」

　監督は自分が案内した男が海軍の技師だなどとは知らないらしかった。ともかく自分の上官筋ではない。

「ここが最前線になるということは、敵襲を受けるということだ。だから押均機や機体の掩体も特別なのがいるわけだ」

　監督はそう胸を張る。彼にとってこの地下掩体は自信作なのだろう。もっとも肝心の押均機はその地下の空間にはなかった。

「はじまったな」

　地上の状況はわからないが、振動の形で爆発は伝わってくる。それでも埃ほこり

 こそ降ってくるものの、掩体はそうした衝撃に耐えていた。

　海軍の技師は、陸軍の誰もが空襲にも平然としていることに驚いていた。中には薄笑いさえ浮かべているのがいる。

「どうしたんですか、みんな？」

「いや、思ったとおり、爆弾の音が遠いと思ってね」

　状況が理解できていないらしい海軍の技師に、桜井は説明する。

「ちょっと工事現場見学の順番が狂ってしまったが、ここでは戦訓が生かされている」

「戦訓？」

「ガダルカナル島で米軍は飛行場建設の現場で巧妙な偽装を施していた。おかげで陸攻隊は明後日あさつて

 の場所ばかりを空襲する結果となった。

　同じことをこのムンダで実行したわけだ。君は飛行艇で来たんだよね？」

「えぇ、飛行艇です。上空からも滑走路が……するとあれは……」

「上空から滑走路に見えたのは滑走路ではない。多少樹木は伐採してあるが、まぁ、それだけだ。あとは色を変えて、いかにも滑走路らしくしている。どうも敵さんは自分たちのやりかたに、今度は自分たちが騙だま

 されてしまったようだ」

　そんなことを話しているうちに、爆弾によるものらしい振動は収まった。だが、桜井工兵少佐はむしろそのことに不審な表情を浮かべる。

「どうしました？」

「いや、攻撃時間が短かすぎないかと思ってね」

　桜井工兵少佐はこの現場の責任者でもある。彼はすぐに外に出ると、主だった部下に召集をかけ、損害状況を報告させた。

「偽装の効果はどうでした？」

　海軍技師は恐る恐るという風に声をかける。

　すでに桜井はこの現場の当事者として、空襲後の後処理を次々とこなしている。部下や伝令が彼の周囲を走り回る中で、海軍技師の存在は忘れられているようだった。

「あぁ、すまんな。敵も馬鹿ではないということだ。押均機の三割が攻撃された。機銃掃射で狙ったらしい」

「三割も！　三割の損失ですか……」

　この現場が押均機の機械力に依存している以上、それらが三割の損失を受けたということは、かなり深刻な自体であることは海軍技師にも理解できた。

「いや、三割が破壊されたが、三割の損失じゃない。二割もしくは一割五分にしたいところだ」

「損失を半減に……できるんですか？」

「わからんが、できるはずだ。見てみるか？」

　海軍技師に異存があろうはずはなかった。桜井とともに移動した先は、偽装網で巧妙に隠された修理廠だった。

　そこには正常な押均機により、損傷を受けた押均機がすでに幾つか運ばれていた。一部は早くも修理がはじまっている。桜井は担当者と言葉を交わし、簡潔に指示を出す。

　まず一台の押均機が、クレーンで損傷した押均機のエンジンを吊り下げ、地面に下ろす。どうやらエンジンを撃ち抜かれたらしい。そしてその隣のやはり銃撃を受けた押均機からエンジンを取り外すと、先ほどの押均機に移し替えた。

　新しいエンジンの据え付けに、整備員らは多少は苦労したようだが、ボルトの穴が合致するとそこからの作業は順調だった。十数分もしないうちに、エンジンを移し替えられた押均機が自力で動き出す。

「凄い！」

「いやまぁ、怪け
 我が

 の功名だ。組み立て工場なんて立派なものを建設する余裕がなかったんでな。部品単位で組み合わせるような構造にするよりなかったんだ。おかげで故障しても悪い部分だけ交換すれば修理できるようになった」

「あのエンジンを取り外したのは？」

「あれも分解して、使える部分とそうでない部分を分ける。故障部分はネジ一本まで分解し、ここで直せるものなら修理して組み直すし、直せなければ部品取りに使う」

　海軍技師が押均機についてもっとも感銘を受けたのは、この瞬間だった。基地建設の機械化については、彼とて知識はあり、機械さえあれば自分たちでも可能という自負があった。

　しかし、この押均機のシステマチックな構造と、それによる高い稼働率については、考えたこともなかった。

　海軍技師ははっきり敗北を感じたが、それは決して不愉快なものではなかった。むしろ今まで以上に強く、この機械に関わりたいという意欲を抑えることができなかった。

　そこへ伝令が一人駆け込んでくる。何事か桜井に耳打ちすると、彼は納得したように頷く。

「面白いものがある、来たまえ」

　桜井に案内され、海軍技師は工事現場脇の伐採地に入って行く。木を倒しただけの土地で滑走路としては使えない。そんな中に高射砲陣地が作られていた。そしてそこから一〇〇メートルほど離れたところに、それはあった。

「米軍機ですか！」

「高射砲にやられて墜落した。陣地もろともと思ったらしいが、その前に力尽きたようだ」

　飛行機は機首の部分が排水用の溝に落ち、倒立状態になっていた。搭乗員はすでに息絶えている。

「私は陸軍の人間で、海軍機に詳しいわけではないが、これくらいはわかる。Ｆ４Ｆ、米海軍の空母艦載機だ。どうやら空母が近くにいるようだな」
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「この辺は潜水艦が出るらしいですよ」

　航海士の話を、貨物船タスマニアのバビロフ船長は、話半分に聞いていた。

「潜水艦って日本のか？」

「アメリカの潜水艦なら警戒する必要はないじゃないですか」

「確かにな」

　航海士のアリョーシャは船長相手にしては生意気な口の利き方をしたが、貨物船タスマニアでは普通のことだった。この船は家族経営の貨物船。亡命ロシア人一家が動かす船で、船員から船長まで一族の人間だ。

　航海士は船長の甥で、彼の見るところ一族でもっとも優秀な船乗りの資質があった。だから密ひそ

 かに他の船なり船会社に勤務できないか、その伝つ
 手て

 を探していた。

　アリョーシャはこの二〇〇〇トンばかりの貨物船タスマニアで終わる人間じゃない。それにはいつまでもこうして一族の船に乗っているのはプラスにはならんだろう。

「先日もスターキングが撃沈しました。日本の潜水艦はドイツのＵボートほどではないにせよ、厄介な相手ですよ」

「だからこうして船団を組んでいるんだろ。船団を組めば安心だ」

「でも、奴らはバルチック艦隊を撃破した東郷の末まつ
 裔えい

 です。油断は禁物では」

「ツァーリの艦隊だ、負けても仕方あるまい。それだけで日本の潜水艦を恐れる理由にはならんさ」

　船長の豪胆さを示そうとバビロフはそうは口にするが、内心は潜水艦の存在に神経を尖らせていた。

　ロシア革命から彼らがオーストラリアに流れ着くまでには、いろいろなことがあった。もともとイギリスに亡命し、そこで第一次世界大戦が起こる。

　海軍軍人の経歴をもつ彼は、家族を養うために地中海での補給作戦に船員として志願した。他の船員はボイコットしたが、高給を条件に半ばスト破りとして貨物船に乗り、そのまま地中海でドイツのＵボートと渡り合う日々を過ごした。

　あれから二〇年以上の歳月が経過したが、潜水艦の怖さはいまだに忘れられない。オーストラリアに移住した理由の半分は、潜水艦が活躍するヨーロッパの海が嫌だったからだ――残り半分は金の問題と、スト破りのツケを払わされたためだが。

「船長、船団指揮官からです」

　航海士のアリョーシャが、先頭を行く貨物船からの発光信号を読む。人件費の関係で、この船では一族の男が幾つもの仕事をこなさねばならない。

「タスマニアの速力が遅いって、言ってますけど？」

「タスマニアはいいかげん婆さんなんだ。そうそう無理ができるか……まぁ、いい」

　そう毒づくとバビロフ船長は伝声管に叫ぶ。

「ドミトリ！　速力を上げろ！　一四ノットを維持するんだ！」

「一四ノットを維持しろだと！　またあの糞ったれの指揮官か！　タスマニアのボイラーを破裂させろってのか！」

「破裂させないで速度を出すのが、機関長の仕事だろうが！」

「そんなこと言ってもよう……」

「いいから、何とかしろ！　お前が長男だろう！」

「わかった、何とかするよ！」

　貨物船タスマニアは第一次世界大戦当時に建造された老朽船だった。機関もタービンではなくレシプロエンジンだ。

　唯一の救いは釜が石炭焚きではなく、重油燃焼式であることだった。さすがに石炭では経済性が悪いので、前の持ち主が釜を交換したのだ。

　とはいえ、機関そのものは古いままだ。一四ノットは貨物船タスマニアにとってほとんど最高速力に近い。

　船団は五隻。その中には貨物船タスマニアより遅い、やはり老朽の貨物船エンゼルがあるので、彼女だけが船団の足を引っ張っているわけではないのだが、お荷物になりつつあるのは確かだ。

　他の高速――相対的な意味でだが――貨物船には米兵なども乗っているが、貨物船タスマニアともう一隻の老朽貨物船エンゼルには兵士は乗っていなかった。

　人員の補充よりも物資の補充が優先されたのと、誰だって、このあいだまで石炭を焚いていた老朽レシプロエンジン貨物船より、タービンで動く小奇麗な貨物船の方がいい。タスマニアも、いまでこそ石油を燃やしているが、石炭時代の名残は濃厚に残っていた。あちこちが煤すす

 けているのである。

　貨物船タスマニアは、それでもなんとか一四ノットを維持していた。船長の足元からは、機関部の振動が伝わってくる。レシプロ機関だけに、その辺あたり

 はしかたがない。だが貨物船エンゼルは無理が利かないのか、タスマニアからさえ離されつつあった。

「船長、駆逐艦だ！」

　アリョーシャが叫ぶ。

「潜水艦かな、船長？」

「督とく
 促そく

 だ。エンゼルに速度を出せってな。あの婆さんに一四ノットも出せってのか」

「しかたがないよ、船長。我々は一刻も早くガダルカナル島に物資を届けなければならないんだ」

「ガダルカナル島の将兵のためにか」

「そうだよ、船長」

　貨物船タスマニアはガダルカナル島への緊急補給物資輸送のための船団に参加していた。

　貨物船が五隻というのは、物資の手配の問題もあるが、大半の船主が、日本軍航空機が連日の攻撃を行なっている地域への活動を渋っていることにもある。

　アメリカには商船法という法律があり、有事には商船隊は海軍の指揮下に編入されることが定められていた。

　だが貨物船タスマニアはオーストラリアの船である。安全保障上の問題からアメリカに恩を売っておきたいオーストラリア政府の考えで、この船団は組織されたのだが、準備不足なのは否いな

 めない。

　最終的には金で解決となったが、日本海軍の潜水艦の噂から躊躇するものも多い。

　そんな中で貨物船タスマニアは志願した。老朽船が優秀商船を差し置いて金になる仕事を受けようと思えば、高いリスクはしかたがなかった。

　政府の思惑がどうであれ、緊急輸送というのは事実なのだろうとバビロフ船長は思う。

　積荷の大半は食料や燃料、毛布といった戦争必需品というより生活必需品ばかりだった。

　つまりガダルカナル島の将兵は、かなり劣悪な生活環境の中にあるということだ。

　ただバビロフはそんな将兵への輸送にアリョーシャが必要以上に肩入れしているように思われた。同じ連合国なのはわかるし、食い物もない状況には同情はするが、どうしてアリョーシャは今回の仕事にいままでになくのめり込むのか。

　そして突如としてバビロフ船長は悟った。この子は海軍に入りたいのだと。いままで商船の世界だけを考えていたが、そう、海軍という世界もあったのだ。

　自分だってアリョーシャくらいの頃に海軍に入ったのではなかったか？　アリョーシャには海軍の夢がある。彼にとってはガダルカナル島の将兵も、あの駆逐艦も他人ではない、未来の同胞なのだ。

　そしておそらくこの補給任務が、アリョーシャと自分の別離を決定づける。バビロフ船長はそんな予感がした。貨物船タスマニアで一生を終わらせる必要はない。それは理解しているが、それでもバビロフは一抹の寂しさを覚えないではなかった。

「船長、駆逐艦の様子が変だ」

　航海士の声にバビロフ船長はウイングに出ると、双眼鏡をその方角に向ける。五隻の船団に駆逐艦は三隻。これらの駆逐艦も何かを運んでいるらしい。島の確保のための重要な装置で、それだけは駆逐艦で運ぶという。何かの精密機器らしい。

　しかし、いま駆逐艦は本来の仕事をするために動いている。波を裂き、疾走している。

「あの動きは……」

　バビロフ船長は既視感に襲われていた。あのような駆逐艦の機動は以前にも目にしたことがある。そう、それは地中海でのことだった。ドイツのＵボートに対して、駆逐艦があんな運動をしていた。

「あの時は、日本海軍の駆逐艦だったな」

　彼がそれを目撃した第一次世界大戦の地中海では日本海軍の駆逐艦部隊が連合国の一員として船団を守っていた。思えば時代や国際環境というものは変わるものだ。バビロフ自身、祖国であるロシアはすでにこの地球上に存在しない……。

　バビロフは駆逐艦の動きから、潜水艦がいると確信した。少なくとも駆逐艦はそう考えている。三隻の駆逐艦が潜水艦を捕捉したと考えているのなら、それはそこにいるはずなのだ。

　しかし、驚いたことに船団指揮官は潜水艦について何も語ろうとしない。ジグザグ運動さえ命じなかった。





　――ジグザグで無駄な時間を食いたくないってことか。





　あの他人をせっつくだけの船団指揮官ならありそうなことだ。奴には奴の都合もあるのだろう。しかし、都合があるのはお互いさまだ。

　バビロフ船長はすぐにブリッジに戻る。そして機関長に伝声管で命じた。

「速力を上げろ！　ボイラーが破裂する寸前まで燃やせ！」

「おい、何を無茶なことを言ってるんだ！」

「マルタだ」

　伝声管の声は一瞬沈黙する。マルタ、それはドミトリとバビロフの間の符丁だった。船は違ったが、あの戦争の時、地中海には機関員としてドミトリも参戦していた。マルタとは地中海のマルタ島のこと。つまりは地中海のあの潜水艦との戦いの日々の意味を二人の間ではもっていた。

「マルタだって、本当か？　ジグザグは？」

「いまここで船団から離れれば、確実に狙われる。それよりも速力をあげてエンゼルとの間を開くんだ」

「エンゼルを敵潜の餌え
 食じき

 にさせようってのか！」

「餌食になると決まったわけじゃない！　駆逐艦が潜水艦と戦っている。だが万が一のことがある。俺たちは生き残るために速力を上げる。それともドミトリ、エンゼルのために俺たちが沈むか？」

「……どのみち俺たちに彼女は救えねぇよ」

「そういうことだ」

　機関長との会話はそれで終わった。

「船長、いまの会話は……」

「お前は舵かじ

 を握ってろ！　いいか、船長には船を守る責任があるんだ。そして家長には家族を守る責任も加わる。パンを食うために楽な方法なんかないんだ」

　アリョーシャは何もいわなかった。ただ駆逐艦と貨物船エンゼルの方を黙って見つめている。エンゼルが遅いのか、ドミトリの頑張りか、貨物船タスマニアとの距離は着実に開きつつあった。

　そしてついに駆逐艦から爆雷が投射された。海面に次々と白い水柱が昇る。爆薬が作り出す衝撃波は、駆逐艦よりも大きく見えた。

　貨物船エンゼルは自分の近くに潜水艦がいることをようやく理解したらしい。だが低速の貨物船にできることは限られていた。停船はできないなら、進むしかない。

　駆逐艦による戦闘は、一度はそれで終了したかに見えた。だが一時間ほどすると、再び駆逐艦が動き出す。

　爆雷の影響を受けたのか、貨物船エンゼルはますます船団から遅れはじめた。駆逐艦はしかし、エンゼルの周辺にはいない。





　――罠をはるつもりか。





　他人のことは言えないとわかっていても、バビロフには口の中が苦くなる気がした。

　自分も含め、どいつもこいつもあの老朽貨物船を日本海軍の潜水艦の餌にしようとしている。ブラジルでは牛の群れをつれて河を渡るとき、弱い牛をピラニアに食わせ、他の牛をその間に渡すという話を耳にしたことがある。いま自分らがやろうとしているのは、まさにそれだ。

　もっとも船団指揮官は違うというだろう。潜水艦をおびき寄せても、貨物船が沈まなければいいではないかと。そしてそれは確かに間違っているわけでもないのだ。

　駆逐艦はそして再び動き出す。すでに三隻で打ち合わせているのだろう。それぞれの駆逐艦は三方向から特定の領域を囲むように接近し、爆雷を投下して行く。遠くはなれている貨物船タスマニアからも爆破の衝撃が感じられるほどだった。

「やったぞ！」

　バビロフ船長は叫んでいた。そして二〇年以上昔の記憶が蘇る。潜水艦が破壊された時の気泡が海面に現れる。重油や乗員たちが生活に使っていたあれこれ、あるいは乗員そのもの……。

　貨物船エンゼルは無事だった。無事ではあったが、バビロフはそれを素直には喜べなかった。沈めばいいと思ったわけではない。ただ、彼女が沈んで自分たちが助かるならそれでいいと思ったのは事実だ。それが彼が素直に喜べない理由だ。

　船団指揮官からは何事もなかったかのように、隊列を整えるよう指示が出る。彼のことを唐とう
 変へん
 木ぼく

 と思っていたが、いまバビロフ船長は少しだけ指揮官という人間がわかったような気がした。









「船団が接近中か」

　鬼頭司令官は先任参謀の成田大佐に、通信文を回す。

「攻撃は？」

「ガダルカナル島は中止だ。攻撃すべきはこの船団だろう。敵の兵ひよう
 糧ろう

 を断てば、敵は降伏するはずだ。少なくともこちらの攻撃には有利だ」

「まぁ、ガダルカナル島に向かっているわけですから、目標の変更もさほど問題にはなりませんか」

「そういうことだ」

　鬼頭司令官は第三戦隊の雲龍と天城が、ガダルカナル島攻撃の準備に入っている時に、その通信を傍受した。もっとも、いつものように空母雲龍は若干の駆逐艦を伴うだけで、空母天城とは一〇〇キロ以上離れている。

　ガダルカナル島の建設工事は、先に行なった第三航空戦隊と第五航空戦隊による徹底した空爆で頓挫したかに見えた。だが米軍は諦めてはいなかった。工事を中止している風を装いながら、密かに補給を受け、新たに飛行場建設を行っていたらしい。

　しかし、それも海軍の決死隊――が具体的にどんなものなのかは鬼頭も知らない――による敵施設の爆破と偵察により、再び頓挫することになる。詳細な偵察による敵航空基地の配置が明らかになったことで、再び陸攻隊による大規模爆撃が行なわれたのである。

　その間、第三航空戦隊と第五航空戦隊は何をやっていたかといえば、米空母の捜索であった。

　ガダルカナル島の攻撃の仇を打つかのように、米空母部隊によるムンダの空襲が行なわれたのである。

　撃墜機の調査で、それは空母エンタープライズの艦載機であることが明らかになった。ただムンダの建設工事が陸軍設定隊により行なわれていたため、海軍第四艦隊司令部にこの報告が届くのが遅れ、空母部隊は大規模な索敵を行なったにもかかわらず、空母を発見するには至らなかった。

　ここで連合艦隊は第五航空戦隊に対して、トラック島に戻るよう命令するとともに、第三航空戦隊には敵空母部隊の捜索を続行するよう命じていた。

　鬼頭少将は、米海軍にとっては戦争を起こした悪魔のような男となっていた。それがわずかの兵力で索敵を行なっているとなれば、空母エンタープライズは必ず現れる。第三航空戦隊は米海軍に対する囮おとり

 であった。

　この構想の元に、第五航空戦隊はトラック島にはもどらず中間地点で即応態勢に入っていた。もしも敵が現れたら、四隻の空母の航空隊により鎧がい
 袖しゆう
 一いつ
 触しよく

 で敵空母を粉砕する……はずだった。

　だがこの構想は完全に裏目に出る。あろうことか空母翔しよう
 鶴かく

 が米海軍潜水艦の雷撃を受け、沈没はしなかったものの小破し、日本に戻っていた。残っているのは瑞ずい
 鶴かく

 のみ。空母の分散策により翔鶴を雷撃した潜水艦は瑞鶴を攻撃することはできなかったのだ。

　この雷撃で米海軍も、第三航空戦隊は囮であることを悟ったらしい。ムンダに対する奇襲攻撃は、空母翔鶴雷撃の混乱の最中にさらに一回あっただけで、それ以降は米空母の活動は嘘のようになくなっていた。ムンダへの最後の奇襲攻撃は、撤退する空母エンタープライズが行きがけの駄賃に行なったものと思われた。

　しかし、これにより第三航空戦隊の二隻の空母は、行動に大きく掣せい
 肘ちゆう

 を加えられた。ムンダを防衛するため、空母二隻がニュージョージア島から動けないまま、臨時の航空基地的な存在となったためだ。

　これもまた第三航空戦隊を囮とし、敵空母を誘い出す意図によるのだが、空母瑞鶴の存在が知られている中で、敵空母はやはり動かなかった。

　それが空母部隊に確信できるまで、ガダルカナル島は陸攻隊による攻撃のみ行なわれていた。

　そして、どうやら米空母は逃げたと思われたいま、第三航空戦隊はガダルカナル島攻撃に向かおうとしていた。

　前回同様、陸攻隊の攻撃終了後に第三航空戦隊が奇襲をかける。ガダルカナル島の米軍にすでに余力はなく、ここであと一押しすれば敵は降伏なり撤退するはずだった。

　その攻撃を行なおうという矢先、船団を発見したという報告があったのだ。

「貨物船が五隻、駆逐艦が三隻。五隻の貨物船のために駆逐艦三隻とは、ずいぶんと厳重な警護だな」

「そうとも限りませんよ、司令官」

「なぜだ先任？」

「数学の問題で読んだことがあります。船団の船の数を一〇で割って、それに三を足した数が船団を護衛するための護衛艦艇の最適な数だそうです。五隻の船団なら駆逐艦三隻は適切でしょう」

「そういうものか」

　成田大佐はそういう男だった。物事をなんでも定量的に考えようとする。参謀としてはありがたいと、鬼頭は思っていた。

「だいたいの位置はわかったが、続報はないのか？」

「発見したのが潜水艦ですから、もしも潜航中であれば続報までには、しばらく時間がかかると思います」

「待っている暇はないか」

　結局、潜水艦からの続報は入らなかった。そして船団発見が、その潜水艦の最後の報告となった。三ヶ月後、その潜水艦は艦籍を抹消される。しかし、それをこの時点で知る者はいない。

　鬼頭はすぐに空母天城に計画変更を伝える。

　二隻の空母の航空戦力は現場手前で合流し、船団を襲撃する手はずになっていた。

　第三航空戦隊は戦闘機と艦攻だけの編成であったが、魚雷は搭載していない。もともと弾着観測のための空母として建造された名残だった。それには制空権確保のための戦闘機と、索敵と攻撃戦力になる艦攻だけあればいい。

　そういう意図で建造されてるから、魚雷庫の類もない。雷撃を可能とすれば、空母の改造も必要になった。さらに言えば、日本の航空魚雷生産数の関係で、一航艦が優先されるということもある。いろいろな面で、彼らは空母部隊としては異色の存在だった。

　このため第三航空戦隊は対艦攻撃となれば水平爆撃しか手段はなかった。爆装した艦攻が艦船の後に飛び立って行く。

「先任、潜水艦の報告が正しいとして、敵空母はこの海域に本当にいないかもしれないな」

「なぜですか、司令官？」

「米軍にとって彼らは重要な船団のはずだ。本当に空母がいるのなら、空母の護衛くらいあってもいいだろう。しかし、そんなものは発見されていない。問題は……」

　鬼頭は海図で敵船団との位置関係を確認する。

「問題はむしろ陸攻隊にある」

「陸攻隊に？」

「ガダルカナル島は、ラバウルから攻撃可能な範囲の限界近い遠距離にある。このため攻撃できる時間が決められてしまう。ラバウルに明るいうちに帰還しようとすれば、出撃可能な時間も限られる。

　この船団の位置関係からすると、ガダルカナル島には夕刻に到着する。陸攻による攻撃の心配はない。もっと大規模な船団なら我々にも気づかれるが、この程度の船団だったら密かに補給が可能だろう。気取られない規模としては最大というところか」

「時計のように正確に動くというのは、戦場以外では美徳なんですがね」









「敵編隊が接近してきます。距離推定五〇マイル！」

　アリョーシャ航海士は、船団指揮船からの信号を読み取った。家族経営なので一人が何役もこなさなければならなかった。通信もアリョーシャの担当だ。航海長はアリョーシャの父にあたるが、バビロフは妻の弟である父親よりもアリョーシャの方をよほど信用していた。もっとも妻の弟の名誉のために付け加えれば、航海長の料理は美味かった。なので貨物船タスマニアにはコックはいない。航海長は厨房だった。

「五〇マイル先から敵編隊が接近してくるのがなぜわかる？」

「新兵器が嚮きよう
 導どう

 駆逐艦に装備されているそうです」

「嚮導駆逐艦の新兵器が敵編隊を捉えたってのか……」

　バビロフ船長には新兵器がどんなものかはわからなかったが、アリョーシャはその正体をある程度理解しているようだった。だからこそ、その情報を信用できるのだろう。ならば自分はアリョーシャを信用しよう。

「だが、敵編隊がきたといっても、どうする……」

「対空戦闘準備を命令しては？」

「対空戦闘準備か……」

　さすがにアリョーシャの前でそれを鼻で笑いはしなかったが、バビロフ船長にはこの軍人志望の甥にいささか危うさを感じた。貨物船タスマニアの対空兵装なるものは、機銃が一丁に高射砲が一門。

　高射砲といっても、この老朽貨物船に最新鋭の高射砲などない。そもそもそんなものは載らない。最新の高射砲は射撃盤やら何やら大砲以外の装備も多い。だからタスマニアに載っている高射砲は旧式だった。

　もともとイギリスのもので、バルーン砲とかなんとかいうらしい。名前からして、飛行機と撃ち合うというのは大間違いな代しろ
 物もの

 だ。

　それでもアリョーシャには対空火器の大砲であり、高射砲はそういう名前である以上、どれも高射砲なのだろう。

　アリョーシャは自分と違って戦争を知らない。そんな甥を本人の望むままに海軍に送り出すべきだろうか。バビロフは思う。しかし、それは詮せん

 ない考えだった。自分がどう思っていようと、アリョーシャは自分の道を進んで行く。自分がそうであったように。

　それに考えてみれば、こんな心配は馬鹿げている。世界の軍隊に入る若者の大半は、戦争を知らないのだ。否、知らないからこそ志願できるのだ。そして戦争が何か知ったときには、それが終わるまでそこから降りることはできない。しかも、いまの戦争は軍人であるかどうかは関係ない。いまの自分たちのように。

「対空戦闘準備！」

　バビロフ船長は命じる。手の空いた数人の乗員が機銃や高射砲にとりつく。こんな兵装で敵襲にどれだけ耐えられるか。

　アリョーシャはしかし、自信があるようだった。商船に機銃と高射砲というのは、かなりの重武装だと何かの本で読んだらしい。

　だが「重武装」と「商船としては重武装」では、意味するところはまるで違う。その違いをアリョーシャはそれほど大きなものとは思っていないのだろう。それはそれでかまわない。いまこの戦場で貨物船タスマニアの責任者は船長である自分だ。

「ドミトリ、そっちに重油かなにかあるか？」

　伝声管からはすぐに返事が届いてきた。

「馬鹿か、釜の近くに石油なんか置けるか！」

「でも、重油燃やしてるんだろ！」

「柄ひ
 杓しやく

 でボイラーに重油流してるんじゃないんだぞ、あるかそんなもんが！　タンクからボイラーにつながってんだ！」

「じゃあ、この船にすぐ使える燃料はないのか？」

「すぐ使える燃料だと……船首クレーンの発電機のガソリンじゃダメか？」

「あっ、それがあったか。ありがとよ」

「お前が礼を言うなんて珍しいな。何かあったのか？」

「大したことじゃない、敵編隊が接近してるってだけだ」

　そういうとバビロフは伝声管の蓋を閉めた。そして非番の人間を召集し、自分の計略を部下達に伝える。

「対空火器は、船長？」

「アリョーシャ、船長というのは最悪の事態も考えておく仕事なんだ」

　彼らが最悪の事態に備えている間にも、日本軍機は接近していた。三隻の駆逐艦は貨物船団の前方に横一列に並び、日本軍機を待ちうける。

　日本海軍の駆逐艦の対空戦闘能力が「たしなむ程度」であるのに対して、米海軍の駆逐艦は対空・対水上に対応した両用砲を用いていた。両用砲くらい日本の技術でも開発できたが、駆逐艦運用に対する考え方の違いから、両用砲開発へのモチベーションは必ずしも高くなかった。

　米海軍の駆逐艦の三隻掛ける五門の計一五門の対空砲がレーダーの捉えた編隊の方角を向く。レーダーはあくまでも対空見張り専用で対空射撃レーダーではない。しかし、射撃盤も装備し、その対空戦闘能力は高かった。

「はじまった」

　貨物船タスマニアの高射砲はいつでも砲撃できるようになっていたが、戦闘はそれより前の駆逐艦から始まっていた。バビロフ船長はそれまで駆逐艦をそれほど大した軍艦とは思っていなかった。

　だが彼の知っているのは第一次世界大戦の駆逐艦でしかなかった。石炭を焚く小さな軍艦と、電子装置を満載した今日の戦闘兵器とではまったく違っていた。

　一五門の主砲がつくりだす弾幕は貨物船から見ても印象的だった。駆逐艦の周囲は次々と放たれる砲弾の茶褐色の煙に包まれつつあったほどだ。

　いよいよ日本軍機が攻撃をはじめた。これだけの弾幕にも関わらず、撃墜される機体はない。

　攻撃機らしい機体がＷ字型の編隊を組むと、船団上空で爆弾を投下する。彼らは駆逐艦を攻撃する素振りをまったく見せなかった。この戦闘で何が重要か、敵は理解している。

　爆弾は単縦陣を組む貨物船の真上に投下された。周囲に爆弾が落下し、水柱が昇る。そして命中弾が出た。二番目と三番目の貨物船に爆弾が命中したのだ。爆弾は六〇キロ程度の小さなものだったかもしれない。

　だが命中の瞬間、船体の一部が吹き飛び、そこから火災が発生した。

　攻撃機はそのまま通過する。爆弾投下が終わったのだろう。その後始末は戦闘機が行なうらしい。一群の航空機が急降下を始めた。

「よし、いまだ！」

　バビロフ船長の声とともに、甲板に並べられたマットレスに火が放たれた。ガソリンを染み込ませてあるマットレスは激しく燃え、煙を噴き出す。もちろん船に延焼しないように準備はしてあるが、黒煙は本当の火災を思わせた。

「これで騙だま

 されてくれればいいが……」

　船長以下、すべての乗員がそう思っていた。自分たちの生命の問題だけではない。この船は一族の共有財産なのだ。

　願いは天に通じたらしい。戦闘機隊は明らかに老朽船で、炎上している貨物船タスマニアを素通りしていった。弾薬の無駄だとでもいうように。

「船長、高射砲の射撃を止めるんですか！」

「航海士、奴等にはこの船は死んだものと思わせるんだ！」

「しかし、他の貨物船が……」

　アリョーシャの指さす先には、同じ老朽貨物船のエンゼルの姿があった。次々と戦闘機からの機銃掃射を受け、船体からは火災が発生し、積荷に引火していた。しかもそれを消火しようという船員の姿はなかった。

「エンゼルはもう救えない」

　バビロフ船長は努めて冷たく言い放つ。航海士に現実を教えるかのように。

「他の三隻もそうだろう。おそらく、いまほとんど無傷なのは、このタスマニアだけだ。わかるか、ガダルカナル島の将兵に食い物と毛布を与えられるのは、この船だけなんだ。奴等を飢えさせたくなければ、俺たちは沈むわけにはいかないんだ」

「船団の仲間を見捨てることになるかもしれないのに……」

「誰かを救おうとすれば、誰かが犠牲にならなきゃならないんだ。それが戦争ってもんだ」

　戦闘機隊はすべての貨物船が炎上し、一部は沈みかけていることを確認する。彼らは第二次攻撃隊の必要はないことを通知したが、むろんそれはバビロフ船長の知らぬことだ。ただ船団の実状を見れば、敵がもうこないのは明らかだった。

　それから二時間後、三隻の駆逐艦は一隻の老朽貨物船を囲むようにガダルカナル島への航行を再開した。他の四隻の貨物船の乗員は、駆逐艦やタスマニアに救われた。それでも半数近い人間が命を失った。

　救助された船員の中には、数時間後に息を引き取ったものや、ガダルカナル島まではもちそうにない者もいた。アリョーシャは航海士として、救助した人間に向かいながら、この現実に対して何も口にできなかった。話すべき言葉を彼は見つけられなかったからだ。

　バビロフ船長もあえて声をかけたりはしない。これはアリョーシャの問題だから。問題が発生したのは機関室だった。

「釜がおかしい。圧を下げないと動かなくなるぞ」

　無理が祟たた

 ったのか、ここにきて貨物船タスマニアの機関部が不調を訴えはじめた。わからないでもない。調子が良いときでも一四ノット以上出すのは難しい老朽船で、一四ノット以上を出しつづけてきたのだ。

　バビロフ船長は機関の不調を駆逐艦に移った船団指揮官に知らせ、一〇ノット以上は出せないと告げた。何か文句を言ってくるかと思ったが、意外にも船団指揮官は一〇ノットでの航行を認めた。一隻だけの貨物船では船団を乱すも何もないだろうし、現状では駆逐艦は貨物船タスマニアに合わせるより他はない。

　バビロフ船長にとって気がかりなのは、当初は夜間に到着するはずの予定が、どうしても午前になってしまうということだった。

　この場合、島で敵の攻撃を受ける恐れがある。

　しかし、いまさら引き返すわけにもいかない。何よりも、この物資を運ばねばならない。この船の物資をガダルカナル島の将兵は待っているのだ。

　幸いにも夜間は穏やかだった。日本海軍の潜水艦が襲撃してくるということもない。夜は静かに更け、そして未明になり、朝となった。

　貨物船タスマニアは何とか一〇ノットを維持していたが、明るくなっても洋上を航海していた。

　島影が見え始めたのは九時を回ってから。島に到着できるのは一〇時頃になろうかと思われた時だった。

　船団指揮官から再び通信がある。敵機がガダルカナル島に接近中だと。しかも編隊でかなり近いらしい。

　昨日の航空隊はもっと遠くから発見できたのに、なぜか今日は間際まで気がつかないとは。敵機は彼らから見て島の方角から接近する。新兵器は島影に相手がいると発見しにくいのか？

　バビロフ船長は迷った。ここで再び火事の真似をしても、同じ手が二度通用するとは思えない。それに救助者も多いため、甲板で火を起こせば事故につながるだろう。こうなれば駆逐艦の対空火器に頼るよりない。

　だがバビロフ船長の予想は、裏切られた。敵編隊は船団ではなく、ガダルカナル島そのものを攻撃し始めたからだ。双発の爆撃機は島の上空で爆弾を投下する。

　攻撃はすぐに終わった。

　しかし、爆撃機の一部はラバウルに帰還しなかった。

　それらは爆弾を投下し終えると、低空を飛行し、そのまま貨物船タスマニアへと接近しはじめた。

　どういうパイロットが操縦しているのか、双発爆撃機は信じられない低空飛行を続けると、貨物船に機銃掃射をかけはじめた。機銃としてはかなり大型の口径かもしれない。銃弾は貫通ではなく炸裂し、こんどこそ本当に火災を起こしはじめた。

　救助された船員もおり、消火作業の手は不足していないが、機銃掃射による負傷者もでる。

　そこでようやく駆逐艦の主砲も動き出した。

　襲撃してきた双発爆撃機は三機。それらは銃弾を撃ち込むと通過する。そのうちの一機が駆逐艦に食われ、海面に激突した。銃撃はそれで収まった。火災も鎮火しつつある。だが……。

「駄目だ！　機関部をやられた！」

「機関は動くか！」

「釜は何とか無事だ。だが補機がやられた。浸水もとまらん！」

　伝声管からはドミトリの悲鳴が聞こえた。バビロフ船長はブリッジから前を見る。そこには呼べば返事が聞こえるほどのところにガダルカナル島がある。

「ドミトリ、機関を動ける状態にしたら、すぐに上に上がってこい！」

「タスマニアを捨てるのか？」

「この婆さんを休ませてやる時期が来たってことだ！」

　船長はアリョーシャに命じて救命ボートの準備をさせ、自分が直接舵輪を握った。

「ともかく余計な人間は下ろせ！」

「船長、どうするんです？」

　アリョーシャにバビロフは言う。

「座礁させる！　そうすれば沈没だけは免れる。火事は収まった。積荷は無事だ。ならボートなり筏いかだ

 で運んでやれ。島の連中に腹一杯パンを食わしてやるんだ」

　アリョーシャはすべてを理解すると、上がってきたドミトリらと協力し、救助した船員から順番に脱出させた。すぐに駆逐艦がその応援にやってくる。

　浸水はかなりひどくなっていた。速力は急激に低下し、惰性で進んでいるような状態だ。それが良かったのかもしれない。

　バビロフ船長が覚悟したよりもわずかな衝撃で、貨物船タスマニアは浅瀬に乗り上げた。船首と船尾の水平は保てなかったが、うまい具合に左右の水平は何とか維持できた。物資の移動作業をするのに、これはありがたい。

「終わったか」

　バビロフ船長は舵輪から手を離し、ブリッジに出る。そして彼は周囲のボートや対岸から自分に向けられた歓声を耳にした。ガダルカナルの米軍は、いま補給物資を手にした。





　




六章
 　襲撃と喪失












　伊号第一七一潜水艦の日下くさか

 潜水艦長は艦橋からの光景に、それが問題の獲物であることを確信した。

「船団だな」

「どれくらいでしょう」

　哨戒長で水雷長である渡わた
 部べ

 大尉が問う。

「正確にはわからないが、一〇隻前後だろう、護衛艦艇も含めて」

「小規模ですね。さしものアメリカも、さすがにソロモン諸島では大規模船団を組織できないのでしょうか？」

「いや、そうではあるまい。貨物船ならアメリカには腐るほどある。積荷については言うまでもない。

　ただガダルカナル島向けの船団を必要以上に大規模にはできまい。港湾施設もろくにないのだからな。揚陸もできないまま停泊していれば、我が軍の航空機にやられてしまう。それを考えれば、小規模船団にならざるをえないだろう」

　日下潜水艦長は、ガダルカナル島を廻めぐ

 る米軍の補給をそう見ていた。それは全体の中では少数意見ではあったが、彼は自説に自信を持っていた。だからガダルカナル島を廻る戦況について楽観していた。

　小規模船団しか編成できないなら、大量の物資は運べない。米軍が日本軍より有利な物量という武器を、彼らは使えないわけだ。そして量でなくて質であれば、日本軍の勝ち目は大きい。

　兵士に日本軍の一〇倍の物資を供給することは、アメリカなら可能だろう。しかし、兵士一人の能力でアメリカ軍が日本軍の一〇倍勝っているなどありえない。故に敵の物量を封じることこそ、日本軍の勝利の鍵と彼は考えていた。

　そのためには潜水艦をこの方面に集中し、徹底した交通破壊を行うべき。その意味で彼は軍令部のＭＩ作戦やＦＳ作戦といったものには批判的だった。手間のかかる飛行場建設よりも、伊号潜水艦のような高性能潜水艦をもっと積極的活用すれば、交通遮断は可能なはずなのだ。

　もっとも、それをいまここで言っても詮のない話なのは、日下も重々承知していた。すでに作戦は航空機中心で動いているのだ。

　それでも潜水艦が戦果を上げるなら、軍令部も耳をかすだろう。

　彼はそのためのチャンスをこの小船団に認めていた。

「護衛戦力はどの程度のものでしょうなぁ」

「さぁ、先日の船団は貨物船五隻に駆逐艦三隻だった。それが壊滅的な打撃を受けたからな。護衛艦艇は増えていると思うがな」

「巡洋艦くらいつけますかね？」

「俺ならつけるな。兵力の逐次投入が愚作なのは、彼らにだってわかっているはずだろう」

　日下潜水艦長は、船団を発見したものの、すぐには通報しなかった。

　敵情が不明というのが表向きの理由。じっさいその船団の位置はいささか腑ふ

 に落ちない面もある。コースが西に偏りすぎているのだ。そうとわかっていなければ、それはガダルカナル島に向かっているのか、ニュージョージア島に向かっているのか即答はできまい。

「なんで、こんなに西に寄ってるんでしょう？」

「おそらくオーストラリア北部やニューギニアの航空基地の支援を受けるという意味があるんじゃないか。それにあえてこうして迂回すれば、哨戒網にかからないことも期待できる。我々にしたところで、哨戒区域に移動中に敵に出くわすとは思わなかったからな。

　あと、考えられるとすれば」

「考えられるとすれば？」

「時間調整かもしれん。敵だってガダルカナルには夜間に到着したい。しかし、老朽貨物船が足を引っ張れば、航空機が活動する真っ昼間に到着ということにもなりかねん。それを避ける意図があるのかもな」

「なるほど」

　そんな可能性を口にしつつ、彼は状況をはっきりさせる重要性を主張する。だが内心ではやはり敵船団にいるであろう、巡洋艦などを撃沈することにあった。

　不思議なことに第四艦隊も船団を攻撃することの重要性は理解し、そのために空母部隊まで出しておきながら、潜水戦隊への命令は不徹底だった。

　哨戒は命じられていたが、商船を積極的に攻撃してよいという命令はない。商船を攻撃してはいけないという命令も出ていないわけではあるが、暗黙の了解というやつで、商船より軍艦が依然として優先されていた。

　わからないでもない。潜水艦用の酸素魚雷は高価な兵器だ。商船ごときで消耗すべき安物ではないという不文律が潜水戦隊内部でもあった。

　すべての魚雷発射管に魚雷を装填してもよいのは戦艦、空母などの主力艦相手のときだけであり、商船などは魚雷一本となっていた。

　それも、可能なら火砲で沈めろという前提があっての話だ。

　伊号第一七一潜水艦は、敵船団を追跡しつつ、その編制を調べていた。

　貨物船は六隻、護衛艦艇は駆逐艦が三隻に巡洋艦が一隻だった。

　軽巡洋艦か重巡洋艦かまでは識別できなかった。というより、『海軍識別要表』に該当する記載がない。

『海軍識別要表』とは、敵国の軍艦が洋上でどう見えるかを記したものだ。日本だけでなく大抵の海軍がもっている。

「もしかすると新型巡洋艦か？」

『海軍識別要表』に限らずこうした識別表は、公開情報の地道な収集と分析で作られていく。だから新造艦となるとデータは少ない。

　たとえばアメリカ海軍の一九四一年一二月発行のMILITARY INTELLIGENCE IDENTIFICATION OF JAPANESE NAVAL VESSELSでも、空母瑞鶴、翔鶴については名前があるだけで、基本的なスペックさえ実態と大きく異なっていた。反面、同じ空母でも鳳ほう
 翔しよう

 あたりになると最高速力も含め、かなり詳くわ

 しい。

　いずれにせよ新型巡洋艦の可能性が出てきた時点で、日下潜水艦長はそれに対する攻撃を考えはじめた。

　潜水艦部隊の実力を印象づけるなら、貨物船より新型巡洋艦だろう。もっとも、任務の趣旨からいえばいささか本末転倒であることは、彼にもわかっている。

　しかし、伊号潜水艦一隻で敵船団の壊滅など、そもそも不可能だ。現状で敵船団を壊滅できるのは、やはり航空機しかない。その点の認識は彼は現実的だ。

　ならば航空隊のために厄介な巡洋艦を攻撃するのは、悪い選択ではない。

　それに、と日下は思う。この重要局面で依然として艦隊決戦の視点でしか潜水艦を見ていないのは、艦隊司令部そのものではないか。

「軽巡だな」

　しばらく敵船団を追跡し、それを観察した結果、日下潜水艦長は相手の正体をそう結論した。口径まではわからないが、連装砲塔を八基も装備した軽巡洋艦だ。砲火力を重視したのか。

「そろそろ連絡するか」

　日下は時計を確かめる。これから通報し、空母部隊が到着するまでの時間があれば、あの軽巡は仕留められるだろう。軽巡を仕留めた頃に航空隊が現れてくれれば、自分たちが有う
 象ぞう
 無む
 象ぞう

 に攻撃される心配はない。

　伊号第一七一潜水艦はわかっている範囲の情報を詳細に無線で報告した。報告を終え、船団に再び接近する。だが状況が先ほどと違う。

「駆逐艦が接近してきます！」

「見つかったか」

　確かに駆逐艦が一隻、急速に接近している。日下潜水艦長はすぐさま部下を艦内にいれ、自分は司令塔で敵襲に備える。





　――しかし、なぜわかった？





　それが日下には納得できなかった。いままで気がつかずに、なぜ今頃。





　――無線傍受か！





　無線電波を傍受することで、自分たちの居場所を知った。彼はそれで納得しかけたが、やはり疑問が残る。無線で自分たちの存在はわかるにせよ、これほど正確に居場所がわかるとは思えない。何かが不自然だ。

　だがその疑問に対する解答を、彼は知ることはできなかった。それはまったく予測できない攻撃だった。

「駆逐艦接近してきます！　新手です！」

「なにっ！」

　聴音員が叫ぶ。日下潜艦長はそこで自分たちが三隻の駆逐艦に包囲されたことを悟った。

　どうやら接近してきた駆逐艦は囮で、別のが反対方向から回り込んできたらしい。聴音員の報告する音源の位置からすれば、そうとしか思えない。

　それはすぐに確認できた。爆雷とはまったく異なる爆発音が、伊号第一七一潜水艦を包む。

「砲撃!?
 」

　伊号潜水艦は潜航しようとしていたが、まだ完全には潜航していない。司令塔は水上に出ていた。それをめがけて砲撃を行なっているらしい。砲弾が炸裂する音が次々と聞こえてきた。

　司令塔が完全に水没したとき、砲弾が命中した。命中弾は最悪の場所、司令塔のハッチに直撃こそしなかったが、それを破壊した。大量の海水がハッチから流入してきた。

　その時点で、ハッチが破壊されたことはすぐにはわからなかった。日下は海水に逆らいながらラッタルにしがみつき、なんとか上に登りハッチを閉鎖しようとした。が、彼が登りきったとき、そこにハッチはなかった。

　大量の海水は潜水艦に流入しつづけ、ついに潜水艦はそのまま海底に没した。

　日下は船団がレーダーで彼らを捉えていたことや、自分たちの位置を通報するまで泳がされていたことを知らなかった。

　潜水艦を仕留め、駆逐艦は船団へと戻って行った。









「貨物船六隻の船団か」

　鬼頭司令官は、潜水艦からの通信を重く受け止めていた。

「なかなか厄介な状況だな。この船団は、一隻残らず沈めねばならん。一隻でも取りこぼすことは許されない」

「失敗が許されない攻撃ですか」

　成田先任参謀も鬼頭に同意する。

「まぁ、失敗が許される任務などありませんがね」

　第三航空戦隊の雲龍と天城は、先のガダルカナル島へ向かう船団の攻撃に関して、その戦果確認に問題が指摘されていた。

　ラバウルの陸攻による航空偵察では、撃沈したはずの貨物船が一隻、ガダルカナル島に座礁していたのが確認されたのだ。

　ラバウルの陸攻隊がその貨物船を銃撃し、稼働不能にしたものの、火災は早期に鎮火され積荷の多くも回収されたと思われた。

　回収されたという根拠は、座礁していたはずの貨物船が横倒しになっていたためだ。つまり内部の積荷が運び去られたから軽くなり、大潮で船体の一部が浮かび、横倒しになったというわけである。

　写真から貨物船の船名が読み取られ、そこから積載量などが割り出された。

　積載量は二〇〇〇トン。大おお
 雑ざつ
 把ぱ

 に言って、一個師団を一日維持するのに必要な物資は六五〇トンといわれている。つまりこの船の物資で、一個師団が必要とする物資が三日は賄まかな

 える。

　もちろんガダルカナル島に派遣されている米軍将兵は一個師団ではない。第四艦隊の見積りでは一個連隊前後ではないかと考えられていた。ということは、一〇日から二週間程度の必要物資が補給されたことになる。

　もちろん数字は推測に過ぎないが、重要なのはこの貨物船一隻を見逃したことで、ガダルカナル島の降伏が半月近く遠ざかったということだ。連合軍ならそれだけの期間があれば、再度の船団派遣を行なえるだろう。

　第三航空戦隊にとって、二次攻撃を行なわずにこの貨物船を見逃したことは、まさに痛恨事であった。

　もっとも仕留め損なった点では陸攻隊もそうであり、なおかつ第四艦隊から第三航空戦隊への連絡もなかったことなど、積荷の揚陸が終わったことそのものは、第三航空戦隊以外の部隊も関わっていた。

　このため関係者が処分されるというようなことはなかった。

　それでも鬼頭らにとって、失点が失点であるのは間違いない。次の船団が編制されるのは明らかであるから、汚名返上はその時となる。そしていまその船団の情報が入ってきたのだ。

「攻撃手順の変更は大丈夫だな？」

「はい、天城にも周知徹底しております。それより、立山で大丈夫でしょうか？」

　立山隊長は空母天城にいた。航空戦隊は空地分離によって、搭乗員らは個々の空母の乗員ではなく、四隻すべての航空機搭乗員、整備員で一つの航空隊という組織だった。

　ただ空母との連絡や調整が必要なので、飛行長という職務があった。通常はその飛行長が戦闘機隊や攻撃機隊の隊長となる。

　立山隊長は、だから必ずしも雲龍にばかり乗ってはいなかった。四隻の空母の間を移動し、個々の空母で搭乗員たちの指導にあたったり、空母への割り振りなどを行なった。

　いま彼は雲龍ではなく、天城に移動していた。

　だから第三航空戦隊は、内部の人間にはあまり違いは意識されないが、四隻の空母の部隊と、それに乗る航空隊の二つの組織で成りたっていた。鬼頭司令官はこの二つの部隊の指揮官なのである。

「立山では駄目か？」

「立山が判断を誤らなければ、ガダルカナル島の現状は違ったものになっていたはずです」

「先任は奴の技量が信じられないと？」

「いえ、立山は責任感の強い男です。それだけに、思いつめてしまうのではないかと」

「だからこそ、奴を出すんだ。ここで奴を外せば、その方が奴には堪こた

 えるだろう。それが立山を駄目にしてしまうかもしれん。いま必要なのは汚名返上の機会を与えてやることだと私は思う」

「……汚名返上の機会ですか」

「我々はこんなことで優秀な指揮官を失うわけにはゆくまい」









　立山中佐は予感というものをあまり信じる質たち

 ではなかった。予感などというのは言い訳に過ぎないというのが彼の考えだった。

　しかし、今回の出撃はどうにも嫌な予感がしてしかたがなかった。

　迷信深いわけではない。そうではなく米軍の動きに違和感を覚えたからだ。

　それが何かわからないことが、彼の嫌な予感の原因だ。

　そこまでは自分でも分析できたのだが、肝心の違和感の原因がわからない。

　それでも時間になれば、出撃しなければならない。

　ふと、嫌な予感のもう一つの原因に彼は気がつく。今回は前回の失敗を反省し、出撃手順が変更されていた。

　いままでは空母雲龍と天城から半分の航空機が出撃し、途中で合流する手順となっていた。途中で合流というのは航空兵力の集中のためだが、各空母から半分の出撃というのはカタパルトのない日本空母の構造による。

　今回はこれを改める。

　護衛艦艇は相手にしないという前提で、それぞれの空母から半分の航空隊が時間差をおいて出撃し、敵の輸送船団を攻撃する。そして戦果に関わらず、敵船団に四回の攻撃を加える。

　前回の攻撃では、問題の貨物船は火災を偽装したか、あるいは航行のなかで鎮火に成功したらしい。そして第三航空船隊は炎上する貨物船にすっかり騙され、その航行を許してしまった。

　今回の手順はその反省によるものだ。最初は戦果確認を行なうため、低空で艦船を確認するという案が出された。

　しかし、低空飛行は高度な技量が必要で、戦果確認も同様であることを考えると、二つを同時にこなすのは困難と思われた。

　さらに、万が一にもそれが欺ぎ
 瞞まん

 であった場合、低空で接近するのは撃墜してくださいと自ら名乗るようなもの。低空での戦果確認はリスクの割には得られるものが少ないと思われた。

　そこで相手が貨物船ということと、航空機発艦の制約から、個々の空母から半数が出撃し、総計四回の攻撃を加えるということとなった。

　敵も四回も攻撃するとは思わないだろうから、偽装をしても浮いている限りは四回のうちどこかで沈められるという考えだ。

　これは多分に護衛艦艇の対空戦闘能力にも影響されるのだが、今回のように駆逐艦三隻と新型とはいえ軽巡洋艦一隻なら問題はないと思われた。

　攻撃手順は天城から第一波と第二波、第三波と第四波は雲龍からとなった。同じ空母から連続した方が時間調整は容易だからだ。立山はこの中で第一次攻撃隊の殿しん
 軍がり

 で出撃し、第二次攻撃隊とともに戻る予定だった。指揮官として戦果確認をできるだけ行なうためだ。

　このため空母雲龍に比べ、空母天城は敵船団に接近するようにしていた。これは立山ができるだけ長時間現場に止まれるようにすることを意図していた。

　出撃は立山の悪い予感を嘲笑うかのように、きわめて順調だった。何の手順のミスもなく、第一波の一次攻撃隊は時間通りに発艦し、集結し、出動した。





　――やはり、予感などに根拠はないか。





　立山隊長は船団に向かう編隊の動きに、自分の弱気を笑った。あるいは疲れていたのかもしれない。そんなことを思ったりもした。

　やがて問題の船団が見えてきた。

「ほぉーっ」

　船団の陣形は前回とはずいぶん違っていた。

　前回は駆逐艦が船団の前方に横に広がり弾幕を作った。

　だが今回は違った。六隻の貨物船を三隻二列のまとめ、四隻の艦艇がそれを取り囲むようにしている。前回の戦闘で反省したのは、第三航空戦隊だけではないようだ。

　第一次の攻撃隊はざっと二一機。攻撃機が一二機に戦闘機が九機。水平爆撃を万まん
 遍べん

 なく行なっても効果は低い。このため爆撃は特定の船舶に重点を置いて行なうこととなった。他の船舶は戦闘機が機銃掃射をかける。

　艦攻がこうして攻撃をかけようとしたとき、対空戦闘は始まった。

「なんだあの軽巡は！」

　伊号第一七一潜水艦より連装砲塔八基という報告を受けたとき、第三航空戦隊でその意味に気がついた人間はいなかった。

　その軽巡は主砲をすべて高角砲にした防空巡洋艦アトランタであった。

　その高角砲の数は通常の巡洋艦の倍であり、なおかつ射撃盤も二基装備していた。つまり一つの目標に対して八門の高角砲を同時に二つ向けられるということである。

　爆撃態勢にあった艦攻は、この軽巡洋艦アトランタに、いわば奇襲を受ける結果となった。予想以上の激しい対空火器が艦攻を襲う。一機がまず翼を破壊され、墜落した。

　これにより一二機の艦攻の編隊は一一機になり、なおかつ対空火器を回避するため編隊の姿も乱れた。爆弾はなんとか投下されたものの、この状態では命中するはずがなかった。

　それでも一発の六〇キロ爆弾が、狙われていた貨物船とは別の貨物船に命中した。いずれも物資を満載していた貨物船だけに、爆弾の直撃には弱かった。火災が発生し、それは致命傷になるかどうかわからないものの、甲板上は急激に火の手が広がって行く。

　しかし、艦攻が与えた損失はこれだけであり、しかも軽巡アトランタの対空火器により、総計で三機の艦攻が失われた。立山隊長の計算は初手から狂いだす。

　それでも彼は残る戦闘機隊に攻撃を命じた。

　爆弾投下のために自由に機動できない艦攻と異なり、戦闘機は機動力が生かせる。なおかつ炎上する貨物船のおかげで、黒煙方向から侵入すれば軽巡の対空砲火を躱かわ

 せる。

　立山隊長は無線機を通じて、突撃を命じた。

　九機の戦闘機はそのまま急降下するように、貨物船を目指した。

　この時、戦闘機は三〇キロの爆弾を抱えていた。急降下は爆弾投下の弾道でもあった。

　そして立山の予想は半分は当たった。黒煙に紛れての攻撃は、さらに二隻の貨物船に爆弾を命中させた。三〇キロ爆弾で船が沈むかどうかはわからないが、当たりどころが悪ければ充分致命傷になる。

　こうして船団の半分の船舶が炎上した。だが零戦も無傷ではなかった。黒煙に隠れられる戦闘機には限りがある。いくつかの戦闘機は、急降下前に照準が合わされていた。しかも急降下は回避行動をとりづらい。戦闘機二機が失われていく。

　立山隊長は目の前の光景が信じがたかった。二一機の航空機のなかで、たった一隻の軽巡により五機の航空機が失われた。損失二五パーセント。甚大な被害だ。

　立山はすかさず、この事実を報告した。だが意見は具ぐ
 申しん

 しなかった。しなかったというより出来なかった。どうすべきなのかがわからなかったからだ。

　この軽巡洋艦を撃沈する算段を立てねばならない。もっともそれでも貨物船にたいする攻撃はできる。それは間違いないだろう。ガダルカナル島戦全体の中では貨物船の撃破こそが重要だ。だが、それは航空隊の犠牲と引き換えにこそ可能であった。

　それに自分たちは対空火器が主砲というような軽巡の存在を知らなかった。しかし、二次攻撃隊以降は違う。自分たちほどの損失は被らないかもしれない。

　いずれにせよ、もはや判断は自分だけではつけられない。

　彼はそれを鬼頭司令官に委ゆだ

 ねた。そして自らは一次攻撃隊に帰還を命じた。ただし、彼だけは戦闘海域上空に残っていた。









「この化け物みたいな軽巡を撃破するとしたら、我々では無理だろう」

　鬼頭は立山からの報告に対して、即座にそう判断した。

「同時に雷撃と爆撃を行なえば、この軽巡は撃沈可能だ。しかし、我々には対艦用の徹甲爆弾も魚雷もない。五航戦、いや空母瑞鶴に支援を要請するしかないな。どうだ間に合うか、先任？」

「間に合いません。空母瑞鶴はトラック島周辺の海域にいます。正確な現在位置までは不明ですが、この戦闘には間に合わないでしょう。間に合うとしたら、船団のガダルカナル島からの帰路でしょう。往路ではなく」

「犠牲を覚悟してでも船団攻撃を続けるしかないのか」

「そうなります」

　アイランドの指揮所から鬼頭は出撃準備中の航空機をみる。

「せめて戦闘機の爆弾を増設するか」

　こうして積載爆弾は三〇キロが二基となる。この作業で第三次戦闘機隊の出撃は三〇分以上遅れることとなった。









　空母天城に戻ろうとしていたのは、艦攻八機、艦戦七機の計一五機だった。五機が撃墜され、立山は残っている。一五機はそのなかの最先任将校に率いられ、天城へと目指していた。

　途中、彼らは遠くを航空隊が移動しているのを見る。第二次攻撃隊の一群だろう。搭乗員の多くは「頑張れ」ではなく、「死ぬなよ」とつぶやいていた。それほど彼らにとって軽巡アトランタの存在はショックだったのだ。

　主砲をすべて高角砲にした軽巡洋艦。

　搭乗員の多くは、その発想に素人くささを感じていた。対空戦闘能力を上げるために、対空火器の数を増やす。単純明快な素人の発想だ。

　しかし、その素人の発想に、自分らは甚大な被害を受けた。

　その時の彼らは、ある種の放心状態にあったと言っても過言ではなかっただろう。

　そこに油断があり、そうした油断は時に致命的な結果を生む。

　彼らは空母天城を水平線の手前に求めたとき、多数の航空機がやはり、そこへ向かっているのを認めた。

「二次攻撃隊か？」

　最初、搭乗員たちはそう思った。しかし、時間や方角を考えるなら、それはありえないはずだった。

「敵襲……まさか」

　だが、他に考えようがなかった。

　信じられないことはまだあった。

　艦攻の一部が、後方上空から銃撃を受けたのだ。完全な奇襲だった。

「つけられていた……どうやって!?
 」

　彼らはレーダーの存在を充分理解しているわけではなかった。しかし、船団の周囲に空母が存在し、彼らが自分たちを監視していたことは明らかだった。

　敵航空隊が空母天城を狙っているのは間違いない。

　戦闘機隊の隊長は、まず空母天城の防衛を命じた。それは確かに賢明な判断であっただろう。だが、それにより八機の艦攻を守るものはなくなってしまった。

　艦攻の隊長も、戦闘機隊の意図は理解できた。空母が沈められれば元も子もないのだ。だから彼らは自分らで敵に対する算段をするよりない。隊長機は無線電話で隷下の艦攻を集結させる。後部機銃で敵戦闘機を迎撃するより他に、彼らには身を守る手段はなかった。

　通常は三機を一つの単位とする海軍航空隊。だから八機というのはいささか中途半端なならびであった。それでも菱形に集結することができた。

　攻撃をかけてきた戦闘機隊は、一〇機前後であった。主力は空母天城を攻撃しているらしい。

　ただ艦攻隊の指揮官は、敵航空隊の隊形に彼らの不慣れさを感じた。編隊に円滑な連携がとられていないように見えたのだ。





　――複数の空母か？





　指揮官はそうした印象を受けた。これは重要なことだった。この近海に米海軍の空母が複数存在する。

　もしもそれらの空母を撃破することができれば、太平洋のパワーバランスは大きく日本有利に傾くだろう。

　可能であれば、自分たちを攻撃している航空隊と、天城を攻撃している航空隊を確認したかった。だがさすがにここからでは天城周辺の敵機まではわからない。

　彼は僚機である戦闘機隊にそれを確認すべく無線を入れるが、戦闘機隊はそれどころではなかった。

　零戦は優秀な戦闘機といわれているが、戦争はけっきょくのところ数の勝負だ。一〇機足らずの零戦では敵攻撃機を防ぎきれるものではなかった。

「回避しろ！　後ろに敵機！」

「援護！　援護を頼む！」

「残弾ゼロ！　残弾ゼロだ！」

「着艦し、弾丸の補充を乞う！　急いでくれ！」

　戦闘機隊からの無線電話はそんな言葉ばかりが飛び交う。すでに会話にさえなっていない。そしてそれは攻撃隊も同じだった。敵戦闘機の数が少ないだけで、危険な状況なのは変わりない。

　それでも戦闘の勝敗はすぐにはつかなかった。後部の七・七ミリ機銃とはいえ、火力を集中した攻撃機には迂闊に接近できないからだ。けれどもそれは勝敗というより、時間稼ぎでしかなかった。

「天城が！」

　攻撃隊の搭乗員たちはその光景に息を飲んだ。すでに零戦隊は数で勝るＦ４Ｆ戦闘機隊にほぼ壊滅状態にあり、攻撃機は悠々と空母天城を攻撃する。

　その雷撃や爆撃の命中精度はそれほど高いものではなかった。大半の爆弾や魚雷が明後日あさつて

 の方向に投下される。しかし、それもまた最終的には数の問題だった。

　ついに爆弾が命中する。もともと商船構造である空母天城は被弾に対して強い構造ではない。

　生存性をダメージコントロールに委ねているからだ。飛行甲板の火災は、発着艦の機体がなかったこともあり、すぐに鎮火された。

　しかし、そこで今度は雷撃を受ける。さらに飛行甲板に爆弾が命中した。

　通常なら、それでもダメージコントロールで火災はすぐに鎮火できるはずだった。補機も生きており、消火ポンプも動く。

　だが敵が圧倒的な制空権を握っているとなれば話は違った。空母天城は対空火器については比較的手薄だ。その間隙を縫って戦闘機隊が飛行甲板に執拗な機銃掃射をかける。

　ダメージコントロールは人間が命。その人間が次々と機銃掃射で倒れては、ダメージコントロールはできない。

　飛行甲板の火災は誰も鎮火できぬまま拡大していく。しかも人間がいないため、応急指揮所にこの事実が伝わらなかった。艦内の応急指揮所は雷撃の損傷を抑えることに忙殺されていたためだ。

　飛行甲板の火災は対空火器の一部を作動不能に陥らせる。そこに敵攻撃機が殺到する。命中率は低くても、命中弾は出る。

　複数の魚雷と爆弾。商船式構造の空母としては、空母天城はダメージコントロールにより善戦したと言えるだろう。

　しかし、沈まない軍艦などこの世にはない。空母天城は炎上しながら急激に傾斜し、沈没しようとしていた。





　――天城が沈む。





　艦攻の搭乗員たちは茫然自失だった。その防備の隙を待っていたかのようにＦ４Ｆ隊が艦攻に向かってくる。最初に指揮官機が撃墜され、編隊はばらばらとなる。急上昇して回避しようというもの、あるいは降下により逃げようとするもの。

　しかし、ここにきてＦ４Ｆ隊も艦攻部隊を鎧袖一触とはいかなかった。まだ戦闘になれていないパイロットが多かったのだろう。Ｆ４Ｆの多くが無駄な銃撃を繰り返したため、銃弾が尽きていたのだ。

　それでも残存機は零戦で一機、艦攻で二機に過ぎない。

「そっちの燃料はどうだ？」

「雲龍までは持たん。そっちは？」

「同様だ」

　戦闘機も艦攻も空戦により燃料を必要以上に消費していた。もとより彼らは船団攻撃を行なって帰路についていた。燃料の余裕は最初から充分ではない。

「どうする？」

「奴ら、戻って行くぜ」

「追跡するか？」

「あぁ、こうなれば奴らの母艦の所在を見つけてやるまでだ」

　二機の艦攻と一機の艦戦は、そうして敵編隊の殿軍について行く。自分たちがなされたことを、今度は自分たちがなすために。





　――敵空母はあの船団の比較的近くに潜んでいたらしい。





　敵編隊を追跡しながら彼らはそのことに気がついていた。ほとんど来た道を引き返すようなコースを敵編隊はなぞっているからだ。

　敵空母部隊がいると考えるなら、船団が不自然に西に偏っていた理由もわかる。

　おそらく敵は空母部隊を奇襲すると同時に、ムンダ空襲も計画しているのだ。

　空母の脅威を取り除けば、後顧の憂いなくムンダを叩ける。これからムンダを叩こうとすれば、日本軍が空母迎撃に動き出すころには夜になっている。空母部隊は安全な位置に避難できる。

　もしもそうであれば、自分たちは危機的な状況に置かれていることになる。彼らはすぐにこの可能性を打電する。敵船団の近くに空母部隊がいる。このことがわかるかどうかだけでも、自分たちの状況は大きくかわるのだ。

　この時、彼らが知らなかったのは米海軍航空隊の編隊も大きく乱れていたことだった。空戦を演じれば、勝った側にせよ無傷では済まない。

　彼らはレーダーでとらえられてはいたものの、米海軍も敵味方識別装置の装備率は低く、天城の残存機三機が敵機であること気付いたものはいなかった。そのため彼らは空母が間近に見えるところまで近づくことができた。

「あれはヨークタウン級空母、二隻だ！」

「なら、ホーネットとエンタープライズか」

　艦攻の風防越しに、二隻の空母の姿が見えた。特徴的なそれはヨークタウン級に間違いない。

　二隻の空母を一〇隻ほどの駆逐艦や巡洋艦が囲んでいる。その配置は方陣と呼ぶべきもので、輪形陣ではなかった。

「ついに見つけたぞ」

　三機は、そのまま空母部隊に接近する。彼らの目的は敵空母部隊の所在を明らかにすることだった。だがそれを発見し、友軍に通報したいま、彼らは為すべき目的を失っていた。

　燃料はすでにどこに行くにも足りない。艦戦も艦攻も爆弾はすでに投下していた。

「じゃぁ、お先に」

　艦戦は僚機にそういうと、急降下をはじめた。

「おい、待て！　何をする気だ！」

　僚機の呼びかけには答えず、艦戦は空母に向かって行く。

　それはあたかも着艦するかのような進入だった。

　米空母も零戦を真正面から見たとき、すぐに敵機とは気がつかなかった。

　そしてそれが敵機と気がついた時には手遅れだった。

　零戦は二〇ミリ機銃も七・七ミリ機銃もあるだけの銃弾を飛行甲板にぶちまけていった。

　機銃弾の幾つかは駐機してある航空機に命中し、それは燃料に引火して爆発、小規模な火災を起こした。

　飛行甲板の上は大混乱に陥った。敵機が友軍機に混じっているということが、一時的に空母部隊を疑心暗鬼に陥らせたのだ。

　空母の対空火器は、敵味方の誤認からたまたま同時期に着陸態勢にあった友軍機を撃墜するものまで現れた。

　空母上での混乱に満足したのか、戦闘機は再度の進入にかかる。すでに弾薬は尽きていた。

「危ない！　ぶつかるぞ！」

　戦闘機搭乗員の意図がわかったとき、空母の乗員たちはそれが信じられなかった。

　戦闘機はヨークタウン級の特徴でもある、巨大なアイランドに向かって進入してきたのだ。

　戦闘機がアイランドに衝突し、爆発した。

　それは空母ホーネットのアイランドだった。戦闘機が衝突したくらいでアイランドが吹き飛ぶことはなかった。

　しかし、それはアイランドが無傷であることを意味しなかった。

　空母の艦長や指揮中枢の人間がそれに巻き込まれることはなかったが、指揮所は破壊され、帰還する機体の収容はかなりの時間麻痺状態になる。

　目先の利くパイロットはエンタープライズへ着艦を試みたが、そうでないパイロットは燃料切れか、強引な着艦で命を落とす。

　とくに後者は事態をますます悪化させ、結果的に他のパイロットも巻き込む形となった。

　最終的にこの混乱が収まるまでに、五機の機体と七人の搭乗員が失われる結果となった。

　艦戦は、ともかくこうして自分の命と刺し違える形で、空母に散った。だが二機の艦攻は別の選択をした。

「燃料が続く限り、ムンダに向かう」

　彼らは艦戦の最期を目の当たりにして、その決心をした。

　艦攻には艦戦と異なり三人の乗員が乗っている。機長にとっては、艦攻の運命は部下の生命と同義であった。

　それだけに機長には熟練搭乗員を可能な限り生還させる義務がある。一時のヒロイズムで貴重な人材を失うわけにはいかない。それが彼の結論だった。

　艦戦の突撃は、必ずしも犬死にとは言い難い面もあった。

　しかし、それは結果論であり、少なくとも艦攻の機長たちは、その結果をこの時点では知らない。

　敵空母発見までは先のことを失念していた彼らであったが、艦戦の最期はそのことを彼らに思い起こさせた。

　艦攻は敵機の迎撃が起こる前に、ムンダに向け飛んだ。

　じつは、彼らの存在は思いがけない大きな影響を空母エンタープライズに及ぼしていた――空母ホーネットのレーダーは零戦の衝突で使用不能になっていた――それはレーダーにとらえた二機の艦攻の向かう先に、他の日本軍空母があると判断したからである。

　このため彼らは艦攻を襲撃するかわりに、そのまま泳がして、索敵機に追跡させたのだ。このため彼らは空母部隊から安全に離れることができた。

「ムンダの設定隊と通信がとれました！」

　通信員が喜びの声を上げる。陸海軍の共通回線が今回の作戦では設定されていた。ムンダとの通信には彼らにとって驚くべき内容も含まれていた。しかし、それよりも彼らには差し迫った問題がある。

「ムンダに緊急物資輸送を行なった貨物船がもっとも我々との近い位置にいるようです」

「貨物船がか！　ありがたい！」

　通信はここでムンダの設定隊から貨物船に切り替わる。これが海軍の傭船であったなら、海軍・海軍傭船で暗号が異なるのであるが、幸か不幸かその貨物船は陸軍設定隊の船舶であり、共通暗号がそのまま使えた。たとえ陸海軍と違っても、同じ軍人同士の方が、同じ海軍に属していても軍人と軍属より情報が流れやすいということだろう。

　艦攻はここで針路を微調整する。そしてついに燃料が尽きた。

　だがそれは予想されていたことだった。すでに艦攻は飛行高度を海面スレスレにとっていた。

　速力も失速寸前まで落としている。速力はかなり低下していたが、対地表効果のおかげで低速でも何とか飛んでいられたのである。むろん細心の注意を持って操縦桿を握ればこそだが。

　米軍の索敵機は、この段階で二機の艦攻の姿を見失っていた。対地表効果が影響するほどの低空を飛ぶなどとは考えてもみなかったからだ。索敵機は日本機を見失ったことを通報する。

　米空母部隊は、その事実の解釈に迷っていた。それはあるいは敵航空機が母艦に着艦したということを意味するのか？　空母エンタープライズはすぐにその方面に多数の索敵機を飛ばした。敵は我の位置を知り、我は敵の位置を知らない。それは放置できない問題だからだ。





　




七章
 　決戦












　立山隊長にとって、船団襲撃の第一次攻撃隊の戦果は必ずしも満足の行くものではなかった。損失ばかり大きく、肝心の船団は撃沈した船舶は一隻もない。ただただ三隻ばかりの貨物船を損傷させただけである。

　だが第一次攻撃隊がまったく無駄であったわけでもないことに立山は気がついた。

　敵はすでに立山機の存在を知っている。彼は一次と二次の攻撃の指揮をとる関係で、愛機には増槽もつけ、なおかつ戦闘時でさえ燃料消費に気をつけていた。

　そのためだろう。船団は二次攻撃が行なわれると言う前提で動かねばならなかった。

　ここで船団にとって予想外だったのは、被弾した三隻の貨物船が、思った以上に船団の足を引っ張る結果となったということだった。

　火災は鎮火したものの、航行に障害を被った船がある。これは船団にとっては大きな問題だった。低速の船を放置すれば撃沈されるのは明らかだ。といって、船団を遅い船に合わせればガダルカナル島到着は大幅に遅れてしまう。

　島で停泊し、揚陸作業を行なっているときが船団にとってもっとも脆弱な場面だ。だからこそ夜間にそれを行ないたいのだが、低速船に合わせると昼間に揚陸作業となってしまう。それはラバウルの陸攻隊には恰好の標的だ。

　ここで船団の指揮官は苦渋の選択を下す。損傷船三隻の中でもっとも損害の大きな二隻を分離し、護衛の駆逐艦一隻をつける。そして貨物船四隻と駆逐艦二隻、軽巡一隻で前進するというものだった。

　それは護衛駆逐艦一隻を伴うにせよ、損傷船の切り捨て以外の何物でもなかった。

　だが立山は敵指揮官の選択を非情と非難するつもりはなかった。これは戦争であり、生存競争だ。全滅を避けるため、弱いものを切り捨てるのは必要なことだった。

　ただ切り捨てるのも、切り捨てられるのも同じ人間という問題は残る。それは矛盾かもしれない。しかし、戦争というより、大きな矛盾の中では、取るに足らない問題だろう。個人の尊厳を問題にしていては、人間を切り捨てることはできないし、それでは戦争はできない。もちろん戦争でも個人の尊厳が尊重される人間もいる。その多くは、他人を切り捨てる側に。

　立山はともかく船団が分離されたことを打電するが、追跡したのは本隊の方だった。分離された低速部隊は、極端な話、明日攻撃しても間に合うだろう。それに雲龍の攻撃隊もある。いずれにせよこちらは後からなんとかなる。重要なのは本隊の方だ。

　立山はそのまま本隊に張り付いた。本隊にとっては立山機は非常に厄介な存在のはずだった。じっさい軽巡洋艦から威嚇のためか、接近すれば即座に砲弾が見舞われた。

　そして第三航空戦隊にもチャンスが訪れる。

　損傷した三隻のなかで、本隊に編入された一隻は、船団の六隻の貨物船の中でも最大のものであった。おそらくは船団指揮官としても、この貨物船の物資は是が非でも運ばねばならなかったのだろう。それに六隻中三隻と四隻では、運ばれる物資の量は半分運ぶのと三分の二運ぶくらいの差になる。

　だが損傷船舶はやはり完全ではなかったらしい。機関か何かのトラブルにより、速力が低下し始めたのだ。

　それは致命的なほどの低下ではなかった。しかし、その一隻の遅れで陣形は大きく乱れた。

　巡洋艦、駆逐艦、三隻の貨物船と、損傷した貨物船とその督促の意味でいるらしい駆逐艦一隻という形で船団が分離しはじめたのだ。

　第二次攻撃隊はまさにこのタイミングで到達した。そしてその時点では、誰が何を攻撃すべきかすでに明らかになっていた。

　軽巡洋艦アトランタにとって、一つの弱点は主砲が一二・七センチ砲であるため、射程も何もかもそれ以上の性能ではなかったことだった。

　戦闘機隊がまず問題の貨物船に機銃掃射を加え、爆撃する。

　先ほどまで火災に見舞われていた大型貨物船は、この攻撃で再び燃えはじめ、さらに火勢は拡大する。

　さらにガソリンにでも引火したのか、大爆発とともに火災が船全体に拡大する。

　駆逐艦は消火作業に当たろうとするが、その駆逐艦もまた機銃掃射の標的となった。さすがにそれで駆逐艦が沈みはしなかったが、消火作業は大きく妨げられた。

　そして今度は残りの航空機が、つまり戦闘機の残りと艦攻が同時に本隊を襲撃する。軽巡洋艦アトランタにとっての誤算は、貨物船が自分の判断で船団から離れるということを十分に考えなかったことだろう。

　護衛艦艇が割られた間隙に戦闘機隊が飛び込んできたことで、一部の貨物船がそれを避けるために隊列から離れた。艦攻が迫っていることは、個々の貨物船でもわかる。水平爆撃に対して密集している状態が危険であるのは子供にも理解できるからだ。

　しかし、艦攻はすぐには爆撃を行なわなかった。攻撃の主軸は、じつは艦戦の降下爆撃にあった。軽巡アトランタの対空火器の傘から出た貨物船は、容赦なく戦闘機の爆撃と機銃掃射を受けることとなる。

　これに対して、駆逐艦二隻が隊列を戻させようとするが、それは逆効果だった。この陣形の乱れは船団全体の対空火器密度を大きく下げた。陣形に穴が開いた形だ。

　すでに爆装した艦戦の数は少なかったが、それでも残りの貨物船を攻撃するだけの数は残っている。

　命中した爆弾は、一発か二発。しかし、ほぼ非武装の貨物船にはじゅうぶん打撃であった。

　軽巡アトランタは闇雲に艦攻を狙ってきた。それで撃墜された機体も一機あったが、それが最後だった。羹あつもの

 に懲りて膾なます

 を吹くわけではないが、攻撃隊は極力この新型軽巡に近寄らなかったのだ。

　軽巡アトランタにしてみれば、それは不本意な戦闘だっただろう。彼らは戦果をあげていたが、船団の貨物船は次々と破壊されていく。

　立山にしても、最初は奇襲を受け、犠牲の割に戦果を上げることはできなかった。

　しかし、何が原因かがわかれば対策のたてようはある。立山は意味もなく船団の上を張り付いていたわけではなかった。

　船団は乱れていたが、四隻の貨物船は駆逐艦の誘導により陣形を立て直しつつあった。だが軽巡の対空火器の傘からはまだ離れていた。

　そしてそこで艦攻隊は水平爆撃をおこなった。すでに多くの船舶が火災に見舞われていたが、その上から爆弾が次々と投下される。

　全体での命中弾は数発に過ぎなかった。しかし、炎上する貨物船にとっては、それは致命的な攻撃となった。駆逐艦も軽巡洋艦も無傷であった。第二次攻撃隊は一機を失った。

「任務はほぼ完了だ」

　立山隊長は、眼下で炎上する船団の姿にほっとした。が、それも通信員の悲鳴にも似た報告を受けるまでだった。

「天城が敵空母部隊の攻撃を受けてます！」

「何だと！」

　直前までの高揚感が一気に絶望感に変わるのがわかった。血の気が失せるというのはこういうことを言うのだろう。

　状況は悪い。それは通信を送ってきたのが空母天城そのものではなく、それと行動を共にしている駆逐艦であったことからもわかる。通信さえ送られない状況に、空母天城は置かれているということだ。

　それはまた、二〇機あまりの航空隊にとって死を意味しているに等しい。無線は全機に装備されている。部下達もまたこの状況を理解していた。

　空母雲龍に向かうというのがもっとも現実的な選択だろう。だが彼は素直にはその選択肢を選べなかった。米空母部隊の所在も戦力もわかっていない。そもそも、どうして敵は天城の所在を把握したのか？

　立山は米空母部隊の攻撃を受けた時間が一次攻撃隊の帰還時間とほぼ等しいことを見逃さなかった。潜水艦か何かで天城の位置を知ったのでは、このタイミングで襲撃できるとは思えない。偶然にしては出来すぎている。

　敵空母の位置や潜水艦の通報時刻などがかなりうまい具合にかみ合わないと、こんなことは起きない。考えられるのは一つ。





　――我々は監視されていた？





　米軍には電波か何かで敵を探知する装置があるという話は、立山隊長も耳にしてはいた。

　もしも敵空母部隊がこの船団の近くで自分たちを待ち受け、その帰路を追跡し、天城の位置を知ったとしたら。自分たちはわざわざ敵部隊を空母天城まで誘導していたことになる。

　タイミングから考えると、それが一番ありえる可能性だ。しかし、このことは立山に重大な事実を突きつける。





　――雲龍には戻れん





　そういう結論になる。

　自分たちが雲龍に戻るということは、敵部隊を雲龍に案内するに等しい。それどころか雲龍との無線通信でさえ、危険を伴った。どうすべきなのか。だがその答えは意外な場所からもたらされた。

　それは空母雲龍からのものだった。通信傍受を恐れてか、内容はごく短い。しかし、その内容は疑いようのないものだった。

「我に続け！」

　立山は部下達に打電すると、鬼頭司令官の命令に従った。









　空母雲龍からの第一次攻撃隊――第三航空戦隊全体では第三波の攻撃――は二四機ある艦攻すべてを投入したものだった。

　当初は艦戦も爆装するという予定で作業を進めていた。それにより出撃は少なく見積もっても三〇分以上は遅れることとなった。

　そこに飛び込んで来たのが、空母天城への攻撃であった。近海に空母がいる。ここで艦戦の爆装は中止された。敵空母が雲龍を襲撃してきた場合、爆装では不利だからだ。そうして出撃はさらに遅れる。

　そこにもたらされた空母天城の沈没。それは単に雲龍のみならず、ラバウルをはじめとして関係する部隊に衝撃をもたらした。

　そして再び状況は動き出す。空母雲龍の攻撃隊は再び編成を変えられた。その結果として、爆弾を抱え、二四機すべての艦攻が出撃を待っている。

「敵空母部隊は二隻か。三隻なら米太平洋艦隊に引導を渡せたのにな」

「司令官、そうはいかんでしょう」

　鬼頭司令官を成田先任参謀がたしなめる。

「敵空母が一隻増えれば、戦力比が大きく狂います。二隻でいいんです、二隻で」

「戦力比か。確かにギリギリだな。我々も雷装の可能性を研究すべきかな？」

「難しい判断ですね。確かに今回のような状況では、雷撃という選択肢がないのは痛い。ですが、司令官、我々に必要なのは、むしろ艦爆では？」

「艦爆か。確かに、艦爆の方が命中率は高いか。だが索敵という観点では、艦攻に分ぶ

 がある。この問題、なかなか厄介だな。いずれにせよ、現状はこの戦力でやっていくよりない」

　鬼頭はこの空母雲龍と長年活動してきた。それこそ、この五年くらいは自宅にいるより雲龍にいる方が長いのではないかと思うくらいだ。それでもいま、この瞬間のように雲龍の飛行甲板が小さいと感じたことはなかった。

　それは、これから向かう相手の大きさの反映なのだろうと彼は思った。

　日本海軍の中でさえ二流の空母と思われてきた第三航空戦隊の空母。それがいま米太平洋艦隊の大型正規空母と真正面から戦おうとしている。

　雲龍は確かに小さく見えた。しかし、鬼頭はそれが自分らの敗北を意味するとは考えなかった。

　雲龍は小さいかもしれない。だがこの部下達なら負けることはない。それは艦長たるこの自分が誰よりも理解している。

「司令官、はじまります」

　成田先任参謀の言葉と同時に指揮所から発艦許可が出る。艦攻が飛行甲板を滑走する。一機、また一機と。

「大仕掛けのはじまりですか」

　成田先任参謀の言葉に鬼頭は無言で頷き、出撃する部下達に向かって帽子を振る。

　自分がいままでやってきた様々なことが、いまこうした作戦の形で戻ってきた。そして彼は改めて感じた。いまここでこうした戦いが可能となったのは、自分一人の力ではないということを。









　第一次、第二次の攻撃により、ガダルカナル島へ向かう船団は甚大な被害を被っている。第三次攻撃隊を率いるのは谷川少佐だった。彼も第三航空戦隊の一員として、空母四隻を移動する立場にあったが、まさかここでこうした戦闘を指揮するとは考えてもみなかった。

　二四機の艦攻は三機一組で四組一二機の編隊が二個という形で飛行していた。その陣形にはもちろん意味がある。これもまた作戦の中の、小さいが重要な要素であった。

「あれか」

　航空隊の前に最初に現れたのは、損傷を受け、本隊から切り捨てられた低速の貨物船二隻と駆逐艦一隻であった。駆逐艦は彼らの接近を知り、主砲を向ける。二群ある艦攻隊の一群はそれらを素通りし、もう一群が二隻の貨物船に爆弾を投下する。

　貨物船は回避行動をとろうとした。しかし、損傷による運動性能の低下は如何いかん

 ともしがたいらしい。ほとんど回避できぬまま貨物船は爆撃を受ける。

　悪いことに貨物船二隻は損傷修理のためか、一隻が一隻に横付けするような位置関係にあった。水平爆撃にとって願ってもない配置である。多数の六〇キロ爆弾が投下され、二隻の貨物船に命中する。数からいえば外れた爆弾の方が多い。

　しかし、六〇キロ爆弾一発でも命中すれば貨物船には深刻なダメージとなる。そして命中した爆弾は一発ではなかった。

　一隻の貨物船は命中ではなく、少し離れた舷側側の海面に落下した爆弾が、そこで水中爆発をおこした。巨大な衝撃波が船体を引き裂き、破口からは大量の海水が流入した。それによる傾斜が隣の貨物船に衝突を引き起こす。

　損傷した貨物船は、どちらも比較的老朽化していた。このため激しい衝撃には耐えられなかった。二隻は文字通り、船体をぶつけ合い、互いに折り重なるように海面下に沈む。

「敵船団の貨物船二隻の撃沈を確認」

　谷川は無線電話にて報告する。貨物船はまだ完全には沈みきってはいなかった。その周囲には爆撃の衝撃で投げ出されたのだろう、船員たちの姿とそれを助けようとする駆逐艦の姿がある。

　一人の人間として、この光景が悲劇であることは谷川隊長にも理解できる。だが、同じ光景は空母天城でも見られたはずだ。国籍が違うことが殺すことの根拠となり、国籍が同じことが助けることの根拠となる。

　だが谷川はそれ以上は、考えないことにしていた。考えてどうなるものでもないし、軍人はそんな問題について深入りすべきではないのだ。自分が傷つきたくなければ。

　第三次攻撃隊はほどなくして、敵船団の本隊と遭遇する。敵船団には四隻の貨物船がいるはずだったが、立山隊長の采配が適切だったのだろう。貨物船は沈みかけた一隻があるだけだった。その周囲には少しでもガダルカナル島に物資を運ぼうというのだろう。駆逐艦一隻が横付けし、クレーンが忙しく動いていた。

　軽巡洋艦アトランタはそれを守るべく砲撃を始める。それは確かに激しいものではあったが、すでに船団の命運が尽きているのは明らかだった。そのためか巡洋艦の砲撃には諦めのようなものが感じられた。

　一つにはすでに爆弾投下を終えた艦攻が、軽巡に対する陽動として働いたことも大きい。二手にわかれた攻撃隊の動きに、アトランタは攻撃目標を絞り兼ねていた。そして一二機の艦攻が爆撃を行なう。

　軽巡アトランタを警戒し、投下高度は比較的高く、命中精度もそれなりに悪かった。が、いまなら一発、二発の命中で致命傷になるのは明らかだった。

　そして命中弾は二発だった。命中率は低かったが、重要なのは一つ。船が浮かんでいるか沈んでいるかだ。

　驚いたことに駆逐艦はガソリンの入ったドラム缶を積み替えようとしていた。それはガダルカナル島にガソリンが欠乏しているためか、貨物船の火災を恐れたかはわからない。

　しかし、この作業中の空襲で積荷のガソリンに引火、ドラム缶は爆発し、すでに積み込んである物資にまで延焼する。駆逐艦の片舷に炎を伴ったガソリンが広がり、駆逐艦は炎上する。

「攻撃終了。敵船団の貨物船は全滅と思われる」

　谷川は報告する。船団攻撃という目的からすれば、作戦はこれで終了したことになる。しかし、そうではない。敵空母の空母天城攻撃がすべてを変えてしまった。

　船団攻撃はこの時点から二義的な意味合いの作戦となり、作戦の中心は敵空母への反撃へと変わった。

　彼らはそのまま編隊を組みながら帰還する。ここからが正念場であった。果たして自分たちの読みどおりに進むのか。

「いました、敵機です！」

　殿軍を飛ぶ艦攻から報告があった。やはり船団付近で彼らの動きを監視する存在がいたらしい。潜水艦か飛行機か、ともかくそれは敵空母部隊を空母雲龍へと導いているはずだ。

　それは緊張を強いられる事実であった。艦攻だけの編隊。戦闘機を伴わないそれは、もっとも脆ぜい
 弱じやく

 な編隊でもある。

　いま戦闘機で襲われたならば、それが先の大戦の複葉機程度のものであったとしても大変な脅威となる。攻撃機は戦闘機と五分に渡り合えないからこそ、専用の戦闘機で守られるのである。

　だが敵は空母雲龍の所在を知りたがっている。それだけに空母雲龍の姿を見るまでは自分たちを攻撃することはない。

　とはいえ、それも敵の意図をそう推測しているに過ぎない。攻撃機だけの編隊の登場に、それを敵撃滅の千載一遇のチャンスと考えないとも限らないのだ。

　谷川はともかく敵機が自分たちを追跡していることを空母雲龍に知らせる。どうやら追跡してくる敵機は艦爆らしい。空母を発見したら、行きがけの駄賃で急降下爆撃でもするつもりなのかもしれない。

　やがて谷川の無線電話に友軍の声が入る。

「発見した！　敵戦爆連合、推定機数五〇機！　これより迎撃戦闘に入る！」

　その報告と共に、彼らの編隊の斜め後方で何かが光り、やがて黒煙が空に一筋の線を描く。最初は右から左に、そして上から下へ。

　空戦はそこだけではなかった。艦攻隊の後ろで曳光弾が走る。そしてそれは何かの爆発と黒煙に変わる。谷川隊を追跡していた敵艦爆が撃墜されたのである。

「鼠は退治した！　安心して戻っていいぞ！」

　戦闘機の操縦員から、後方の安全を確保した旨、報告が入る。その戦闘機はすぐに主戦場へと戻って行く。

　谷川隊はそのまま大きく進路を変更し、こんどこそ空母雲龍へと帰還した。次の戦闘のために。









「待ち伏せされたぁ!?
 」

　空母エンタープライズのミュレー大佐は、戦爆連合の報告が信じられなかった。

　空母天城と思われる敵艦を易やす
 々やす

 と撃沈したというのに、それから数時間と経過しないうちに今度は自分たちが待ち伏せにあうとは。

「それで敵空母の位置は？」

「わかりません」

　通信長の言葉は率直だった。

「空母を発見する手前で戦闘機隊の待ち伏せを受けたそうです」

「空母を発見する手前でか……それはつまり……」

「日本海軍のレーダーは予想以上に高性能であったということです」

　通信長の説はミュレー大佐にはにわかには信じがたかった。

　レーダーのような最新式の精密機器で、日本がアメリカの装置以上の性能を出すというのがまず信じられない。

　米軍が鹵ろ
 獲かく

 した日本軍の兵器はすでにかなりの量になるが、有線・無線を問わず、その水準は自分たちより遅れているというのが彼が受けていた情報だった。

　たとえば米軍ではすでに実用化されている周波数変調の無線電話も日本にはなく、あるのは相変わらず振幅変調の無線電話だ。

　その程度の技術水準で、どうやってアメリカよりも高性能のレーダーを開発できるのか？

　さらにいえば、空母天城の存在がある。そんなレーダーがあるのに、どうして空母天城はみすみす沈められてしまったのか？　何かがおかしい。

　しかし、ミュレー大佐にとっていま議論すべきは、「なぜ」ではなく「いかに」であった。

　空母雲龍への攻撃は失敗し、それどころか攻撃隊は戦闘機の待ち伏せで大打撃を被ってしまった。

「司令官はこれをどうするつもりだ」

　ミュレー大佐にはそれも気になった。空母天城こそ撃沈したものの、作戦全体の流れは自分たちにとって非常に不本意な形で推移している。ガダルカナル島への補給船団は壊滅した。

　米太平洋艦隊の目算では、船団は戦争犯罪人の鬼頭大佐の部隊をおびき寄せるための餌だった。

　むろんガダルカナル島の補給が深刻なのは言うまでもない。

　このため囮の船団には、最新鋭の防空巡洋艦アトランタを護衛戦力に投入することで、敵航空隊に大打撃を与え、船団を守り抜くはずだった。

　確かに軽巡アトランタは善戦した。しかし、アトランタが直接撃墜した敵機は五、六機に過ぎない。敵機の大半は空母ホーネットとエンタープライズの航空隊により始末されたのだ。

　しかも鬼頭の部隊は、あろうことか二回目の攻撃では巡洋艦アトランタをあえて避けて、あくまでも貨物船のみに攻撃を集中するという戦術をとった。

　避けるという単純極まりない方法で、彼らは軽巡アトランタを無力化してしまった。

　こうして船団は壊滅した。この作戦の趨すう
 勢せい

 がどうなるにせよ、ガダルカナル島への補給問題は未解決のままだ。

　これだけでも深刻な問題なのに、二隻の空母のうちホーネットは使えない。敵機が攻撃隊を追跡し、空母ホーネットに体当たりするという暴挙に出たのだ。これが原因で空母ホーネットの飛行甲板は一時的に使えなくなった。

　しかも他の日本軍機を追跡し、敵空母の所在を探そうとして発進したエンタープライズの攻撃隊は空振りに終わり、いまだ帰還していない。

　敵機二機をレーダーで補足し、それを追跡しようとしたのだが、この二機はどうやら自殺したらしい。

　日本軍のもので発見できたのは貨物船一隻だけで、しかも情けないことに発見した爆撃機チームは、どいつもこいつも爆弾を外してしまう。

　空母はなく敵機の姿もない。飛行距離を考えれば墜落覚悟で飛行を続けたとしか思えない。自分たちはそんなファナティックな連中を追っていたのだ。

「とりあえずはエンタープライズの攻撃隊を収容するのが先では」

　ミュレー艦長の言葉を自分への質問と思ったのか、通信長が言う。艦長はそれに対して、うんとかうむとかいう曖昧な言葉を返すだけだった。

　空母エンタープライズの攻撃隊を収容し、索敵を再開し攻撃する。そういう流れになるだろうが、時間的には今日は無理だ。明日だろう。

「それより、敵空母の襲撃は考えなくても良いのでしょうか。敵は我々の所在を知ったわけですが」

「今日に限れば、その心配はあるまい。空母天城は沈んだ。その航空隊は全滅だ。鬼頭の雲龍は無傷だが、奴は奴で我々の攻撃を一隻で守りきらねばならない。防戦はできても攻撃に転じる余裕はない」

「ラバウルは？」

「時計を見たまえ。定期便はラバウルに向かっている。これから燃料と爆弾を搭載したころには夜になっているさ。攻撃も防衛も明日に持ち越しだ」

　電話が鳴ったのはその時だった。それはレーダー室だった。

「攻撃隊戻ってきました」

「わかった。発着機部に収容準備を命じておく」

　ミュレー大佐はブリッジの時計を見る。

　確かに空振りに終わった攻撃隊が戻ってきてもいい時間だ。同時に、雲龍を攻撃に行った部隊も、この収容作業が終わったころに戻ってくるだろう。

「明日だな、正念場は」

　艦長は、アイランドの窓から帰還するらしい航空機の姿を見ていた。









「結局見つからなかったのか」

　空母エンタープライズの飛行甲板の上では、発着機部の人間たちが高度を下げてきた航空機を見ていた。

「おい、誰か無線で知らせろ！　着艦するな！」

「どうした？」

「よく見ろ！　あいつ爆装したままだ！　爆弾投下機の故障だ！　このまま着艦すれば事故が起こるぞ！」

　しかし、その部員の意見は間違っていた。その爆撃機の爆弾投下機は正常だった。なぜならば、それは空母エンタープライズに落下する弾道で爆弾を投下したからだ。

「あれは……爆弾……」

「命中するぞ！」

　それを見た将兵は後にこう証言している。爆弾は静止しているかと思うほどゆっくり見えた。その弾道が飛行甲板を直撃するのが手に取るようにわかったと。

　爆弾は飛行甲板を直撃した。二五〇キロ爆弾は、飛行甲板上の機材や人員を一瞬でなぎ払った。そして爆弾はそれだけではなかった。

　九九艦爆の一団が、一つは空母ホーネットに、一つは空母エンタープライズに殺到、次々と爆弾を投下する。米軍はそれを友軍機と考えていたため、対空火器もすべて沈黙したままだった。

　第五航空戦隊の九九艦爆は、安心して正確な照準をつけることができた。この時の爆弾の命中率は七〇パーセントを数えたという。ここにいたって、米艦隊ははじめて日本軍による奇襲であることを知った。

「奇襲だと！　どこから、どうやってだ！　ラバウルから航空隊が出たという報告はなかったのではないか！」

　ミュレー艦長には、空母エンタープライズの現実が受け入れられなかった。しかし、僚艦は激しく燃えている。自らの空母も正常ではない。

「航空隊はまだ戻らぬのか？」

「無線通信が使えません」

「この大事な時に！」

「いったい奴らはなにものだ。どこからきたんだ、ラバウルか！」

　だがラバウルからの攻撃であるはずがなかった。

　航続力の比較的短い九九艦爆がラバウルからここまで飛べるはずがない。

　だが空母であるはずもなかった。唯一可能性のある大型空母瑞鶴はトラック島の周辺にいるはずだ。ラバウルよりさらに遠いだろう。

　米空母部隊は、どこからきたのか謎の部隊により、ともかく奇襲攻撃を受けた。そして艦爆により飛行機の発着艦能力を奪われた。

　ヨークタウン級は機関室の上の部分の装甲は二五〇キロ程度の爆弾に耐えられるよう設計されていたが、その上については装甲らしい装甲は施されていなかった。必要以上に重装甲にすれば、重心の上昇を招くからだ。

　だからこれらの爆弾の多くは飛行甲板を貫通し、格納庫内で爆発した。

　空母ホーネットに関しては、格納庫内に多数の航空機を抱えていたため、ここでの爆発は大規模な火災を生んだ。一つ二つの爆弾ならまだしも、多数の爆弾となると開放型格納庫の神通力も通用しない。

　空母エンタープライズは、艦載機の大半が出払っていたためホーネットのようなことはなかった。しかし、煙突部分に爆弾が命中したことが、機関部の損傷という結果を招く。空母エンタープライズはここで速力が落ち、僚艦と同じ運動ができなくなってしまった。

　これは空母部隊として深刻な状況だった。

　空母ホーネットがそれ以上の攻撃を避けるために頻繁に進路を変更するため、二隻の空母の間隔はますます広がってしまう。

　二隻が密集することで護衛艦艇を効率的に活用していた部隊は、二隻の空母が離ればなれになったために、ただでさえ少ない護衛艦艇を分割する結果となった。

　しかもその分割は、指揮官の命令により、合理的になされたものではなかった。個々の艦長が状況に応じて自身の判断で行なった。旗艦である空母がこの状態では、指揮機能の喪失は避けられなかった。

　この状況で突入したのが艦攻隊だった。その中には立山隊長の姿もあった。









　空母天城を失い、雲龍に戻ることは雲龍を危険に陥らせるとなったとき、立山隊長の元に空母雲龍から届いた命令は、ある回線と通信せよというものだった。命令はそれだけだった。

　立山はそこに起死回生の妙案を予想した。鬼頭司令官が情報を自身からだそうとしないときには、それが起死回生の妙案であり、敵に知られてはならないと考えていることが多かったからだ。

　そしてそれは正しかった。回線は陸海軍の共通通信用のものだった。暗号も専用暗号が用いられる。戦術レベルなので強度はそれほど強くないが、頻繁に乱数表や符丁が変更されることになっていた。

　実際問題として、陸海軍共通作戦があれば、それらはその都度新規に話し合われていた。組織文化の違いから、頻繁な打ち合わせが必要だからだ。

　立山はすぐに指定のコードで示される相手に通信を入れる。よく考えればそれは不思議な話であった。この状況で陸海軍共通暗号などを使わねばならない相手とは……。

「通信員、これはどこだ？」

「隊長、ムンダの基地設定隊です！」

「なにっ、すると基地が完成したのか！」

　そのことは通信で確認された。桜井工兵少佐の開発した押均機の働きにより、基地としてはまだ未完成ながら、滑走路は使える状態にあり、燃料タンクや弾薬庫も完璧ではないが作戦可能なレベルには仕上がっていた。つまり複数あるそうした倉庫のうち、使える状態のものがあるというのだ。

「緊急輸送を要請して、燃料、弾薬等の補充が一回分の戦闘可能な量だけ用意されたそうです」

「あのムンダの基地が、完成したのか」

　立山は空母航空隊の人間だけに、陸上基地建設の機械化にはそれほど興味はなかった。しかしいま、彼は己れの不明を恥じた。

　迅速な基地設営能力が、いまこの方面の戦闘において戦局を大きく左右しようとしている。そう突き詰めれば、ガダルカナル島の戦闘にしても基地設営能力の問題ではないか。

　こうして彼らはムンダの基地上空まで到達したが、ここで小さいがいささか厄介な障害に遭遇する。

「滑走路はどれだ？」

　ムンダの飛行場は敵の攻撃を最小にするために、巧みな偽装が施されていた。偽装は偽装で良いのだが、あまりにも巧妙な偽装のため敵機どころか友軍機さえどこに着陸すべきかがわからない。

　だがそれも基地の側が滑走路に誘導灯が点灯することで解決した。

　ある程度まで高度を下げれば、いかに巧みな偽装でも着陸に支障を来きた

 すことはなかった。

　驚いたことに多数ある駐機場には、すでにすべて航空機が入って給油や弾薬の補充などに追われていた。このため立山らは誘導路の隅で一連の作業を行なわねばならなかった。

「何なんだ、この機体は？」

　彼は押均機をトラクターとして活用し、弾薬などを連結した台車で運んできた整備員らしき人間に尋ねた。命令できないのは、彼が陸軍の人間だからだ。ここは陸軍の人間が動かしているらしい。

「空母ですよ、瑞鶴の航空隊がやってきてるんです」

「瑞鶴の機体？　瑞鶴は？」

「さぁ、ラバウルの向こうじゃないですか。ここが使える状態に仕上がったと第四艦隊に連絡すると、さっそく使いたいってことですよ。敵空母がいるからとかなんとか。瑞鶴からここに直行し、燃料補給で出撃ですよ」

「我々もだ、空母は違うがな」

　しかし、整備員にはそんなことはどうでもいいらしい。聞けば、空母天城の第一次攻撃隊の敵空母を発見した艦攻の人間は無事だという。

「石油や弾薬をラバウルから緊急輸送したんです。燃料や弾薬がなければ基地として機能しませんからね。そのために高速輸送船が海軍から出たんですが、それが物資補給を終えた帰路で回収したそうです。輸送船のすぐ近くに不時着水したとか」

「そうか、それは良かった」

　立山にとって良かったことはもう一つある。補充機材の関係だろう。彼らの艦攻は爆弾ではなく魚雷を装填されていた。ベテランの立山なら魚雷も爆弾もどちらも問題なく使うことができる。

　他の機体も燃料、弾薬の補充ができた。弾薬庫も燃料タンクもこれで空になったが、強力な航空戦力が出撃準備を整えていた。

　こうして立山らは出撃した。敵空母を撃破し、空母天城と乗員の仇をとるために。









「どちらにする」

　立山隊長は、空母エンタープライズと空母ホーネットのどちらを攻撃するか一瞬迷った。片方は激しく炎上している、片方は速力が著しく遅い。結局彼が選んだのは速力の落ちている空母エンタープライズだった。空母ホーネットは炎上し、その黒煙により照準が難しいと思われたからだ。

　立山は自分の部隊を半数にわけ、空母エンタープライズに左右両舷から攻撃をかけることにした。

　周囲の駆逐艦、巡洋艦が盛んに対空火器を放つものの、二隻の空母が離れすぎているために防空陣形に間隙が大きく開いていた。雷装した立山らの部隊はそこから空母へと殺到する。

　立山隊長はそこまでの計算はなかったのだが、艦爆による機関部の損傷は、補機にも及んでいた。このため対空火器を作動させるための電力が十分に供給されていなかった。それでも対空火器の幾つかは作動した。作動はしたが、射撃盤が動かないため命中精度は悪い。

　すでに立山は敵艦隊の内懐に飛び込んでいた。照準は操縦員がつけ、機体を操る。立山がこの局面で直接やることはなかった。ただただ空母エンタープライズへと接近して行く。





　――意外に小さな船だな





　それが艦攻から見た立山の、空母エンタープライズへの印象だった。少し前までは、もっと巨大な軍艦だとばかり思っていた。しかし、いま、戦闘能力を失った鉄の箱が、立山には不思議なほど小さく見えた。

　そして魚雷は投下される。僚機からは立山機の投下を合図に魚雷が投下された。

　立山は空母が変針した場合に備えて、左右両舷から攻撃をかけさせた。しかし、結果を言えばそれは必要なかった。

　左右両舷から迫る魚雷に空母はなす術もなかったからだ。雷撃は成功し、空母エンタープライズに五本の魚雷が命中する。彼女の運命はそれで決した。空母エンタープライズは沈み、すぐに空母ホーネットが後を追う。

　この後、多少の小こ
 競ぜ

 り合いは続くが、作戦の詳細はこれで決まった。ガダルカナル島行きの船団は全滅し、空母二隻も失われた。些事を追加すれば、この翌日、軽巡洋艦アトランタはガダルカナル島方面から撤退の途上で撃沈された。









　第三航空戦隊の空母雲龍はその時、次の作戦に備え呉にいた。笠置、葛城と合流するためだ。短期間の修理も行なわれる。搭乗員たちは休養と訓練と教育の日々だ。

　そんな中で、鬼頭は意外な人物と再会する。陸軍の桜井工兵少佐だった。

「ガダルカナル島からはいつ？」

　鬼頭は桜井を、気心がしれ口の堅い料理屋に誘う。桜井とは語りたいことが山ほどあったからだ。

「ガ島からは先週戻りました。来月にはまた出ます」

「どちらに？」

「ニューギニアです。いよいよ陸海軍合同の……」

　彼は声を潜ひそ

 め語る。

「ポートモレスビー攻略です」

「あぁ、やはりあの作戦ですか」

「というと、鬼頭閣下も？」

「閣下はやめてください、そんな柄じゃない。で、そうです、我々も参加します。広範囲な索敵戦力として。ガダルカナル占領までの間に我々は多くを学んだ」

　鬼頭には、それがつい先日のこととは信じられなかった。ガダルカナル島の交通を完全に遮断し、島の兵士達は降伏し、そこは日本の航空基地となった。そしてそれに伴い主戦場はニューギニアに移っていた。

　オーストラリアを孤立化できるかどうか、それはこれからの戦闘にかかっている。

「鬼頭さんは、この作戦をどう見ています？」

「オーストラリア次第でしょう。自国が交通を遮断されたとき、彼らが戦線から離脱してくれれば、あとは楽です。最終的には戦争は政治が決める。その点で、一国の脱落は大きい」

「なるほど。しかし、すでに攻勢限界ということはありませんか？」

「まぁ、国力は有限です。攻勢限界はどこかにある。しかし、日本の攻勢限界はまだじゃないでしょうか」

「なぜ、そう思われます」

「ガダルカナルですよ。あの島では桜井さんをはじめ陸海軍の協力関係がかみ合い、島の占領を可能とした。あの大国アメリカでも占領できなかった島を我々は占領した。陸海軍が互いに補い合えば、国力の限界はもっと広げられます」

「この宴席も、その一貫ですか」

「そうなりますか」

　そうして二人は朝まで日本の可能性について語り合った。
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 海かい
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 鬼き
 道どう
 艦かん
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